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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　この小説は、二つの視点から構成されています。

　夢ゆめ美みの視点、そして鈴すず影かげの視点です。

　それぞれ、始まりの部分に、それを示すアイコンが表示されています。

　深く感情移入したい方、また二つの視点で読んでいくのは難むずかしいと考える方々は、夢美のアイコンだけを選んで、読み進めてください。

　それでも充じゆう分ぶんに、お楽しみいただけます。

　また二視点を行ったり来たりしながら読んでも大丈夫という方々は、ぜひ初めから、通して読んでみてください。

　より立体的な世界を味わえることと思います。

　それでは、銀ぎん薔ば薇らの扉とびらを開けましょう！
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　私、佐さ藤とう夢ゆめ美み、高二生。

　中二の時にママに死なれて、以来ずうっと、佐藤家の家計をやりくりしている。

　家にいるのは、企き業ぎよう戦せん士しのパパが一人と、双ふた子ごの弟、天てん吾ごと人じん吾ご。

　だから、炊すい事じ洗せん濯たく、整せい理り整せい頓とん、料理育いく児じは、全部私がやらなくちゃならなくて、その結果、私は立りつ派ぱな主しゆ婦ふになってしまった。

　もういつでもお嫁よめさんにいけるぐらい、えっへん。

　といっても、パパや天吾たちを残しては、どこにもいけないんだけどねぇ。

　そんな私の耳に、ある日突然くっついたのが、魔法のピアス。

　正式には、三宇宙四精せい霊れいの聖せい物ぶつの一つで、「月げつ光こうのピアス」という名前。










七聖宝

　三宇宙の聖宝

　　　月光のピアス

　　　星影のブレス

　　　太陽のリング

　　　　+

　四精霊の聖宝

　　　風のシルフの聖十字

　　　土のグノームの聖剣

　　　水のオンディーヌの聖衣

　　　火のサラマンドラの聖冠




　これは、元はと言えば、私のあこがれの人、鈴すず影かげ聖せい樹じゆさんの持ち物。

　鈴影さんは、日本人とドイツ人のハーフ。

　と言われていたけれど、本当は養よう子しらしいから、日本人の血は入っていないのかも。

　フルネームは、聖樹・レオンハルト・ローゼンハイム・ミカエリス・鈴影。

　十八歳にして、ドイツの名門ミカエリス家の当とう主しゆで、『銀の薔ば薇ら騎き士し団だん』の総そう帥すい。

　見目うるわしく、スポーツ万ばん能のう、洗せん練れんされたセンスに身のこなしっ！

　つまり、パーフェクトの人。

　そんな彼と、月光のピアスをめぐって知り合いになれたのは、ラッキィと言えばラッキィだったけれど、困ったこともあった。

　私の耳にとりついたこのピアス、実は、人を動物に変身させる力を持っている。

　犠ぎ牲せいになったのは、三人。

　私の幼おさな馴な染じみのサッカー少年、高たか天ま宏ひろし。

　かわいい後こう輩はい、光こう坂さか亜あ輝き。

　そして、才さい女じよでクールな空手部女性キャプテン、冷れい泉せん寺じ貴たか緒お。

　彼らは、私がドキッとするたびに、狼おおかみ、猫ねこ、鷹たかに変化してしまう。

　あと、満月の光をあびても変わるんだよね。

　満月の波長と、月光のピアスの光の波長が、同じだかららしいんだけれど、正確な原因は、まだ不ふ明めい。

　うーん、これからいったいどうなるんだろ、不安・・・。
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「夢ゆめ美みちゃん、鈴すず影かげのお兄ちゃん、来てるよ。カッコいいね。毎日送り迎むかえされるなんて」

　これは天てん吾ご。

「ふんだ。女の家に、いちいちご機き嫌げんうかがいに来るヤツなんか、男のクズだ」

　これは人じん吾ご。

　双ふた子ごでも、性格は正反対。

　こんな二人を見るたびに私は、想像してしまう、ママのお腹なかの中で、二人が遺い伝でん子しの取り合いをやっている姿を。

　だって遺伝子を全部、仲良く半分こしていたら、似た者同士になってるはず。

　こんなにも違ちがってしまったのは、取り合いをやって、分ぶん捕どったものをそれぞれの中におさめて出てきたからに違いない。

　だから、片方が持ってるものは、片方が持ってないんだ。

　ま、それにしちゃ、両方男だっていうのが、どうも腑ふに落ちない気もするけれど・・・。

「あんたたちも、早く！　幼よう稚ち園えんバス、行っちゃうよ」

　玄げん関かんのドアを開け、二人を追い出し、見送っていると、その向こうの立たち木きの脇わきで、鈴影さんがこっちを振ふり向いた。

「おはよう、夢美」

　十月の澄すんだ光の中で、深く輝かがやくつややかな髪、気品のある顔立ち、美しく黒い瞳ひとみ、魅み惑わく的てきな微笑ほほえみ、すらりとした長身。

　うっ、素す敵てきっ！

　ノーブル、つまり上品、高こう貴きという言葉は、彼のためにあるような言葉だと思う、もう絶対っ!!

「行こうか」

　鈴影さんは毎朝、私を迎えに来て学校まで送ってくれる。

　帰りも、必ず校門で待っていてくれる。

　これがさぁ、うれしいんだけど、気が引ける。

　鈴影さんは一時期、私の学校に通学していたことがあったから、生徒の中には鈴影さんにあこがれている女の子が山ほどいるわけで、私は当然のことながら、よくは言われない。

　厳しい妬ねたみの視線もあびてしまう。

　ま、その辺は、わりと平気だけどね。

　人がどう思おうと、自分にやましいところがない以上、私は気にしない。

　主しゆ婦ふ生活を二年もやっていると、どうしてもそうなるって。

　だって主婦って、ほんとに、いろんな事をしなくちゃならないんだもの。

　時には、食事を作る料理人、兼けん、栄養士。

　時には、病人の看かん病びようをする看かん護ご師しさん。

　時には、洗せん濯たくをするクリーニング屋さん。

　時には、バーゲン品を買いあさる倹けん約やく家か。

　時には、ＰＴＡのおばさん。

　時には、自じ治ち会かいの役員、エトセトラ。

　怪かい人じん二十面めん相そうなみの変身ぶりが必要なの。

　そうやって、いろんな人と接せつ触しよくしていると、傷つけられることって、すごく多い。

　そのたびにオチコんで、泣きたくなる。

　でも泣いてると、家事育児ができないっ！

　それで私は、

「泣くのは後にしよう。ご飯作って、皆みんなに食べさせて、後片づけすんでから、ゆっくり泣こう」

　って思って、とにかく用事をすませてしまう。

　でも、何もかも終わってしまうと、今度は疲つかれがどっと出て、泣く前に、とにかく横になって休みたくなるんだ。

　それで休んでいると、眠ってしまう。

　あくる朝起きると、またいっぱい仕事が待っていて、昨日きのうのことをしみじみ思い出して泣いてる暇ひまなんか、全然ないっ！

　このくり返しで、私は鍛きたえられて、どんどん強くなり、タフになってしまった。

　もう、他人の白はく眼がん視しぐらいじゃ、ビクともしない、わっはっは。

　私が気にしてるのは、そうじゃなくてもっと別のこと。

　つまり、鈴影さんに申し訳ないってことなんだ。

　いつも、私につきっきりでしょ。

　悪いなぁって思ってしまう。

　鈴影さんだって、「銀の薔ば薇ら騎き士し団だん」の総そう帥すいとして、いろいろと忙しいだろうに。

「あの・・・鈴影さん」

「何？」

　低く響ひびきのいい声で言って、鈴影さんは振り向き、美しい前髪の下で瞳をやさしく輝かせながら、私の次の言葉を待っている。

　そんなふうに見つめられると、私はどうしても、彼が私を誰だれよりも大切に、大事にしてくれているように感じずにいられなかった。

　それはとっても居い心地ごこちのいい、気持ちのいいもので、うっ、辞じ退たいしにくいっ！

　それでもなんとか頑がん張ばって、私は言ってみた。

「あの、あの、あの、送り迎えしてくれなくてもいいです。私、一人で大丈夫ですから」

　鈴影さんは、その黒い瞳に、ふっと笑いを含ふくんだ。

「アルベルト・フォン・ボルシュタット著の悪あく魔ま研究書、『悪魔の鍵かぎ』によれば、『月げつ光こうのピアス』をした人間の心臓の血は、あらゆるものに永久の生命を与えるそうだ。だから君の心臓は、永遠の命をほしがっているすべての人間と霊れいに、ねらわれていることになるんだけど」

　うっ！

「それでも、一人で大丈夫？」

　私は思わず、大声で言ってしまった。

「ダメ！　やっぱダメっ!!」

　やだ、霊って恐こわいっ！

　だって、つかみどころがないうえに、警けい察さつや消防署に頼たのんでも、どうしようもないんだもの、始し末まつが悪いよ。

　私は主婦だから、現実問題には強いけど、そういう得え体たいの知れないものには、すごく弱い、苦手だぁ。

「守るよ。それに夢美、わかっていると思うけれど、今日は、お勉強の日だ。帰りは自宅ではなく、小集ロ会ツ所ジに直行だからね」

　ロッジというのは、鈴影さんの家の敷地内にある「銀の薔薇騎士団」の集会施し設せつのこと。

　星を散りばめた円型の天てん井じようを持つ美しい居い間まと、図書室とベッドルーム、シャワールームなんかがある。

　私たちはここで、勉強会をすることになっているんだ。

「銀の薔薇騎士団」の入団テストのための勉強。

　正式に、「銀の薔薇騎士団」の騎士として認められるためには、いろいろなテストを受け、それに合格して、騎士の位くらいを示しめす指輪をもらわなければならないんだって。

　貴女ダアムになるのも、同じこと。

「騎士になるのにテストがあるなんて、レオンのヤツ、ひと言も言わなかったじゃないか、バカやろう」

　宏ひろしは、大の勉強嫌ぎらい。

　ロッジに来るたびに、ふてくされて、居間のソファにゴロッと寝ね転ころんでしまう。

「くっそ、騎士になりたいなんて言うんじゃなかった」

　小さな時からアウトドア少年で、勉強してるとこなんて、私は一度も見たことがない。

　でも私と同じ高校に来たんだから、頭はいいのかな。

　それとも私がバツなのかな、うーん・・・。

「資し格かくを得えるには、テストはつきものだよ、高たか天まさん」

　金きん髪ぱつをかき上げながら光こう坂さか君が、いつになく大人びた口調で言う。

　昔から体が弱かったという彼は、ずっとスイミングスクールに通っていて、プールの塩えん素そで、髪がすっかり脱だつ色しよくされてしまっている。

　ちょっと見ると、ヨーロッパのお人形みたいにかわいい。

「そのくらいの方がやりがいがあって、僕はいいと思うけど」

「アキ！　おまえって、このごろ生なま意い気きだぜ」

　宏が大声で言ったとたん、テーブルの向こうで冷れい泉せん寺じさんが、読みかけの厚い本からジロッと目を上げた。

「うるさい」

　青く見えるほど澄んで、冷れい徹てつな光を浮かべたその瞳の迫はく力りよくに、勝てる人は誰もいないっ！

　宏も光坂君も、キャインキャインのニャゴニャゴよ。

「お、そろってるね。結けつ構こう」

　最後に鈴影さんがやってきて、ドアをしめ、私たちの勉強会が始まる。

　このロッジに顔を出す時、鈴影さんはいつも、右手の小指にアンチックな銀の指輪をしている。

「銀の薔薇騎士団」の騎士の最上位を示すそれが、とっても似合っていて、素す敵てき。

「じゃ質問させてもらおうかな。光坂、銀の薔薇騎士団の名前の由ゆ来らいと、モットーは？」

　光坂君は、少し緊きん張ちようして答える。

「銀は、魔ま力りよくを払はらい清める聖なる金きん属ぞく。薔薇は、主しゆイエスに一番関係の深い花。この二つのイメージを合成させた『銀の薔薇騎士団』は、聖を守り、魔を排はい除じよするために力をつくす戦せん闘とう集団」

「よし」

　光坂君が大きく息をつくのを見ながら、鈴影さんは冷泉寺さんの方を向いた。

「冷泉寺、『光こう輝きの書』とは何か」

　冷泉寺さんは、きたなといったようにニヤッと笑って、静かに口を開く。

「十三世紀後半に書かれたカバラの秘ひ伝でん書しよ。著ちよ者しやは、古代律りつ法ぽう学者のシメオン・ベン・ヨハイ。現存するカバラの体系的書物として、唯ゆい一いつのもの」

「結構」

　そう言いながら鈴影さんは、私を見た。

「夢美」

　うっ、きたっ！

「魂たましい、精神と肉体の関係は？」

　私は、前に読んだ本を一生懸けん命めい思い出しながら、答えた。

「魂は、肉体と精神の中間にあって、両者をつなぐものであり、その両方の性質を持っている」

「よし」

　ほ。

「高天、銀の薔薇騎士団の規則を三つあげろ」

　宏は、ちょっと眉まゆ根ねを寄よせ、その目をクッと天井へ向けながら答える。

「えっと、常じよう時じ、戦闘態たい勢せいを整えておくこと。だが、こちらから先に攻こう撃げきしてはならない。目的のためには死を恐おそれず、敗はい戦せんを覚かく悟ごしても出しゆつ陣じんし、信しん念ねんのために死ぬ用意をしておくこと」

　鈴影さんは、ふっと笑って宏を見る。

「おまえの頭の中にあるのは、戦時の規則ばかりだな。戦時は強く勇ゆう敢かんに、だが平へい時じは優ゆう雅がに寛かん容ように、だ。両方覚えておいてくれ」

　宏はチェッと舌した打うちし、私は光坂君と顔を見合わせて、くすくす笑った。

　宏らしいと思って、おかしかったんだ。

　私たちの中で、宏はいちばん好こう戦せん的てき。

　カッとしやすくて、意地っぱりで、でもひたむき。

「何がおかしいんだよっ！」

　口喧げん嘩かをすることも結構あるけれど、私はわりと宏が好き。

　なんといっても気心が知れてるし、いい友だちだと思っている。

「あれ、高天、太ったんじゃないか？」

　冷泉寺さんが言って、宏はびくっとしたように彼女を見た。

「え・・・どこが」

「頰ほおの辺かな。それに腕うでや胸」

　瞬しゆん間かん、宏は、くやしそうにぎゅっと目をつぶって、左手で自分の胸元を握にぎりしめた。

「やっぱり、か。オレ、ここんとこ、一日六食なんだ」

　私は、あきれて宏を見た。

　だって、いくら大食らいが取り柄えだからって、それ、異い常じようじゃない？

「人間って、普通、三食よ。その倍ばいも食べたら、もう人間じゃない。ブタよ、ブタっ！」

「ブタだってそんなに食べないだろ」

　そう言いながら冷泉寺さんが、ため息をついた。

「高天、おまえ、欲よつ求きゆう不ふ満まんじゃないの」

「あ、そうかもしんないね、ここのところ事件起きずに穏おだやかだし」

　そう言った光坂君を、宏はぐいっとにらんで私を見た。

「るせーな。ダイエットしようと思ってたところだよ。夢美、ダイエットのメニュウ作ってくれ」

　そりゃ、作ってもいいけど、要は本人の意思の問題だからねぇ。

　お肉大好きの宏が、ダイエットメニュウのコンニャクのステーキとか、豆とう腐ふのハンバーグとか、タケノコのカツとか、野菜サラダにどこまで我が慢まんできるか、これが大きな問題だと思うよ。

「オレって、太りやすい体たい質しつなんだ。それに比べて夢美、おまえはいいよな。いくら食っても、出すばっかで、ちっとも身にならないだろ」

　いっ、いくら食ってもって、私はねぇ、一日六食も食べたことないっ！

　私は、すっくと立ち上がり、宏にそれを言ってやろうとした。

　その時ノックの音がして、ロッジに住む騎士の一人が顔を出したんだ。

「本部からお電話です」

　鈴影さんはうなずき、立ち上がって居間から出ていった。

　そんな時の、ちょっとした身のこなしなんかも優雅で、美しくて、私は思わず見とれずにいられない。

　やっぱ、すっごく素す敵てきだなぁ・・・。
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「聖せい樹じゆ？」

　執しつ務む室しつに足を踏ふみ入れたとたん、ホットラインがつながり、天てん井じようからリーザの声が流れ出た。

　聖樹は、長いソファに腰こしを下ろす。

　両りよう腕うでを広げてソファの背もたれにかけ、天井を見上げた。

「ああそうだ。こっちは平和だよ。そっちは？」

　リーザの舌した打うちが聞こえる。

「アクスクー様の、ご天下さ」

　聖樹は笑いながら、今に必ずくつがえしてやると心に誓ちかう。

「何か、新しい情報でも入ったのか」

　そう聞くと、答えるリーザの声に不ふ敵てきな響ひびきが入り混じった。

「七しち聖せい宝ほうの一つが見つかった。日本にある」

　聖樹は身を乗り出す。

「そいつはラッキィだ。すぐ押さえる。場所は？」

　リーザの笑い声が聞こえた。

「ラッキィは、それだけじゃないさ。次じ期き当とう主しゆ選せん抜ばつ教きよう練れんの時、生徒の中にいた火か狩がり遼りようを覚えてるか」

　聖樹はうなずく。

　母の国、日本からのただ一人の参加者で、十三歳の時に教練で一緒になった。

　二カ月の間、寝食をともにしたが、かなり有ゆう能のうだった記き憶おくがある。

　次期総そう帥すいの任にん命めい式しきでは、五番目の高位である「霊智グノーシスの騎士」に叙じよ任にんしたはずだった。

「火狩遼の父親も『銀の薔ば薇ら騎士団』の騎士だ。その父親から、本部に連絡が入った。『星ほし影かげのブレス』は、彼の友人である服はつ部とり氏が、クリスビーズ・ニューヨーク支社のオークションで競せり落としたらしい。火狩家では、全面的に協力すると言っている。すぐ連絡を取れ。住所はメールで送る」

　聖樹は微笑ほほえみ、再びソファの背もたれに体をうずめた。

「了りよう解かい」

　ブレスの手がかりがつかめたことで、いく分ほっとしていた。

「もう一つ、クリスビーズ本社に調査に入った委員会から報ほう告こくがきている。明日にも正式な報告書がそっちに送られるはずだが、早い方がいいだろう」

　聖樹は、身を起こす。

「もちろんだ。読んでくれ」

　開いた両りよう脚あしの上に両りよう肘ひじをつき、指を組み合わせて気持ちを集中した。

「委員会は、クリスビーズ本社に対し、貴き社しやが入手した六つの聖宝の全部を買い取るとの申し出を行った。それに対してクリスビーズ本社からは、社長名で、すでに六点とも手放したとの回答があった。カタログに載のせた時点で、注文の電話が入り、オークションにかけずに売った物もあるらしい」

　聖樹は、組んでいた両手の指を握にぎりしめる。

「事実か」

　リーザは、ちょっと息をついた。

「不ふ明めいだ。入手した聖宝を手放したくなくてそう言っている可か能のう性せいもある。自社の所しよ蔵ぞう品ひんを増やして、権けん威いを高めたいと考えているのかもしれないし、オークションの時期を見ているのかもしれない。こちらから指し摘てきされたら、いったん売ったがまた持ちこまれたと言えばいいだけだからな。何とでもなる。売主の名前は明かさないのがオークション会社の常つねだし。ああ、カタログの映像を送ろうか」

　聖樹は立ち上がり、パソコンの机に歩み寄よる。

　まもなく受信音が鳴なり、クリスビーズ社のカタログが映し出された。

　リーザの指が、ゆっくりとページをめくる。

　聖せい櫃ひつに入り、封ふう印いんをされたままの「太陽のリング」、「風のシルフの聖十字」、「土のグノームの聖せい剣けん」、「水のオンディーヌの聖せい衣い」、「火のサラマンドラの聖せい冠かん」が次々と映し出された。

　そのそばには、箱の内部に納められている聖宝の映像も添てん付ぷされている。

「これらが七聖宝の中の六つであることは、どこにも明記されていない。ただのアンティックの指輪や十字架などと一緒の扱あつかいだ。だが知識のある者が見れば、すぐわかる。大金を積んでも手に入れたいと思う人間は多いかもしれない」

　六つの聖宝が世界中に散っている可能性は、大きかった。

　早急に情報を集め、一つ一つ回収していくしかない。

「クリスビーズは、現金取引しかしないだろう。普通の収集家に、聖宝が買えるだけの現金をそろえられるとは思えない。アラブ系なら石油か天然ガスの権けん利り保ほ有ゆう者しや、インドならマハラジャ、アメリカならネット系資し産さん家か、ヨーロッパなら王族か貴き族ぞく、それに総合ブランド経営者だ。金を持っている連中で、アンチックに興味がありそうな人間や投とう機き家かのリストを作って、それを片かたっ端ぱしから当たってくれ。騎士団の大集ロ会ツ所ジの全管理者には、おまえの方から定期的に連絡して細かな情報まで全部吸すい上げるんだ。こちらは火狩と接せつ触しよくし、ブレスの入手を図はかる」

「了解」

　そう言ってからリーザはちょっと笑いをもらした。

「いい知らせがあるぜ」

　聖樹は、眉まゆを上げる。

「何だ」

　リーザは、うれしそうな声になった。

「おまえから頼たのまれていた貴女ダアム候補のことだ。いい娘こが見つかった」

　聖樹は、あわてて答える。

「ああ、そのことなら、もうこっちで見つけた。悪いな」

　リーザは、啞あ然ぜんとしたようだった。

「おい、それはないだろ。会うだけでも会ってくれ。親しん戚せき中じゆうに声をかけたんだぞ。オレの顔をつぶす気かよ」

　そう言われてしまうと、いったんは頼んだ手前、いやとは言いにくい。

「おまえも知ってる娘だよ」

　聖樹は、首をかしげる。

　オルデンブルク家に知り合いはいなかった。

「ほら最初の舞ぶ踏とう会かいで、一番初めに踊おどった女、あいつだ」

　マールブルク家のアーデルハイトだった。

　だがマールブルク家は新しん興こう貴族で、北部出身の旧きゆう家かの出であるリーザと血けつ縁えん関係があるはずもない。

　聖樹がとまどっていると、リーザがあわてて言った。

「いや、オレも知らなかったんだけどさ、最近、従兄いとこが結婚して、マールブルク家がうちの親族に連なったんだ。あの舞踏会以い降こう、アーデルハイトは、おまえに接近したくていろいろと手をつくしていたらしい。その耳にオレの話が入って、従兄を通じて連絡してきたんだ。ぜひ貴女ダアムになりたいと言っている。ついでにおまえの花はな嫁よめになってもいいって。それで一度会ってみたんだけど、いやぁ積極的でさ、でも健けな気げで、なかなかいい子だったよ」

　聖樹は、ため息をつく。

「気に入ったんなら、おまえが恋人にしろよ」

　リーザは、低い笑い声を立てた。

「オレで間に合うものなら、とっくにしてるさ。あの舞踏会の踊り相手と同じだ。頼むよ、一度会ってやってくれ」

　うんざりしながら答える。

「すべてに決着がついて、家に戻れたらな。今はそれどころじゃないって言っておいてくれ」

　リーザは、もっともだと言わんばかりの声を出した。

「了解。ブレスが無事に入手できるよう、祈いのってる」
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　電話をするために居間から出ていった鈴すず影かげさんは、やがて戻ってきて、こう言った。

「七しち聖せい宝ほうの一つ、『星影のブレス』が見つかった」

　私は、息を吞のんで立ち上がった。

　すごい！

「どこにあったのっ？　誰だれが教えてくれたのっ!?」

　光こう坂さか君が言い、鈴影さんは腕うでを伸ばして私に座るように示しめした。

「本部からの連絡だ。週末に見に行く約束をした。一緒に行くか」

「もちろんっ！」

　宏ひろしが叫さけぶと、隣となりで冷れい泉せん寺じさんが、大きくため息をついた。

「またも、まがまがしい世界にご招待ってわけだな。今度のそいつは、いったいどういう代しろ物ものなんだい？」

　そうね、私も知りたいな。

「星ほし影かげのブレス」が、どういうものなのか。

　鈴影さんは、書しよ棚だなから『悪あく魔まの鍵かぎ』を取り出して、広げた。

　もちろん、中はラテン語。

　読めない私はおとなしく、鈴影さんがその古びた枯かれ葉はのようなページをめくって、「星影のブレス」について読んでくれるのを待っていた。

「『星影のブレス』は、純じゆん金きんの輪に、星の形のルビー、サファイア、ダイヤを三個ずつはめこんだブレスレットである。別名、『保ほ留りゆうのブレス』と呼ばれ、これを身につけていると、肉体から飛び立とうとする魂たましいを、その体の中に留とどめることができる」

　私は、びっくり。

　だって、肉体から飛び立とうとする魂を体の中に留めるってことは、つまり、死にそうな人でも死なないですむってことでしょ。

　救きゆう命めいブレスよ、すごいっ！

「へえ、僕も一個ほしいなあ。そうしたら不ふ死しになれて、ママたちを安心させてやれるもの」

　うらやましそうに光坂君が言うと、宏がポンとその頭をたたいた。

「バーカ。何かのかげんでブレスがはずれたら、すぐ死ぬんだぜ。そんな危なっかしい状態におまえがいたら、親は毎日ハラハラして、安心どころじゃねぇよ」

　うん、それはそうかも。

　私は、鈴影さんを振ふり向いて、聞いた。

「『星影のブレス』で保留した魂を、もう一度完全に、体に結びつけることはできないの？」

　鈴影さんは、ふっと私に目を向け、その美しい瞳ひとみに甘あまやかな微笑ほほえみを浮かべて答えた。

「できるよ。あらゆるものに永久の生命を与えると言われる、『月げつ光こうのピアス』をした人間の心臓の血をかければ」

　ドキッ！

　瞬しゆん間かん、私の脇わきで、宏が自分の体を抱きしめてのけぞりながら、大声を上げた。

「うわぁっ！」

　椅い子すを倒たおして床に転げ落ち、苦しげに体をねじりながら、もがいて、絨じゆう毯たんの上を反はん転てんする。

「う・・・」

　ぎゅっと眉まゆ根ねを寄よせ、固く目をつぶり、精せい悍かんな感じのする口元をゆがめて、ハアハアと荒あら々あらしい息をくり返しながら身をよじり、

「あ！」

　最後に、体中をビクンビクンと二度三度、激はげしく痙けい攣れんさせて、

「ああ！」

　宏は、狼おおかみになった。

　美しく、大きな銀色の狼。

　う、変身。

　いつ見ても、苦しそう。

　もちろん隣りでは、光坂君も冷泉寺さんも、身もだえしてのたうちまわり、猫ねこと鷹たかに変化していた。

「夢ゆめ美みっ！　やるなって言ったろっ!!」

　わーん、私の意思じゃないっ！

　みんなピアスが悪いんだからっ!!

「くっそ、早く治ち療りよう薬やくを作らせなきゃ」

　冷泉寺さんが、額ひたいの上の純じゆん白ぱくの羽根を翼つばさでかき上げながら、いらだたしげに言った。

「父の研究所をせっつこう」

「それより僕は」

　光坂君が言って、ぴょんと私の腕の中に飛び上がってきた。

「夢美のことが心配だよ。だって、死にそうな人間や、もう死んでしまった霊れいや、あるいは永遠の命がほしい連中が皆みんな、夢美の心臓をねらってくるわけだろ」

　エメラルド色のきれいな目で、じいっと私を見上げる光坂君は、ひたむきで、そして少し悲しそうだった。

「夢美を、僕の中に閉じこめてしまいたいな。そうしたら、絶対に、守ってやれるもの」

　そんな彼がいじらしくて、私はぎゅっとその体を抱きしめた。

「ありがと」

　ベルベットのような艶つやを持つ緑の毛におおわれた彼の体は、しなやかで、なめらかであたたかく、抱いていると、とても気持ちよかった。

「アキっ！　てめー、そこどけよっ！」

　うなる宏を無む視しして、光坂君は私の腕に頰ほおをすり寄せ、それから肩に前まえ脚あしを載のせると、耳元にそっとささやいた。

「夢美のこと、大好きだ」

　そうして、私の耳にキスしたのだった。

　まるで羽根みたいに柔やわらかなその舌したが、そっと耳の中に触ふれて、私は一瞬ドッキン！

　何とも言えずに快こころよくて、そんな自分にびっくりした。

　瞬しゆん間かん、
















「うわっ！」

　皆はバタバタと元に戻って、大あわてで服に飛びついた。

　うっ、猫にキスされてときめいただなんて、私、誰にも言えないっ！

　言ったら、ヘンタイ扱あつかいされてしまうっ!!

「アキっ！　おまえ、夢美に何したっ!?」

　宏がくやしそうに叫さけんだけれど、光坂君は知らん振り。

　私も、もちろん、しっかり口をつぐんでいた。

「おい、高たか天ま、それは私の服だ」

　光坂君と冷泉寺さんは、変化するといつもより小さくなるから、服はそのまま残るんだけれど、宏は倍ばいも大きくなるので、いつもビリビリに裂さけてしまって、後で困る。

「うるせーな。貸したっていいだろ」

「おまえ・・・男のくせに女から服を分ぶん捕どる気か。許せん。成せい敗ばいしてやる、表へ出ろ」

　ギリッと宏をにらみすえる冷泉寺さんの肩を、鈴影さんがたたいて、二人の間に立った。

「席に着け。勉強の続きだ。高天は、私の服を着てこい」

　低い声で静かに言いながら、鈴影さんが涼すずやかなその眼まな差ざしをザッと皆に走らせると、もうそれで決まり。

　宏は服を着に出ていき、残った私たちは、すごすごと自分の席に戻る。

　鈴影さんの視線は心の中まで射さしこんできて、ノーと言わせない力があるんだ。

　うーん、すごい。

　やっぱり、ダテに総そう帥すいはってないかも。

　私が冷泉寺さんにそう言うと、彼女はちょっと笑った。

「そりゃあね、ミカエリス家の総帥は、パーフェクトさ」

　鈴影さんのことになると、冷泉寺さんはまるで自分のことのように、誇ほこらしげ。

　それなのに、鈴影さんの信じるものを、平気で否ひ定ていしたり皮ひ肉にくったりするんだ。

　でも最後には、結局、ちゃんと言うことを聞く。

　この関係って、不思議だぁ・・・。

「夢美、総帥マグヌス・マジスターの下部組織を答えよ」

　きゃあっ、いきなり突つっこんだら、やだっ！

「わからないのか？」

　私がうなずくと、鈴影さんは、小さな吐と息いきをついた。

「このくらい理解しておかないと、貴女ダアムとして騎士から認められないぞ。宿題だ」

　それだけで、鈴影さんは私を許してくれたけれど、隣りで冷泉寺さんが、ジロッとこっちをにらんだ。

「総帥の任命した貴女ダアムが、入団式のテストで失格になったなんて話は、前代未み聞もんだ。もしそんなことになったら、レオンの名前に大きな傷がつく。テストも受からないような人間を、貴女ダアムに任命したレオンの管理能力が問われるんだ」

　わっ、大変だ！

　私のせいでそんなことになったら、申し訳ないどころの騒さわぎじゃないかも。

　私は全身青ざめ、息を吞んで聞いた。

「もっ、もし、テストまでに全部が覚えきれずに、落っこっちゃったら、私、どーしよう」

　すると彼女は、表情も変えずにあっさりと答えた。

「簡単だ。その場合は、いさぎよく自害して、レオンの名めい誉よを守るんだ」

　うわーんっ！

　が、頑がん張ばる、私、頑張らざるをえないっ！
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　その夜、私は夢を見て、飛び起きた。

　とびきりカッコいい一人の男の子が、私に向かってゆっくりと歩み寄よってくるんだ。

　わあ、なんて素す敵てきな人なんだろ。

　そう思って見とれているとね、その人は私の前まで来て立ち止まり、そして両手を伸ばして私の頰ほおを押さえ、私にキッ、キスした！

　どうしようっ!!

　と思っても、私は体が動かないんだけれど、その時の彼の唇くちびるが、まるで氷みたいに冷たい。

　ゾクッとして目を上げると、彼は、もう死んでいて、カッと白しろ眼めをむいたまま、私につかみかかってくるんだ。

　ひええっ！

　目が覚めてからも、心臓がドキドキして、なかなかおさまらなかった。

　恐こわい夢って、きらい。

　それにくやしい。

　どうせ夢なら、楽しいのを見ていたいじゃん。

　昨日きのう、冷れい泉せん寺じさんから、いさぎよく自害しろとか言われたものだから、きっと潜せん在ざい意識の中に、その一部分が残ってたのに違ちがいない。

　えーい、恐い夢、バクにあげたっと！

　私はブルンと頭を振ふって、もう一度寝なおし、あくる日からは、そんなはめに陥おちいらなくてもすむように、一生懸けん命めい、銀ぎん薔ば薇らの勉強をした。

　だって、ほとんど命がけだもんね、必死っ！

　だからその週の土曜日、鈴すず影かげさんが、銀の薔薇騎き士しの一人、火か狩がりさんの家に出かけると言った時も、本当は行かずに、ロッジで学習していたかった。

　でも、

「夢ゆめ美みに行ってもらわないと困るな。本当に『星ほし影かげのブレス』かどうかを確認するには、『月げつ光こうのピアス』と反応させてみるのが、いちばん早いんだ」

　と鈴影さんに言われて、しかたなく出かけることにしたのだった。

「これから行く火狩家の当とう主しゆは、『銀の薔薇騎士団』の『霊智グノーシスの騎士』位を持っている。これは総そう帥すいから数えて五番目の高位だ」

　へえ、偉えらいんだぁ。

「当人は大学教きよう授じゆで、昨日から夫人を連れて、ニューヨークで開かれる学術会議に出席している。今月いっぱい帰ってこないそうだ。家に息子むすこがいるから、彼の世話になることになるだろう。私と同い年で、やっぱり『霊智グノーシスの騎士』だ」

　ふうん、つまり十八歳の男の子が、一人暮らしをしてるってわけね。

　きっと家庭愛に飢うえているに違いない。

　そう考えて私は、その火狩さんのために、手料理を持っていってあげることにした。

　お世話になるんだから、そのくらいはしてもいいもん。

　私にできることといったら、他にないし。

　さて、何を持っていこうかな。

　と考えて思いついたのが、ソウル・ケーキ。

　ちょうど十月だしね、季節的にピッタリ、よし決めたっ！

　ソウル・ケーキっていうのは、十月のお祭りであるハロウィーンに食べるお菓か子し。

　小こ粒つぶの干ほしぶどうと、シナモンとナツメグの入った、楕だ円えん形けいのバタークッキーのこと。

　おいしいんだ。

　ついでにハロウィーン名物の、ジャック・オ・ランタンも作った。

　これはね、蕪かぶやカボチャの中をくり抜いて、両目と鼻、口の位置に穴あなを開けた蠟ろう燭そく立て。

　笑ってる形に作るのが原げん則そくだけど、怒おこってるのでもいい。

　結けつ構こう、難むずかしいんだなぁ。

　楽しいけどね。

　私は、そうして前の晩ばんから準備にかかった。

　でも材料をそろえるのが思った以上に大変で、その後で調理をしていたものだから、土曜日の出発時間ぎりぎりまでかかってしまった。

　ようやくでき上がったそれを持って、取るものも取りあえずあわてて駆かけつけたのは、鈴影さんの家。

　時間には遅れなかったものの、自分自身の仕し度たくができずっ！

　服も選ぶ暇ひまがなく、もちろんコーディネートどころの騒さわぎではなく、いつものカラーヘアゴム、いつも着ているニット、いつもはいてるボトムスに普ふ段だんのスニーカー。

　たまにはおしゃれに決めたかったのに、ハアハアゼイゼイ、苦しいよっ！

「おまえ・・・ブラシぐらいかけてこいよな。髪がおっ立ってるぜ」

　うるさい、宏ひろし。

　たとえ見かけは悪くても、私にはとびきりの、このソウル・ケーキがあるんだぞ。

　花よりダンゴ、おしゃれな私より、お料理持った私よっ！

「夢ゆめ美み、こっち向いて。僕がとかしてあげる」

　光こう坂さか君が言って、するっとヘアゴムをとくと、それを唇くちびるにくわえ、自分のポケットから小さなクシを出し、髪をすいてくれた。

　その手つきのあざやかさに、私はびっくり。

　うっ、私より器用っ！

　それに、とっても気持ちのいいとかし方。

　思わずうっとりしてしまうくらい。

「光坂君って、上手じようずねぇ」

　私が言うと、彼は、そのかわいい唇にはさんでいた私のヘアゴムを、きゅっと折って、それからくるっと結んでくれた。

「わりと好きなんだ、髪触さわるの」

　ちょっと変わった斜ななめ結びが、とってもシック。

　ううっ、私よりうまいっ！

「ヘアデザイナーになれるよ」

　私がそう言ったとたん、宏の声がした。

「髪型だけなおしても、ダメ。その下の顔がなおってないもんな」

　むっ。

　何よ、その言い方。

　顔を上げると、宏の少年っぽい瞳ひとみの中で、意い地じ悪わるな光がきらめくのが見えた。

　私は、ちょっと息を吞のんだ。

　このごろ時々、宏はこんなふうに私を傷つける。

　前は、絶対そんなことなかったのに・・・。

　私は、今つけられた自分の傷をかばおうとして言った。

「あんたに関係ないでしょ」

　すると宏は、怒ったように私をにらんだ。

「ああ、関係ねーよ」

　十月の風になびく宏の髪は、ブルーブラック。

　黒だけど光のかげんで、時々、深い紺こん色いろに見えるんだ。

　その下で、宏はクッと顔をそむけて、しだいに無表情になっていく。

　何を考えてるのか、ちっともわからない。

　前は、思ったことが素通しで顔に出てくる単純性格だったのに。

　なんだか宏が、どんどん遠くなっていくみたいな気がする。

　幼おさな馴な染じみって、そういうものなのかな。

　特に、男子と女子の場合。

　いつの間にか離れていって、そしてすっかり忘れてしまうんだろうか。

　さびしいな。

「レオン、早く行こうぜ」

　そう言って宏は、鈴影さんの隣となりに歩いていき、私はそばに寄ってきた冷泉寺さんを振り返った。

「冷泉寺さんは、鈴影さんと幼馴染なんですよね。そういう友情って、長続きします？」

　冷泉寺さんは、ちょっと笑って空を仰あおいだ。

「お互たがいが、相手を一人の人間として認めて、過去に甘えず、自分と離れた存在として相手を定てい義ぎづける努力をしていれば、続く」

　うっ、わからないっ！

　才さい女じよの言うことって、抽ちゆう象しよう的てきね、理解不ふ能のうっ!!

　頭をかかえこみながら私は、それでももうちょっと突つっこんでみたくて、口を開いた。

「冷泉寺さんは、そういう努力をしているんですか」

　彼女はすうっと真顔になって、静かに目を伏ふせ、私から視線をそらせた。

「したり、しなかったり、だな・・・できない時もあるし」

　その横顔は、とても苦しげで、見ているだけで私は、胸が痛くなってしまった。

　ああ冷泉寺さんは、すごくつらいことを心にかかえている人なんだって、わかった。

　聞いてあげたいな、それを。

　できれば、力にもなってあげたい。

　大したことはできないかもしれないけれど、でも一人で思いつめているよりはましだと思うから。

「冷泉寺さん、私ってわりと頼たよりがいあるんですよ。子育てしてるから、経験豊ほう富ふです。気が向いたら、何でも、ぜひ相談してください」

　冷泉寺さんは浅く笑って手を伸ばし、私の髪をくちゃっとかきまわした。

「人のことより、自分と高たか天まとの仲の修しゆう復ふくを考えた方がいいと思うぜ」

　あ、そうだった。

　がっくりうなだれた私の肩かたを、冷泉寺さんがトントンとたたいた。

「ま、気を落とすな。相談にのってやるから」

　うっ、のるつもりが、のられてしまう・・・。

「夢美、早くおいで」

　向こうで光坂君が叫さけび、私たちは急いで鈴影さんのベンツに乗りこんだ。

　そうして一いち路ろ、火狩家へと向かったのだった。
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　火か狩がり家は、うっそうと蔦つたの茂しげった立りつ派ぱな洋館。

　エントランスは、ギリシア風エンタシスの柱が立ち並ぶ美しい造つくりで、その中央には噴ふん水すいがあり、そこから流れ落ちる水が、モザイクの床に彫ほりこまれた幅はばの広い水すい路ろを流れていた。

「いい趣しゆ味みだな」

　めずらしく冷れい泉せん寺じさんが物をほめたので、光こう坂さか君がヒュッと尻しり上がりの口くち笛ぶえをふいた。

　もっとも宏ひろしに言わせると、

「どうせ水流すんなら、メダカかフナでも飼かえばいいのに、もったいねぇ」

　だって。

　まったく、ムードってものを理解しないんだから。

「聖せい樹じゆ、久しぶり」

　突然響ひびいた艶つややかな声に、振ふり返れば、一人の男の子が木こ立だちの間から現れるところだった。

　ベリーショートの黒髪の下、潔けつ癖ぺきそうなカーブを描いたきれいな額ひたい、吊つり上がった眉まゆ、甘あまさを含ふくんで熱く輝かがやく瞳ひとみ、精せい悍かんな頰ほお、清潔な感じの唇くちびる、ガッチリとした上半身、すらりと長い二本の脚あし、バツグンにスタイルのいい八はつ頭とう身しんっ！

　そんな彼が、ゆっくりとこっちに歩いてきたその時、私は突然、思い出した。

　こっ、こっ、この人って、あの、あの夢の死体の人だっ！

　きゃあっ、ほんとに出た!!

　冷たいキスと、見開いた目を思い起こして、私は背すじが、ゾクゾクした。

　でも、そんな夢を見たのは私だけだったらしく、鈴すず影かげさんは右手を伸ばして、差し出された彼の右みぎ腕うでにからめ、目の高さでがっちりとローマ風の握あく手しゆを交かわすと、左手で彼の肩を強く抱いた。

　二人の右手の小指で、騎き士しの印しるしの銀の指輪が触ふれ合い、カチンと固い音を立てる。

「話をするのは、五年振りだな。元気だったか？」

「当たり前。おまえは？」

「まあまあだ」

　にこやかに抱き合い、屈くつ託たくなく笑う鈴影さんが、なんだか幼おさなく見えた。

　それはたぶん、鈴影さんの心が、この人と話をしていた五年前に戻っていたからだと思う。

　そのころは鈴影さんも、まだ総そう帥すいじゃなくて、きっと元気な男の子だったんだよね。

　そして毎日、こんなかわいい笑顔をしていたんだ。

　そう思いながら、私は、少しせつない気持ちで鈴影さんを見つめた。

　できれば、そのころの鈴影さんに戻してあげたいな。

　そんな私の前で、彼は腕をといて体を起こし、こっちを振り返った。

「紹介しよう。『霊智グノーシスの騎士』、火狩遼りようだ」

「よろしく」

　そう言って彼は、微笑ほほえみながら私たちをひと通り見まわした。

　その瞳の中には、甘く、やさしい光があった。

「こちらのメンバーは、騎士候こう補ほの高たか天ま、光坂、冷泉寺、それに貴女ダアムになる予定の佐さ藤とう夢ゆめ美みだ」

　鈴影さんがそう言ったとたん、彼の視線が、ふっと私を捕とらえた。

　そして、まるでからめとるように、じいっと見つめたのだった。

　その熱さと、透とう明めい感かんのある美しさに、私は一いつ瞬しゆん、息ができなかった。

　うっ、すごい、きれい・・・。

「君が、オレたちの貴女ダアムになるのか・・・」
















　言いながら彼はゆっくりと私に歩み寄より、片かた膝ひざを地面につくと、銀の薔ば薇ら騎士の指輪をはめた右手で私の右手を取り、手の甲こうにキスした。

　やさしく押しつけられたその唇は、あたたかく、そうされるのはとっても素す敵てきで、私は、すっかりぼうっとし、同時に妙みように安心してしまった。

　ああ、あれはやっぱり、ただの夢なんだ。

　そんな私の前で、彼は、長いまつ毛を伏ふせて言った。

「火狩遼です、よろしく」

　そうして私に上げた眼まな差ざしの、そのあでやかさっ！

　私は思わずため息をついて、うっとりと見とれずにいられなかった。

　彼の目は切れ長で、目尻が少し上がっている。

　それで視線を伏せていると、きりっとして涼すずやかな目尻の線がめだって、とても高こう潔けつな感じがする。

　でも視線を上げると、目の下のふっくらとしたカーブがきわだって、微笑みをたたえているように甘くやさしく見えるんだ。

　人の心の中に踏ふみこんでくるような鋭するどい美しさと、熱い光に満ちたその目に魅み入いられて、私はもうちょっとで、せっかく用意してきたハロウィーン料理を、ボタッと地面に落っことすところだった。

「あ・・・これ、お土産みやげです。ソウル・ケーキとジャック・オ・ランタン」

　あわてて差し出すと、彼は、そのラッピングから手作りだとわかったらしくて、信じられないといったように私を見た。

「君は、貴女ダアム候補なのに、料理したりするの？」

　私はびっくりして言った。

「します。洗せん濯たくも掃そう除じも、買い物もします。だって私、主しゆ婦ふですから」

　瞬間、彼はくっと笑い出して、肩を揺ゆすって大笑い。

「聖樹、なんて貴女ダアムだ。前代未み聞もんだぞ。おまえはきっと、総会で吊るし上げだ」

　え・・・いけなかったのかな・・・。

　私は、アタフタして鈴影さんを見た。

　けれど彼は、静かに微笑んでいるばかりだった。

「ま、オレは好きだけどね」

　笑い涙をふきながら火狩さんは言い、それから私の持ってきたバスケットを、ガーデンテーブルの上に置いた。

「では、貴女ダアムの作ってくださったケーキを、謹つつしんで味見させていただくとしよう」

　そうして一つを取り出して、パックリ。

　直後に、そのうるわしの瞳を輝かせて、ひと言。

「美う味まい」

　当たり前。

　何てったって、料理は私の取り柄えだもん。

「その程てい度どでいいんなら、お手のものです。他の料理も食べてみますか」

　彼は、びっくりしたように私を見た。

「他にも作れるのか」

「育いく児じ食しよくから成人食、病人食からダイエット食メニュウ、中ちゆう華か、和風、フランス料理、なんでもオーケイです」

　彼は感心したように首を横に振って、それから、私を見つめるその目を熱く輝かせた。

「気に入ったよ。オレんとこにお嫁よめさんに来ない？」

　私は思わず、目がまん丸っ！

　ひえっ、プロポーズよ、どーしようっ!!

　その時、鈴影さんが腕を伸ばして、そっと私の肩を抱き寄せた。

「火狩、そのくらいにしておいてくれ。夢美には、おまえの相手は、まだ無理だ」

　たしなめるようにそう言ってから、鈴影さんは身をかがめ、私をのぞきこんだ。

「気にしなくていいよ。火狩は、人をからかうのが好きなんだ」

　あ、からかわれてたんだ・・・。

　私は、ほっと息をついた。

　その時、木立の間から、こっちを見ている一人の女の子が目に入ったのだった。

　中学生くらいかなあ。

　ほっそりした体つきの、色の白い、華きや奢しやな子。

　え、誰だれ？

　そう思っていると、火狩さんも彼女に気づいて手て招まねきした。

「玲れ奈な、おいで」

　走り寄ってきたその子の肩に手を置いて、火狩さんは彼女を私たちの方に押し出す。

「従妹いとこの玲奈。同じ敷しき地ち内の、別べつ棟とうに住んでるんだ。両親は映画関係者で、今、カンヌの映画祭の準備に行ってる。・・・玲奈、聖樹は知ってるだろ。後は騎士候補生と、それから貴女ダアム候補の佐藤夢美さんだ」

　彼女は、ニッコリ笑ってお辞じ儀ぎをし、その後で私に言った。

「貴女ダアムって、騎士たちが愛を捧ささげるあこがれの貴き婦ふ人じんのことでしょう。大変ですね」

　と言われても、まだ何もしていない私はピンとこず、あいまいに笑って答えを避さけるしかなかった。

「夢美さんは、何歳ですか？」

　十七と言うと、彼女はくすっと笑った。

「私、十五です。でも、背は同じくらいね。体重は、夢美さんの方がありそうだけど」

　はっきりそう言われて、私はとてもあせった。

　そういうことは、あんまり大声で言ってほしくないんだけどな。

　でも、彼女が何の屈託もない様子でニコニコしていたので、私はそれを口に出せなかった。

　しょうがない、悪気はないんだと思おう。

「『星ほし影かげのブレス』を所しよ有ゆうしている服はつ部とり家には、今夜七時に行くと約束してある。まだ早いから、庭でも案内しよう。聖樹、君はどうする？」

　火狩さんが鈴影さんを見ると、鈴影さんはちょっと笑った。

「館にいるよ」

「じゃ玲奈に相手をさせよう。いいね、玲奈」

　彼女は、澄すんだ声ではっきりと返事をし、鈴影さんを家の方に案内していった。

　その後ろ姿を見ながら、宏が言ったんだ。

「へえ、かわいいじゃん。オレも館で相手してもらおうかな」

　私はムッとして、思わず言ってしまった。

「やらしいわね」

　声がとってもきつく響いて、自分でもびっくりした。

「何がやらしいんだよ」

　宏は、私に向きなおる。

　私は自分の気持ちにとまどいながら、でも謝あやまる気分になれなくて、じっと宏を見つめ返した。

　そんな私たちの間に、光坂君が立ちふさがるように体を割りこませて、宏の肩をつかんだ。

「やめなよ、高天さん。今日は、どうかしてるよ。さっきからちょっとしたことでムキになって」

　そう言いながら肩越しにこっちを振り返り、ちらっと私を見た。

「夢美もだよ」

　私は、しゅん・・・。

　確かに、光坂君の言う通りだった。

　今日は、どうしちゃったんだろ、私。

　目を上げれば、光坂君の背中の向こうで、宏も気まずそうにしている。

　ああ、こんなのっていやだな。

　そう考えながら私は、思いきって言った。

「宏、ごめんね。今のは私が、言いすぎた」

　ところが宏は、ぷいっと顔をそむけて、何も答えない。

　それで私は、すごくくやしかった。

　えーい、謝るんじゃなかったっ！
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「庭を案内しよう、おいで」

　状況を見てとった火か狩がりさんが、私の手首をつかんで歩き出し、私はムカムカしながら、彼と一緒に庭続きの森の中へと入り、人工の川にかけられている丸木橋を渡った。

　でも心は完全に、後からついてきている宏ひろしの方にあった。

　何よ、あの態度って、バカやろう。

　腹立つ、あほヒロシっ！

「そこ、危ないっ！」

　火狩さんの叫さけびが上がるのと、私がぬるっと足をすべらせるのが、同時だった。

　きゃあっ！

　私はグラッと重心を失い、川の中へとザンブリコっ！

　となるはずだった。

　でも火狩さんが、とっさに腕を伸ばして、抱きとめてくれたんだ。

　ああ、よかった。

　そう思ったとたん、私は、火狩さんの大きな胸の中にぎゅっと抱きしめられている自分を感じて、思わずドキッ！

　瞬しゆん間かん、後ろで宏たちの大声。

「うわあっ！」

　きゃあっ、変身だ！

　どーしようっ!!

　私は息を吞のんで立ちつくしたものの、どうしようもなく、爪つま先さきまで青ざめる思いで目をつぶり、ただただひたすら神様にお祈いのりするばかりだった。

　ああ、どーぞ、火狩さんにバレませんようにっ！

「どうしたの？」

　びっくりしたような彼の声が響ひびいて、恐おそる恐る目を開けると、あたりに宏たちの姿はなかった。

「皆みんなは？」

「ん・・・茂しげみの中に飛びこんでったけど、何だろう」

　ほっ。

「捜さがしてこようか？」

　いーえ、だめっ！

「来られない人は放っておいて、私たちだけで行きましょ」

　私は火狩さんの腕をつかみ、その場から少しでも遠く離れようと急ぎ足で歩いた。

　ところが、途中で、いきなりのスコール的大雨。

「この先に、別べつ邸ていがあるから」

　火狩さんは、手早く自分のアウターを脱ぬぎ、私にはおらせながら言った。

「そこまで走ろう、おいでっ！」

　私は、必死で彼の後に続いた。

　うーん、広い庭もよし悪あしだよね、不ふ便べん。

　別邸の玄げん関かんに飛びこむように入って、私がハアハア息をついていると、火狩さんが、くすっと笑った。

「ここまで濡ぬれると、かえって爽そう快かいだね」

　きれいなカーブを描いた額ひたいから、雨の粒つぶが次々と頰ほおにしたたり落ち、真しん珠じゆみたいにきらめいて、その微笑ほほえみを素す敵てきに見せた。

　でも、雨に濡れたら体に悪いっ！

　風か邪ぜひいたり、悪くするとひどい病気になったりする。

　素敵だなんて言ってる場合じゃ、全然なかった。

「タオル、ある？」

「ああ、たぶん」

　のん気に髪をかき上げている火狩さんを無む視しして、私は家の中に入りこみ、脱だつ衣い所じよのストッカーの中からバスタオルを探し出した。

「ちょっと、こっちに来て」

　大声で言うと、火狩さんは敷しき居いをくぐるようにして姿を見せた。

「何？」

「脱ぐのよ。ほら、脱いで」

　私は、びっしょりと濡れて彼の体にぴったり張りついたＴシャツを、引きはがすようにむしり取った。

　とたん、目の前に現れたのは、素す晴ばらしく美しい上半身っ！

　かっちりとした肩と、たくましい胸にきれいについた筋きん肉にくが、まるでギリシア彫ちよう刻こくのようで、私は一瞬見とれてしまったけれど、まずいよねっ！

　見とれるために、脱がしたんじゃないっ!!

　誤解されるじゃん、ふくためよっ!!

　それであせって、火狩さんの頭っからタオルをかぶせ、上から軽くトントンとたたいて、水分を取りながら体をこすってあたたかくしてあげた。

「やりにくいから座ってよ」

　前に、天てん吾ごが雨に濡れた時、結けつ構こう、軽くみていいかげんにしておいて、風邪からリューマチ熱になって、入院したことがあったんだ。

　リューマチ熱って、心臓に後こう遺い症しようが出る恐こわい病気。

　幸いにして、治ったからよかったけれどね。

　あの時私は、とっても後こう悔かいして、そして雨には充じゆう分ぶん気をつけなくっちゃって、思ったんだ。

「夢ゆめ美みちゃん、オレのことやってくれるのはありがたいけど、自分のことは？」

　タオルの下から火狩さんの声がして、私は答えた。

「私は、タフだから一番最後で大丈夫なの。いつも、そうだし」

　すると彼は、くすっと笑った。

「へえ。そういう女の子って初めてだ。いいね、君って。つきあっても気が楽そうだ」

　それで私は、思わず言ってしまったのだった。

「もしかして火狩さんって、女の子に気に入られたい一いつ心しんで過か剰じようサービスして、後で疲つかれるタイプ？」

　タオルの中で、くっと彼が笑い出した。

「どっちかというと、そうだね」

　まあ、お気の毒どく。

「それって、カッコつけすぎなんだと思うよ」

　タオルの下で、火狩さんがふっと体をこわばらせるのがわかった。

　あ、怒おこらせたかな。

　そう感じたんだけど、でも、これは彼にとって大事なことだろうと思ったから、私は話し続けた。

　だってモテたい一心で、過剰奉ほう仕しするなんてつまらないじゃん。

　そんなことをして手に入れたものなんて、本当の自分が手に入れたものとは違ちがうし、身につかないと思うよ。

「人間はね、無理したらダメなの。自然にしてた方がいいんだから。それでモテなきゃ、モテなくたってかまわないぐらいの気持ちでないと、自分を失なくしちゃうよ」

　そう言いながら私は、火狩さんからズボッとタオルを取り上げた。

「さ、でき上がり」

　火狩さんは、生まれたばかりの子供のような目で私を見上げた。

「そんなこと言われたの、初めてだ」

　あ、そう？

　まぁそうかもね。

　火狩さんはカッコいいし、そのカッコいい人が奉仕してくれたら、女の子は満足する以外にないもん。

　私みたいに、おばさん感かん性せいの女子なんて、あまりいないだろうし。

「下は自分でやってよね。ほら、タオル」

　私がそう言うと、火狩さんは腕を伸ばしてタオルを取り、その目元にふっと笑いを含ふくんだ。

「何かしてもらったら、必ずお返しする主しゆ義ぎなんだけど」

　私はびっくりして彼を見、そんな私の前で彼は、その瞳ひとみを甘やかに、熱く輝かがやかせた。

「ぜひ、お返ししたい」

　おっ、お返しってことは、この場合、私の上を脱がせて、ふいてくれるってことっ!?

　私は思わず体を硬かたくし、じりじりと後ずさりしてドンと壁かべにぶつかった。

「いっ、いっ、いい、遠えん慮りよする、お返しなんて、私はいらないっ！」

　瞬間、彼はくっと笑い出し、お腹なかをかかえて大だい爆ばく笑しよう。

「かわいいね、夢美ちゃん」

　くっそ、バカやろう。

「からかうの、やめてよ」

　そう言うと、火狩さんは、まだ笑い足りないようで、大きな肩を揺ゆらしながらこっちを見た。

「とんでもない、オレは本気だよ」

　むっ。

　死ぬほど笑いこけて、いったいどこが本気よっ！

「私、先に帰るっ！」

　言い捨てて私は、つかつかと玄関に出、そのドアを開けた。

　とたん、向こうから飛びこんできたのは、牙きばをむいた銀の狼おおかみっ！

「きゃあっ！」

　心臓が縮み上がるほどドキッとして、私は反はん射しや的てきに、後ろにいた火狩さんに飛びついた。

　彼はとっさに私を抱きしめ、すぐ身み構がまえながら、自分の背の後ろにかばってくれたけれど、狼は直後に身をひるがえし、玄関から飛び出していった。

　あ・・・、よく考えたら、あれって宏だ。

「何だ、あれ・・・」

　人間に戻ろうとしてたんだ、きっと。

「野犬がまぎれこんだんじゃない？」

　あわてて言いつくろった私に、火狩さんは納なつ得とくできないといった表情で、首をひねっていたけれど、やがてふっと目を上げ、きれいな笑みを浮かべて私を見た。

「今、うれしかった」

　え？

「君が、オレを頼たよってくれたから。あのね、君は、一人で頑がん張ばりすぎだよ」

　びっくりした。

「男ってね、頼られると、うれしいものなんだから。もっとまわりに頼って、少しは休めよ。そうでないと自分がまいっちゃうぜ」

　知らない国の言葉を、聞いてるみたいな気がした。

　私が、一人で頑張りすぎだなんて・・・。

　そんなことを言われたのは、初めてだった。

「自分を頼ってくれる女の子って、最高にかわいく見えるものなんだ。さっきの君は、とてもかわいかったよ」

　そう言ってこっちを見つめる火狩さんの瞳の中に、真しん剣けんでやさしい光がきらめいていた。

「少しでもいいから、オレに甘えてよ。そうしたらオレは、君をもっと幸せにしてあげられると思うよ」

　それは、今まで誰だれも、私に言わなかった言葉だった。

　私はびっくりし、そして同時に胸がジーンとするのを感じながら、ただただ彼を見つめるばかりだった。
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　そうね、私は確かに、一人で頑がん張ばりすぎてるのかもしれない。

　だって急にママが死んで、私が頑張らなかったら、やり抜ぬいてこられなかったんだもの。

　その修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けるうちに、私には、自分の力以上に頑張るくせがついちゃったんだ、きっと。

　そうして私は、タフになった。

　でもやっぱりそこには、かなりの無理があって、だから私は時々ドッと疲つかれが出て、何もかも投げ出したくなったりする。

　そんな私に気づいた人は、今まで誰だれもいなかった。

　あんなふうに言ったのは、火か狩がりさんが初めて。

　休めよとか、甘あまえてくれとか。

　その言葉を思い出すと、私は、胸が甘い気持ちでいっぱいになった。

　うれしくて。

　自分が、他の女の子と同じように、いたわってもらえている気がして。

　初めて私に休めって言ってくれた火狩さんは、今まで私が見てきたどの男の子とも、違ちがう人のように思えた。

　本当の私を見抜いて、そしてやさしく受け止めてくれる人なんだ。

　そう思うと、自分の心が、どんどん彼に傾かたむいていくのを止めることができなかった。

　私は、本当はずっと、そう言われたかったのかもしれない。

　ものすごく頑張りながら、同時に、もう休めって、もっと甘えていいよって、誰かが言ってくれるのを待っていたのかもしれない。

　そういうふうに私を包んでくれる人を、探していたのかもしれない。

「夢ゆめ美みさん、服持ってきたよ」

　ノックの音とともに、玲れ奈なさんの声がした。

　少し前に、「星ほし影かげのブレス」を持っている服はつ部とり家から電話があって、夕食の用意をしてお待ちしていますと言われたとかで、私たちは急きゆう遽きよ、ディナー用の身み支じ度たくをしなければならなくなっていた。

　それで鈴すず影かげさんたちは火狩さんの服を、私は玲奈さんのを借りることにしたんだ。

「どうもありがとう」

　ドアを開けると、玲奈さんが、何枚かのワンピースを腕に抱いて立っていた。

「着られるのがあるといいんだけど。背はちょうどいいみたいだけれど、太さがね・・・」

　うっ、また言ってる！

　私はね、そんなに太ってるわけじゃないもん、あなたが細すぎるのっ!!

　そう思っていると彼女はすぐ、そんな私の気持ちに気づいたらしくて、あわてて言った。

「あ・・・違うの。私、やせてるから、自分よりふっくらしてる人は皆みんな、うらやましいから」

　ニッコリ笑うその様子に、悪気はないみたいだった。

　ああ、私は太りたいなんて考えたこともないけれど、それはそれで真しん剣けんなコンプレックスなのかもね。

「これがいいわ、きっと」

　玲奈さんが選んでくれたのは、中で一番華はなやかなピンクのワンピース。

　ジョーゼットで、スカートがふわっと広がっていて、縁どりについた豪ごう華かなレースの中に、あざやかな深草色のリボンが縫ぬいこんである。

　胸は少し大きめにくれていて、ウエスト部分は八つもついたカギホックでぴったりと体にそうように作られていた。

　きゃっ、お姫様みたいで、素す敵てき。

「あら、ウエストが少し窮きゆう屈くつかしら」

　いいっ、少しぐらいは我が慢まんして着るっ！

「お夕食食べる時、苦しくない？」

　苦しくたって、いい、これが着たい、気に入ったっ！

　私は、その服を抱きしめてゆずらず、彼女はしかたなく私に着るように言い、後ろにまわって、ウエストの八つものカギホックを留とめてくれた。

「ちょっと、息を止めててね、締しめるから」

　ううっ、くびれそうっ！

「はい、オーケー。あら、似合うじゃない。あと髪をポニーテールにして、少しアクセサリーをつければ素敵よ。やってあげる」

　そうしてすっかり飾りたてられて、鏡の中に映った私は、何だか知らない人みたいだった。

　着なれない服を着たせいで、顔がオドオドしている。

　どう見ても、似合ってるとは思えない。

　心配になって私が聞くと、彼女はニッコリ笑った。

「じゃ、騎き士しの方々に聞いてみましょう」

　そうして私を、皆の前に連れていった。

　どっと笑われるんじゃないかと思って、私は顔を上げる勇気がなかった。

「わあ、夢美、かわいい」

　光こう坂さか君がはじけるように言ってくれて、私は少し自信が出て、思いきって顔を上げ、直後に見てしまった、輝かがやくばかりに素敵に装よそおった皆を。

　艶つややかな黒くろ絹ぎぬのディナージャケットの鈴影さん、その隣となりの火狩さんは、目の覚めるような深い紺こん色いろ、宏ひろしは黒に近いような真しん紅くで、光坂君は輝くような銀白色、そして冷れい泉せん寺じさんは、少し悲しげな感じのするワインレッド。

　それぞれに、あんまりにも魅み力りよく的てきで、私はガックリ頭こうべをたれずにいられなかった。

　そりゃ、はたから見てる分にはきれいでいいでしょうけれど、この中に混じるとなったら、コンプレックスが最さい高こう潮ちようっ！

　もう行きたくない、帰りたいっ!!

「とても、きれいにできたよ、夢美。さ、行こう」

　鈴影さんが言って、やさしく曲げた腕を差し出してくれなかったら、私、きっとまわれ右して帰っていたと思う、ほんと。

　そうして皆で正せい装そうして、乗りつけた服部家は、桧ひのき造づくりのお家うち。

　門もん構がまえは純日本風だったけれど、一歩中に入ると、フランス風の庭園もあって、折せつ衷ちゆう建けん築ちく。

「これはこれは、総そう帥すい閣かつ下か、お噂うわさはかねがね。よくいらしてくださいました。さあ、どうぞ」

　まず食堂に通されて、豪ごう華かで優ゆう雅がなお食事会。

　でも私は、あんまり食べられなかった、やっぱり服が窮屈で。

　隣りに座った宏が、ニヤッと笑った。

「夢美の、見み栄えっぱり」

　むっ。

　私は、何とか言い返してやろうと思って宏を見たけれど、エレガントでカッチリとした真紅のジャケットの中にたくましい体を押しこんだ宏は、とても素敵で、ちょっと危険な感じがするほど、魅力的だった。

　うっ、ケチつけるところが一個もないっ！

「そうやって見ると、おまえってオレが思ってたより、デブだよな。胸は結けつ構こうあるけど、ウエストも太いもんな」

　ううっ、外見はいいけど、性格は最低っ！

　私はムカムカしながら、言ってやった。

「人のことばっかり言えないでしょ、一日六回の宏君。ダイエットするんじゃなかったっけ？」
















　すると宏はすっと青ざめて、一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよく、ややしてギリッとこっちをにらんだ。

「このやろう、よくも思い出させたな。オレの楽しみは、食うことだけなんだぞ」

　わっはっは、思いしれっ！

　とたん、向こうで光坂君が、ドンとテーブルをたたいた。

「いいかげんにしなよ、二人とも。みっともないよ。皆、楽しくしてるのに」

　いつになく真剣にこっちを見すえた光坂君の、毅き然ぜんとした表情がまぶしかった。

　彼は時々、とても大事なことを、私に教えてくれる。

　その時々の感情のままに流れていこうとする私を、きちんと引き戻してくれるんだ。

　ああ、いい友だちだなって、思う。

「ごめん」

　言って私は、うつむいて、もう宏に何を言われても相手にならないようにしようと思った。

　そうすれば、もめずにすむから。

　今日は、きっと私たちの相性が悪い日なんだ。

　それで食事が終わるまで、私は宏の方をチラッとも見なかった。

　彼も、もう話しかけてこず、食事は穏おだやかに終わって、私たちは、応接間に通された。
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「お待たせしました」

　服はつ部とりさんが入ってきて、古い感じのする、大きめの箱をテーブルの上に置いた。

「これが、ニューヨークのオークションで手に入れた宝ほう飾しよく品ひんです」

　私は、ゴクンと息を吞のんだ。

　この中に、三宇宙四精せい霊れいの聖せい宝ほうの一つ、人間の魂たましいを留とどめることのできるブレスレットが入っているのだと思うと、緊きん張ちようせずにいられなかった。

　でも鈴すず影かげさんはさすがで、表情一つ変えずに答えた。

「拝はい見けんします。すみませんが、こちらでいろいろ相談したいので、少し席をはずしていただけますか」

　服部さんはうなずいて出ていき、火か狩がりさんも立ち上がった。

「何かあったら、呼んでくれ」

「ん、ありがとう」

　そうして私たちだけになって、鈴影さんはようやくその箱を手にした。

「封ふう印いんが破やぶられているな」

　見れば、箱の横についている星印の紙が破れていた。

「封印をしたこの箱は聖せい櫃ひつといって、開ける時には、必ず聖せい職しよく者しやを立ち合わせなければならないことになっているんだ。何が起こるかわからないからね」

　私は、自分の耳に「月げつ光こうのピアス」が取りついた時のことを思い出して、ちょっとうなだれた。

　ピアスが取れなくなってしまったのも、勝手に蓋ふたを開けたからかもしれなかった。

　まぁ、半分は事じ故こだったんだけどね。

「オークションで入手したんだから、中を見たくなるのは当たり前だろ」

　冷泉寺さんが言い、鈴影さんもうなずいた。

「開けた人間の身に、何も起こっていなければいいんだが」

　そう言いながら鈴影さんは、その箱の蓋を開けた。

　瞬しゆん間かん、そこからまばゆい輝かがやきが一気にほとばしって、私の目に飛びこんだ。

「すっげぇ・・・」

　宏ひろしの声が響ひびき、皆のため息がそれに続く。

　きらめく太い金の輪にはめこまれた大きな三つのダイヤと、ルビー、それにサファイアは、どれも星の形をし、その中でこの世のありとあらゆる光がぶつかり合い、ざわめいていた。

「きれいだねぇ」

　光こう坂さか君が、感に堪たえないといった吐と息いきをつくと、脇わきで冷泉寺さんが首をひねった。

「だけどブレスにしちゃあ、ばかにデカいな」

　鈴影さんがくすっと笑って、ディナージャケットの前ボタンをはずしながら、それを手に取った。

「肩に、するんだ」

　言って手早く上着を脱ぬぎ、なめらかでつやのある白い繻しゆ子す織おりのシャツの腕を通して、その肩に腕輪をパチンと留とめた。

「ほらね」

　きゃっ、戦士みたいでカッコいい！

　と思ったそのとたん、私は頭に、痛いたみを感じた。

　ぎりっぎりっと、何かで締しめつけられるような痛み。

　直後、

「うわあっ！」

　宏たちの叫さけびが上がって、三人は大きくのけぞりながら床に倒たおれこみ、七しち転てん八ばつ倒とうしながら変身した。

　でも、すぐまた人間に戻り始め、そこで止まらずに、再び変化を始めて、それをくり返したのだった。

　ピアスが点てん滅めつしっぱなしになってしまったらしかった。

　床の上を転ころがりながら、苦しげにあえぐ三人の前で、私の頭の痛みも、どんどん激げき化かっ！

　そのうえ吐はき気がし始め、床がぐるぐる動き出して、立っていられず、グラッと後ろに倒れた。

「夢ゆめ美みっ！」

　鈴影さんが、腕を伸ばして私を抱きとめ、ドアをけとばすように開けて、洗面所まで連れていってくれた。

「吐く？」

　私がうなずくと、鈴影さんは片腕を私の胃の上にまわし、私を前かがみに支えて、もう一方の手で私の背のカギホックを、バリバリッとはずした。

　きゃあっ、脱げちゃうっ！

　と、いつもだったら言うところだけれど、何しろ頭がグラグラで、叫ぶゆとりもありゃしないっ!!

「さ、いいよ、吐いて。・・・吐けない？　じゃ、やってあげよう。口を開けて」

　長くきれいなその指を、鈴影さんは私の口の中に入れて、吐かせてくれた。

　私はもう、申し訳ないやら恥はずかしいやらで、頭の中がめっちゃくちゃっ！

　ああもう二度と、こんな立場になりたくないっ!!

「どうしたっ!?」

　叫んで火狩さんが飛んできたのは、私が出すもんを皆、出し終わった後だった。

「ちょっと、気分が悪くなっただけだ。タオル貸してくれ」

　火狩さんがそれを取ってきてくれる間、鈴影さんは、私の背をなでて落ち着かせてくれながら、静かに言った。

「ピアスの力とブレスの力とが作用し合って、反応を起こしたんだ。でも、もう大丈夫だよ、ほら」

　言われて、私は体を起こした。

　確かに、頭ももう痛くなかったし、吐き気もおさまっている。

　ああ、よかった。

　そこに、火狩さんがタオルを持ってきてくれ、それを取ろうとして私は手を伸ばし、もうちょっとでワンピースをズルッと下に落としてしまうところだった。

　そういえば背中が、開いてたんだぁ・・・。

　私はあわてて服をかき上げ、手をまわしてカギホックをはめながら、さっきまでずっと鈴影さんが、背中をなでてくれていたことを思い出し、改めて赤くなった。

　うっ、見られた、おまけに触さわられたっ！

　これで二度目だ、背中見られるの・・・。

　こっそり鈴影さんの顔をのぞき見ると、彼はちょっと青ざめて見えた。

　ううっ、私の背中を見たせいで気分悪くなったとか？

「聖せい樹じゆ、おまえ、ケガしてるじゃないかっ！」

　びっくりする私の前で、火狩さんは鈴影さんの肩をつかみ、ブレスを強引に抜ぬき取った。

　ビリッと絹きぬのシャツが裂さけ、鈴影さんは一瞬、低くうめいて、顔をそむけた。

　その形のいい肩、「星ほし影かげのブレス」をはめていたそこに、ブレスの跡あとがそのまま残っていた、くっきりとこげ茶色に焼きついて。

　その時、私にはわかったのだった。

　ピアスとブレスとが反応したのなら、苦しかったのは私ばかりじゃないはずだ。

　ブレスをつけていた鈴影さんだって、同じだ。

　私と同じくらい、気分が悪かったんだ。

　それなのに、私のために動いて、自分のためには何一つしなかった。

　口にさえも出さずに、やさしく私を助けてくれたんだ。

　何て、すごいんだろう。

　何て強くて、そして完かん璧ぺきなんだろう。

　心が、ジーンとしびれるような気がした。

「医者を呼ぶか？」

「いや、冷泉寺がやってくれる」

　そう言って鈴影さんは、部屋に戻っていく。

　私はあわてて後をついていって、お礼を言い、自分のことばかりに夢中で彼のケガに気づかなかったことを謝あやまった。

　鈴影さんの答えは、

「気にしなくていい。貴女ダアムを守るのは、私の義ぎ務むだからね」

　だった。

　でも、これは、私に負ふ担たんを感じさせまいとして、言った言葉だと思う。

　たとえば、私じゃなくて誰だれか他の人でも、鈴影さんはそうしたと思うな、そういう人なんだ。

「冷泉寺、ちょっと見てくれ」

　部屋の中では、三人が人間に戻り、服も何とか身につけていた。

　でも、ぐったり疲つかれた様子で、皆、ゴロゴロと床に転がっていたんだ。

　そりゃそうよね、何回となく変化したんだもの、くたびれるよぉ・・・。

「ひでぇ・・・。レオン、ブレスでやったの？」

　しょっちゅうケガだらけの宏でさえもそう言って顔をしかめ、ケガに弱い光坂君なんかは、もう顔をそむけてしまうほどだったけれど、冷泉寺さんはさすがに冷れい血けつ、いや冷静っ！

　いつも持ちまわしている医い療りよう道具の入ったカバンを、テーブルの上にドーンと置くと、

「そこ、座って」

　ソファに腰こしを下ろした鈴影さんの脇に立ち、その繻子のシャツを、肩からビリビリと下まで引き裂いた。

　鈴影さんはアンダーシャツを着ていず、冷泉寺さんの手が動くたびに、その筋きん肉にく質しつの上半身が露あらわになっていって、私はちょっとまぶしかった。

「レオン、死にたいのならはっきり言えよ。焼しよう死しより楽な方法を探してやる」

　憎にくまれ口をたたいているわりには、目つきは真しん剣けんで、手つきはすばやい。

「夢美、氷もらってきて」

　冷泉寺さんに言われて、廊ろう下かに出ると、その正面の壁かべに火狩さんが寄よりかかって立っていた。

「聖樹、どう？」

　体を起こして彼は、心配そうに私を見た。

「痛がってない？」

　まるで自分がケガをしたみたいに、頰ほおをゆがめて私を見る。

　そんな彼が、ちょっとかわいかった。

「鈴影さんは、そういうこと口にしないから。氷、くれる？」

　彼はうなずいて、台所に案内してくれた。

「好きなだけ、どうぞ」

　冷蔵庫を開けてくれた彼に、私はボウルを用意してもらって、そこにガラガラと氷をあけた。

　このぐらいあればいいかな。

　そう思って、手を止めたとたん、ボウルの向こうから、火狩さんが、じいっとこっちを見ているのに気づいた。

「君と聖樹って、どういう関係？」
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　あでやかなその眼まな差ざしにまっすぐ見つめられて、私はドキンとした。

「どうって」

　私は鈴すず影かげさんにあこがれていたけれど、でもそれは、関係というほどのものでもなかった。

「別に・・・」

「何もないってこと、ないだろ」

　踏ふみこむように、強引に言って火か狩がりさんは、ふっと笑った。

「さっきね、オレ、聖せい樹じゆにヤケたよ。あいつが、すごく大事そうに君を抱いてたのを見た時、殴なぐり倒たおしてやりたいと思った」

　私は息を吞のんで、火狩さんのその瞳ひとみの中に、熱く激はげしい光が浮かび上がるのを見ていた。

「それで気づいたんだ、自分が君を好きになっているってことにね」

　私はびっくりし、そしてとてもうれしかった。

　だって、これ、告白だもん。

　初めてよ、初告白よ、わーいっ！

「聖樹も、きっと君が好きなんだ」

　決めつけられて、私はあわてた。

「そんなんじゃないと思う。私は貴女ダアム候こう補ほだから、大事にしてくれてるだけなんじゃない？」

　すると火狩さんは、きっぱりと首を横に振ふった。

「貴女ダアムは、騎き士し団だんの創そう設せつ以来、その時々の総そう帥すいが任にん命めいすることになっている。それでテストを受けて認められ、入団式をすませると、騎士の全員が彼女を崇すう拝はいし、愛するようになるんだ。オレが今まで見たことのある貴女ダアムは、君で三人目だけど、今までの誰だれも、聖樹にあんな目つきをさせることはできなかったよ。あんなに甘く、やさしく、そしてせつなげな目をさせたのは、君だけだ」

　私は、胸がドキドキした。

　そんなこと今まで考えてもみなかったから、信じられないような、実感のとぼしい夢をみているような不思議な気分だった。

「ま、聖樹の気持ちは、オレがここであれこれ言える問題じゃないけど。それよりも聞きたいのは、君の気持ちだ。君は、あいつが好きなのか？」

　私は、口ごもった。

「だったらオレ、君から手を引く。だが聖樹だけが想おもいを寄よせているのなら、関係ない。君の気持ちをはっきり聞かせてくれ」

　こういうことって、きちんとしておいた方がいいかも。

　そう考えて私は、今まで誰にも言わなかったことを思いきって口にした。

「私、鈴影さんにあこがれてた。でも今は、あこがれっていうより、心配してる。何だか過か酷こくすぎる人生を歩いているように見えるから。できるだけ力になってあげたいと思ってるんだ。貴女ダアムになって助けてあげられるものなら、そうしたいと思う。今のところは、そんな感じ」

　そこでちょっと言葉を切って、私は目をつぶり、自分の心の中からエネルギーを集めた。

　自分が、火狩さんについてどう思っているのかを、本人に向かって口にすることは、とっても勇気がいったから。

　私は一生懸けん命めい力を振りしぼって、そして言った。

「私、火狩さんが、私は頑がん張ばりすぎだって言ってくれたあの時、すごく心を揺ゆさぶられた。そんなこと言ってくれたのは、火狩さんが初めてだったから、心に焼きついてしまったみたい」

　瞬しゆん間かん、火狩さんは、まるでいたずらっ子みたいな微笑ほほえみを浮かべた。

「君のハート、オレがゲットッ！」

　強く抱き寄せられて、はっとした時には、もう彼の大きな胸の中だった。

「オレたちは、すごく似てるんだ。お互たがいに、初めての経験をし合ったんだから。それで君は、オレのことが好きになったし、もちろんオレもだ」

　耳元でささやくように言われて、顔を上げると、息が止まるほどあざやかな瞳が、熱っぽい輝かがやきを浮かべてすぐそばにあった。

　私はそれに見とれながら、でもせいいっぱい、自分に正直に言った。

「そうかもしれない。でも、まだよくわからない感じ・・・」

　火狩さんはくすっと笑って、腕うでを開き、私を放した。

「じゃ、わからせてやるよ。今に、いやっていうほどね。楽しみにしてるといい」

　キラッとその目を輝かせて、火狩さんは私の額ひたいをちょんとつつき、親指で応接間の方をさした。

「行っといで。氷が、とけちまう」

　わっ、そうだったっ！

　私はあせって駆かけ出して、応接間に飛びこみ、冷れい泉せん寺じさんに怒ど鳴なられた。

「遅いっ！」

　うっ、ごめんねぇ。

　私は、すごすごと冷泉寺さんに近寄り、彼女の治ち療りようを手伝った。

　でも心の中は、火狩さんのことでいっぱいだった。

　彼の前では、自分を冷静に保たもとうと必死だったけれど、今そのタガがはずれて、一気に頭に血が上ってしまった感じだった。

　だって、いきなりあんなふうにされて、あんなふうに言われたら、もうすっごい刺し激げき的てきっ！

　私、当分、彼のことを忘れられそうもないっ!!

　でもこれはいったい、恋と言えるんだろうか、うーん・・・。

　悩む私の前で、鈴影さんが静かに言った。

「高たか天ま、そのブレスをはめてみろ。もう反応は落ち着いてるから、大丈夫だ」

　宏が恐おそる恐るブレスを取り上げ、右の肩かたにカチッとはめた。

　私は思わず身み構がまえてしまったけれど、鈴影さんの言った通り、もう何も起こらなかった。

　ブレスを肩につけた宏は、ＳＦアニメの主人公みたいにカッコよかった。

　日に焼けて精せい悍かんなその頰ほおに、ブレスの黄おう金ごんの光が反はん射しやして、とってもすてきで、私はついつい、ドッキン。

　わっ！

　と思った時にはもう遅く、光こう坂さか君と冷泉寺さんが、胸を押さえて床に倒たおれていた。

　でも、でもっ、宏だけは全然、普通のまんまっ！

「変化しないぜっ！」

　顔を輝かせてそう言った宏に、鈴影さんがうなずいた。

「たぶんピアスの力を、ブレスがはね返してるんだ」

「じゃブレスの方が、力が大きいわけ？」

「一いち概がいに、そうとは言えない。この二つは、別の働きを持つ聖せい宝ほうだから、その力関係ももっと入り組んでいるはずだ」

「でもとにかく、これ持ってれば、変化せずにすむんだよな」

　宏がそう言ったとたん、光坂君と冷泉寺さんが、切せつ実じつな声で叫さけんだ。

「ほしいっ！」

　鈴影さんは苦く笑しようして、私の肩を抱き寄せ、その涼すずしげな瞳で私をドキッとさせて、二人を元に戻しながら言った。

「これから服はつ部とり氏と売ばい買ばい交こう渉しようをしようと思っていたんだが、そこに君たちも参加すればいいよ。オークション方式にして、ほしい人間が競せり落とすんだ」
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「このブレスレットは、我わがミカエリス家に伝わる『星ほし影かげのブレス』に間ま違ちがいないことを、確認しました」

　そう言った鈴すず影かげさんの言葉で始まったこの「星影のブレス」のオークションは、売り手一人に対して、買い手が四人いたにもかかわらず、あっけなくカタがついた。

　つまり、初めの値段が、日本の国家予算ぐらいだったために、宏ひろしも光こう坂さか君も冷れい泉せん寺じさんも青ざめて、すぐ下りてしまったのだった。

「よう冷泉寺、おまえんち、金持ちじゃん。買えば？」

　宏がつつくと、彼女はちょっとため息をついた。

「うちは確かに金持ちだが、今のところ私の自由になる金は、月に二、三万がせいぜいだ」

　うっ、ほんとに普通の高校生ね、お気の毒どく。

　かくて鈴影さんは、超高こう額がくで「星影のブレス」を手に入れた。

　ううっ、すごいわ、マイホームがいったい何なん軒けん買えるんだろ。

「代金は来週中に、そちらの口こう座ざに振ふりこみます。では、おじゃましました」

「星影のブレス」を持った鈴影さんと一緒に、私たちは服はつ部とり家を出て、火か狩がりさんの家に戻った。

　もう遅かったし、ちょうど土曜日だったので泊とめてもらうことにしたのだった。

「よかった、七しち聖せい宝ほうの一つが戻って」

　火狩さんが、その大きな体を車のシートに埋うずめながら言うと、鈴影さんはちょっと笑って、私の耳をさした。

「二つ目さ。ほら、『月げつ光こうのピアス』だ」

　火狩さんは目をむいて私を見、それから耳を見た。

「話には聞いてたけど、これが、そうか」

　まじまじと見つめられて、私はちょっと赤くなってしまった。

「あと五つだな」

　宏が両腕を大きく空に伸ばして頭の後ろに組みながら、屈くつ託たくのないその目を強く光らせた。

「集めてやる、絶対！」

　うす暗いリムジンの客席で、私たちは、大きくうなずき合った。

　自分のために、そして鈴影さんのために、七聖宝を集めたい！

　そう思った。

　でもそのすぐ後から、五つ集めるどころの騒さわぎじゃないってことが、しみじみとわかったんだけどねぇ・・・。
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　鈴すず影かげさんの家と同じく、火か狩がり家にもサッカーコートがあった。

「オレが始めたのは、オヤジの影えい響きよう」

　火狩さんのパパは、ドイツで長く研究をしていた大学教きよう授じゆで、そのころ鈴影さんの養よう父ふであったミカエリス家の当とう主しゆと知り合い、交友を結んで騎き士し団だんに入ったんだって。

「研究してるより、サッカーやってる方が好きな人だよ」

　へえ、そういう教授のいる大学なら、行ってもおもしろそ。

「聖せい樹じゆ、久しぶりにシュート競きよう争そうやらないか？　百本ずつ」

　あくる朝、早々に帰ろうとしていた鈴影さんをつかまえて、火狩さんはそう切り出した。

　鈴影さんは、あんまり乗り気になれないみたいだったけれど、宏ひろしが、よく手入れされた火狩家のそのサッカーコートにホレこんで、

「すっげえっ！　オレ、やるっ！　やってみたいっ!!」

　と言い出して聞かなかったので、結局三人で競争することになった。

　ボールを用意してきたのは、玲れ奈なさん。

　三つを、器用に両腕にかかえてやってきた。

「光こう坂さか君はやらないの？」

　私が聞くと、彼はほっと息をついた。

「レオンさんと高たか天まさんで競争じゃ、僕の出る幕まくってないよ。大学生と幼よう稚ち園えん児じくらいのレベル差があるんだもの」

　すねたように言いながら、うつむいてサイドラインをけっとばす彼が、かわいかった。

　私はその背をたたいて、慰なぐさめた。

「そのうち、上手じようずになるわよ」

　すると、そばから冷れい泉せん寺じさんが、

「ま、十年か二十年後ぐらいには、な」

　と言ったので、光坂君はがっくりうなだれてしまった。

「冷泉寺さんって、冷たすぎないっ!?」

　私が怒おこると、彼女はフンと横を向いた。

「少し厳しすぎるぐらいに言っといた方がいいんだ。現実に、絶ぜつ望ぼうせずにすむ」

　それを聞いて、私ははっとしたのだった。

　その時初めて、冷泉寺さんが本当は、繊せん細さいで傷つきやすい人なんじゃないかって思った。

　傷つきやすいから、傷つかないために、期待しないように望まないように、願わないように、いつも自分の心を冷やし、縛しばりつけているんじゃないかって感じた。

　でなかったら、現実に絶望せずにすむなんてセリフは、ちょっと出てこない。

　それは、現実に苦しんだ人だけが知っている言葉のように思えた。

　そうだとしたら冷泉寺さんは、光坂君よりもっとシャイなのかもしれない。

　ああ人って、ほんとに見かけによらないよね。

　と、私が一人で納なつ得とくしたその時、

「いっけね！」

　火狩さんの大声が上がって、白と黒のダンダラのボールが、ポーンと塀へいを越えて外に出ていった。

　わあ、ホームランっ！

　宏が、からかうようにピュッと口くち笛ぶえをふいた。

「火狩さんって、大したことないですね」

「バカやろう」

　火狩さんは腕うでを伸ばして宏の頭をヘッドロックしながら、ちょっと息をついた。

「おかしいな。さっきからどうして、あっちばっかに飛ぶんだろ」

　鈴影さんが静かに笑って、そんな火狩さんの肩を抱いた。

「ボールのせいにするんじゃない」

　火狩さんは、ムッとしたように鈴影さんをにらむ。

　その腕の中で、宏があばれながらうなずいた。

「そーだよ。ほら、早く拾いに行ってこないと、いつまでたってもオレたちに番がまわってこなくて困るなぁ。ね、レオン」

　私の隣となりにいた玲奈さんが、くすっと笑った。

「私が拾ってくるから」

　そうしてコート脇わきから駆かけ出して、塀の端はしにあるくぐり戸の向こうに姿を消した。

　直後、鋭するどいブレーキ音っ！

　それに重なる彼女の悲ひ鳴めいっ!!

　目を見開く鈴影さんのそばから、火狩さんが飛び出していった。

「冷泉寺、行ってみろ！」

　鈴影さんに言われて立ち上がった冷泉寺さんに、私はくっついて、くぐり戸をくぐって外に出た。

　そのすぐ目の前に、玲奈さんが倒たおれているのが見えた。

　口と耳から、血を流して。

　脇には、塀にぶつかって停とまった小さなワゴン車。

　運転手は、オロオロと立ちすくんでいるばかり。

　火狩さんは、携けい帯たい電話で、一一九番していた。

　冷泉寺さんは、すぐ玲奈さんの頭の脇に片かた膝ひざを突つき、彼女の瞼まぶたをめくったり、脈みやくを取ったりし始めたけれど、その顔つきは険けわしかった。

　私は、心配になって聞いた。

「どう？」

　冷泉寺さんは、首を横に振ふる。

「コンクリートについたタイヤの跡あとを見てみろ。頭を引っかけられたんだ。脳のう内ない出血の可か能のう性せいもあるけど、外からはちょっとわからないな。救急車が来るのを待つよりない」

　それから救急車が来るまでの間の、もう長かったことっ！

　やっと来たそれに、付き添そいとして火狩さんが乗りこみ、私たちは、家に残るメンバーと、病院に様子を見に行くメンバーに分かれ、鈴影さんの車で病院へと向かったのだった。
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　病院の廊ろう下かで、火か狩がりさんはぎゅっと眉まゆ根ねを寄よせて黙りこみ、ひと言も口をきかなかった。

　唇くちびるを固くかみしめ、椅い子すにも座らず立っているその姿は悲ひ愴そうで、思いつめたその横顔は痛いた々いたしかった。

　やがて看かん護ご師しさんに呼ばれて、診しん察さつ室しつに入っていき、しばらくして姿を見せた。

「どう？」

　鈴すず影かげさんが聞くと、火狩さんは大きく息をついた。

「検査の結果では、今のところ異い常じようはないそうだ」

　よかった！

「ただ頭だから、容よう体だいが急変することも考えられるって話。三日ぐらいは安静にして様子を見るようにって。今日は、本人の意識が戻りしだい、連れて帰っていいそうだ」

　ああ、そのくらいなら、ほんとに大丈夫なんだ。

　そう思って、私はひと安心。

　鈴影さんがやさしく笑って、火狩さんの肩かたに手をかけた。

「よかったな。本人ももちろんだけど、私は、おまえの方がまいっちまうんじゃないかと思って、ヒヤヒヤしてたよ」

　火狩さんは弱々しく笑って、両手で顔をおおうと、そのままぐいっと髪をかき上げた。

「どうしようかと思ったよ、だってオレのせいだもんな。ボールなんか取りに行かせてさ」

　その時、私はまた火狩さんに惹ひかれた。

　だって、十五歳の女の子がボールを取りに行って交通事じ故こにあったって、ボールけった人のせいじゃないと思う。

　きっと火狩さんは、自分が少しでもかかわり合ったことなら、自分の責せき任にんを追つい及きゆうせずにいられないんだ。

　それだけ自分に厳しく、他人にやさしいってことだよね。

「ちょっと、病室に行って見てくる」

　片手を上げて、火狩さんは階段を駆かけ上がっていき、私は、その均きん整せいのとれた後ろ姿に見とれていた。

　と、後ろで鈴影さんの声っ！

「何て顔だい」

　振ふり返ると、鈴影さんが苦く笑しようしていた。

「好きだって書いてある」

　わっ！

　私はあわてて両手で頰ほおをおおってしまったけれど、よく考えてみたらそんなこと、あるわけないじゃないっ!!

「噓うそつきね」

　静かに笑う鈴影さんの顔が、何となくさびしげに見えた。

　私はふっと、火狩さんの言葉を思い出し、何て言っていいのかわからなくなってしまった。

　鈴影さんが、私を好きだなんて・・・ほんと？

　そんな私の前で、彼は顔をそむけ、玄げん関かんへと歩き出しながら言った。

「車で待ってる。あ、騎き士しと貴女ダアムの恋愛には、総そう帥すいの許可と騎士団全体総会議の承しよう認にんがいる。ちゃんとした恋愛関係になったら、届け出るんだよ、いいね」

　その声は、からかうように明るかった。

　私は思わず彼を呼び止めて、そして言った。

「届けたら、許可してもらえますか？」

　彼は一瞬、足を止め、肩越しに私を振り返った。

「もちろん。火狩は、騎士団の保ほ証しようつきのいい男だ。君たちの幸せを祈いのるよ」

　その表情は冷れい静せいで、落ち着いていて、穏おだやかだった。

　それで私は、鈴影さんが私を好きだなんて、火狩さんの思い過すごしだと結けつ論ろんしたのだった。

　だって、もしほんとに好きだったら、あんなに平静でいられるはずないもんね。

　そう思いながら私は、心の中で、少しだけガッカリしている自分を感じていた。

　どうやら私は、火狩さんに惹かれているくせに、同時に鈴影さんにも好かれていたいと思ってるみたいだった。

　うーん、欲よく張ばりっ！

　それに、ずるい。

　私はいつの間に、こんなにいやな子になったんだろ。

　それとも人間には、誰だれにでも少しは、こういう気持ちがあったりするのかなぁ・・・。
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　聖せい樹じゆは、病院の中庭を突つっ切り、玄げん関かんへと向かう。

　中庭の所々には棕しゆ櫚ろの木が植わり、芝しば生ふにベンチが置かれていて、どことなく母の入院していた病院に似ていた。

　ベンチで語らっている入院患かん者じやと見舞い客の間から、笑い声が上がる。

　つられて聖樹も微笑ほほえみながら、その前を通り過すぎた。

　ラ・ルリジオンと見つめ合っていた母の横顔が思い出される。

　そこにふっと、先ほど火か狩がりを見つめていた夢ゆめ美みの顔が重なった。

　胸が痛いたい。

　両手を広げ、自分の腕うでに抱き上げて運んだ夢美の体の柔やわらかさを思う。

　この世の何よりも大切になるような予感がしたその重み。

　それが一気に形を失い、指の間からサラサラとこぼれ落ちていくような気がした。

　ほしいものは、いつも手に入らない。

　今までも、そしてこれからも・・・きっと、そうなのだろう。

　胸が焼けこげる思いで、聖樹は奥歯をかみしめる。

　たまらない。

　いてもたってもいられないというのは、きっとこのことだろう。

　だが、だから何だと、自分に問う。

　夢美が恋をしたからといって、それが何だ。

　別にかまわない。

　貴女ダアムが誰だれと恋をしようと、誰と結婚しようと、それは自由だった。

　総そう帥すいに、貴女ダアムを縛しばる権利はない。

　そんなことはわかっている。

　聖樹は大きな息をつき、心の鬱うつ積せきを吐はき出した。

　胸が痛いのは、たぶん、火狩をうらやんでいるからだ。

　自由に、誰にでも想いを寄よせられる火狩が妬ねたましかった。
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　まもなく玲れ奈なさんは意識を回復した。

　それで私たちは、彼女と一緒に火か狩がり家へと戻ったのだった。

　火狩さんは、それはもう腫はれ物に触さわるように彼女を大事にし、本人が歩くと言っているのを許さず、ずっと腕うでの中に抱き上げて運んでいた。

　それを見た私は、ちょっとヤキモチ。

　すごく、うらやましかったんだ。

　私も、彼に抱かれて部屋まで連れていってもらいたいな。

「どうだったの、病院」

　家で待っていた光こう坂さか君たちに、私が説明していると、二階の玲奈さんの部屋から、火狩さんが下りてきた。

「少し眠りたいっていうから、一人にしてきた。遅くなったけど、皆みんなで朝メシ食おう」

　言いながら彼は食堂へと足を向け、私たちはその後に続いた。

　と、後ろから宏ひろしが私の肩かたをつかんだのだった。

「おまえ、レオンから火狩に乗り換かえたわけ？」

　びっくりして、私は足を止めた。

「何よ、それ」

　振ふり返った私の前で、宏はいつも元気なその目の中に、ちょっとだけ暗い光をまたたかせた。

「見てらんねーほど、トケた顔してあいつを追ってるぜ。それとも、これは浮うわ気きなの？」

　私はムッとして、宏をにらんだ。

「何であんたって、いちいち私につっかかるの。やめてよ。私が何しようと、あんたには関係ないじゃないの」

　たたきつけるように言って、背を向けて歩き出そうとしたとたん、宏が私の二の腕をつかんだ。

　そしてそのまま廊ろう下か脇わきの部屋のドアに押しつけて、自分の両腕を柵さくのようにして私の両りよう脇わきにつけた。

「ほんとに、そう思ってんのかよ」

　言いながら宏は、私の後ろのドアについていた両手の肘ひじをゆっくりと曲げ、その両腕で私の頰ほおを囲った。

　ひえっ、鼻から鼻まで三センチもないっ！

　突然のこの体たい勢せいに、私はコクンと息を吞のみ、そんな私の前で宏は、日に焼けた頰をゆっくりと傾かたむけた。

「おまえ、オレが意い地じ悪わるになってる理由が、わかんない？」

　半なかば伏ふせられたその目の長いまつ毛の下で、ひたむきな瞳ひとみが一瞬、甘あまやかに揺ゆらめいて、私はドッキン！

　瞬間、宏は叫さけび声を上げて私から飛び離れ、自分を抱きしめながら、がっくりと床に膝ひざを突いた。

「ちっきしょう！」

　うめくように言って、苦しげに顔をゆがめ、のけぞりながら体をねじり、床の上を半転し、全身をビクンビクンと痙けい攣れんさせて狼おおかみになっていく。

「大丈夫？」

　私が恐おそる恐る聞くと、宏はギッと顔を上げて、こっちをにらんだ。

　その目の中に、いらだちと敵てき意いがギラギラ光っていた。

「戻せよ、オレを元に戻せっ！」

　ガウっとかみつかれそうになって、私はドキッ！

　宏は、さっきと逆の順序で元に戻って、床に座りこみ、私の差し出した上着を引ったくるように取って、自分の膝の上に広げると、その両手をガンガンと床にたたきつけた。

「くっそ、あのブレス！　あいつさえあれば、こんなにならずにすむのに!!」

　その時だった。

「遼りよう？」

　声とともに、階段の上の廊ろう下かでギイッと扉とびらの音がして、パジャマを着た玲奈さんが姿を見せた。

「遼、どこ、遼？」

　そう言いながら、どんどん階段の方に近づいてくる。

　ふいっと宏が体を起こし、私を見た。

「歩き方がおかしいぞ」

　見上げれば、なんだかフラフラしている。

　宏は彼女に駆かけ寄よろうとして、自分が裸はだかなのに気づき、どうしようもないといったようにまた座りこんだ。

「夢ゆめ美み、誰だれか呼んでこいっ！」

　私は駆け出して、食堂に飛びこみ、皆に言った。

「玲奈さんが廊下に出てきたんだけど、何か、変なの」

　ガタッと椅い子すを鳴ならして火狩さんが立ち上がり、私の脇をすり抜けて、飛び出していった。

　それに続いて、私たちも階段の下に駆けつける。

　火狩さんが階段を駆け上がっていくのと、階段の上まで歩いてきていた玲奈さんが、そこから足をすべらせるのが、同時だった。

「きゃあっ！」

　とっさに火狩さんが、彼女を抱き止めたけれど、そのまま二人でもんどりうって転がり落ち、床に激げき突とつっ！

　下になったのは、火狩さんだった。

　その大きな胸の中にがっちりと玲奈さんの頭をかかえこんだまま、意識がない。

　みるみる青ざめていく火狩さんの顔を、私は息を吞のんで見つめていた。

「おい・・・火狩、おいっ！」

　冷れい泉せん寺じさんがパンパンとその頰をたたくと、腕の中にいた玲奈さんの方が目を開けた。

「遼……きゃあ、遼っ！」

　鈴影さんがひざまずいて火狩さんの腕を開かせ、彼女を抱き上げて脇に寄せると、冷泉寺さんが火狩さんの上に馬乗りになって、心臓に耳を当てた。

「止まってる！」

　え・・・。

「心しん拍ぱく停てい止しだ。心臓が止まってる」

　私は目をむいた。

　心臓が止まってるっ!?

　自分が、凍こおりついてしまうような気がした。

　心臓が止まってるってことは、ってことは、死んでるってことじゃんっ！

　どーしようっ!!
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　あたりには、たちまち緊きん張ちようが広がり、玲れ奈なさんの泣き声が上がった。

「私、さっき突然、目が見えなくなって・・・それで恐こわくって、夢中で・・・私のせいよ」

　泣きくずれる彼女を、鈴すず影かげさんが支えるように抱きしめた。

「落ち着いて。高たか天ま、救急車呼べ」

　宏ひろしが走っていき、冷れい泉せん寺じさんが手早く自分のジャケットを脱ぬぎ捨てた。

「光こう坂さか、おまえ、人じん工こう呼こ吸きゆうできるだろ」

「うんっ！」

「よし、手伝え」

　言いながら冷泉寺さんは、火か狩がりさんの服のボタンを、引きちぎるようにはずした。

　光坂君は火狩さんの頭元に片かた膝ひざを突ついて、その首に手を伸ばす。

「やってもいい？」

「まだだ」

　言いながら冷泉寺さんは、すっかり火狩さんの胸をはだけると、その胸きよう骨こつの中央から少し下がったところに、右みぎ掌てのひらのつけ根を当てた。

「私が心臓マッサージをする。一分に八十回のスピードだ。おまえ、マウスツーマウスでまず四回、息を入れろ。それから私が五回マッサージをする。その後おまえが五秒ずつ二回、私が五回、後はこのくり返しだ。蘇そ生せいするまで続ける」

「オーケイ。いくよ」

「よし」

　冷泉寺さんの声で、光坂君はサラッと金きん髪ぱつを揺ゆらしてうつむき、火狩さんの口に息を吹きこんだ。

　冷泉寺さんは、さっき置いた右手の上に左手を重ねて準備し、光坂君の四回が終わると、のしかかるようにしながら強く、リズミカルにその胸を圧あつ迫ぱく。

「一、二、三、四、五」

　瞬間、ボキボキッというにぶい音が冷泉寺さんの手の下で聞こえ、私たちは目をむいた。

　何の音っ!?

　冷泉寺さんが、額ひたいにいっぱい汗を浮かび上がらせながら言った。

「肋ろつ骨こつが折れたんだ」

　ひえっ！

「やむをえない。肋骨より心臓の方が大事だ。生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわだからな」

　うっ、ハードっ！

　やがて光坂君も、タラタラと汗を流し始め、その呼吸は乱みだれて、かなり苦しげになった。

　私はそれまで、人工呼吸ってものが、こんなに大変なものだとは知らなかった。

　現実の厳しさを理解してなかったんだと思う、反省。

　よおく考えてみれば、一人の肺で二人分の酸さん素そをまかなおうとしているわけだから、大変なのは当たり前だった。

「つらいか？　ペース落とそうか？」

　冷泉寺さんが、やっぱり苦しげに言うと、光坂君は、汗で額に張りついた髪をかき上げながら、首を横に振ふった。

「このままでいい」

　ああ、健けな気げっ！

「光坂、かわろう」

　鈴影さんの申し出も断って、光坂君は頑がん張ばり、そしてついに火狩さんの心臓は、動き出した。

　鼓こ動どうと脈みやく拍はくとが、再開したのだった、ばんざーいっ！

　そこにちょうど救急車がやってきて、蘇生した火狩さんを収しゆう容ようしていった。

　私たちは、ほっと息をつき、すぐ玲奈さんを彼女が寝ていた部屋に運んだ。

「ひとまず、よかったな」

　鈴影さんが言い、私たちは顔を見合わせてうなずいて握あく手しゆを交かわし合った。

　とたんに、皆みんながふっと宏の裸はだかに目をやったんだ。

　私は、大悲ひ鳴めい。

　宏は、それこそ全身まっ赤かになって、ものすごい速さで食堂に駆かけこんでしまって、そこからなかなか出てこようとしなかった。

「入ってくるヤツぁ、殺すっ！」

　どうやら、皆の記き憶おくが薄れ、それを忘れてしまうまで、そこから出ないつもりらしかった。

　大笑いした私たちだったけれど、すぐ冷泉寺さんが真顔に戻って言った。

「輸ゆ血けつが必要になるかもしれないから、病院につめた方がいいな」

　ああ、そうだよね。

　本人が何型なのかわからなかったので、玲奈さんに聞こうとしたんだけれど、彼女はもう、うつらうつらと眠り始めていた。

　起こすのもかわいそうなので、私たちは自分の血液型を言い合って、全員で病院に向かうことにした。

　私はＢ、宏はＯ、光坂君がＡＢで、鈴影さんがＡ、冷泉寺さんがＯ。

「へえ。僕らって、みごとに血液が分かれてるんだ」

　光坂君が感心して言うと、冷泉寺さんがフンと横を向いた。

「気が合わんはずだ」

　あら、結けつ構こう、合ってきてるじゃない？

　初めのころに比べたら、かなりましになってるよ、進歩してる。

「冷泉寺は、ここで付き添そいだ。さ、行こう」

　鈴影さんに言われて、私たちは病院に出発した。

　そこに、あんな恐おそろしい事件が待っているなんて、思ってもみないで。
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　病院で、火か狩がりさんはまた心しん拍ぱく停てい止しを起こし、すぐ面めん会かい謝しや絶ぜつになった。

　そばには看かん護ご師しさんがつきっきりで、私たちは会うことができず、心配しながら病室の前で、三、四時間待たい機きしていた。

　そのうちにお医者さんがやってきて、輸ゆ血けつの必要もなく、肺も心臓も、その後は順調に機き能のうしていると教えてくれたのだった。

「たぶん、胸を強く打ったために、心臓が反はん射しや性せいショックを起こしたんでしょう。何といっても、応急手当てがよかったんだと思いますね」

　ああ、冷れい泉せん寺じさんと光こう坂さか君くんに、感謝。

「でも安心はできません。治ち療りよう後、絶対安静を保たもつために、面会謝絶にしておいたんですが、その最中に二度目の心拍停止を起こしたんですよ。幸い、すぐ回復しましたが・・・ま、肋ろつ骨こつも折ってますし、それが治るまで、三カ月ぐらいは入院してもらうことになるでしょうね」

　あら、三カ月ぐらいどってことないじゃん。

　死ぬことに比べたら、断だん然ぜんレベルダウンよ、うれしいな。

　私は、ニコニコしながら皆みんなと一緒に火狩さんの家に戻った。

　火狩さんが入院している間、玲れ奈なさんの面めん倒どうは誰だれがみるんだろうという心配はあったけれど、お手伝いさんや執しつ事じさんもいることだし、きっと大丈夫だよね。

　それに玲奈さんだって、充じゆう分ぶん元気だもの。

　そう思いながら車から降りて家に入り、玲奈さんに火狩さんの様子を報告するためにトントンと二階に上がっていったんだ。

　その廊ろう下かに、冷泉寺さんが倒たおれていたっ！

　両手で頭をかかえるようにして、うつぶせにっ!!

　私は、天にもとどろく大声を上げ、すぐ鈴すず影かげさんと宏ひろし、光坂君が駆かけ上がってきた。

「どうしたっ!?」

　その場の状況を見てとった鈴影さんは、ひざまずいて冷泉寺さんを抱き起こした。

「高たか天ま、病人を見ろっ！」

　鈴影さんの声で、宏が玲奈さんの部屋に飛びこんでいき、冷泉寺さんがうめいて、うっすらと目を開けた。

「大丈夫か!?」

「ああ・・・殴なぐられただけだ」

　くやしそうに言って冷泉寺さんは、ブルッと頭を振ふった。

「こんなこと、初めてだ。くっそ！」

　部屋から、宏がそっと出てくる。

「まだ寝てる。別に変わったことはないみたいだ」

　私はほっとし、その直後に、待てよと思った。

　じゃ誰が、何のために、冷泉寺さんを殴ったわけ？

　直後、鈴影さんが、その目をカッと見開いて叫さけんだ。

「光坂、ブレスを見てこいっ！」

　息を吞のむ私の隣となりから、光坂君が風のように飛び出していき、やがて部屋で、大声を上げた。

「ないよっ！」

　うっ！

　私たちは青ざめて顔を見合わせた。

　ないなんてっ！

　鈴影さんが、まいったといったように息をついて立ち上がる。

　その後に続いて私が部屋に入ると、中はめちゃくちゃに荒あらされていた。

　北側に並べられていた造つくりつけの洋ダンスは、全部扉とびらが開けられ、引き出しは床に放り出されていて、その上置きに置かれていたブレスの箱は、蓋ふたが開けっぱなしだった。

　昨日きのうまで、その中でさんぜんと輝かがやいていたブレスは、今はもうない。

　誰かが押し入って、盗ぬすんだんだ。

「警けい察さつに、電話してくるよ」

　そう言いながら部屋を出ていきかけた光坂君の二の腕うでを、宏がつかんで止めた。

「待てよ」

　そう言って宏は、瞳ひとみの中に野性的な光をキラッと走らせた。

「外部の人間の臭においがしない」

　心にグサリと突つき刺ささるようなその視線の鋭するどさに、私は一瞬、射いすくめられ、背すじがゾクゾクしてしまった。

　うっ、カッコいい！

　宏はなんて、男らしい表情をするようになったんだろ。

「新しい臭いがしないんだ。この部屋には、前に入ったことのある人間しか、入ってない」

　ってことは、通りすがりの物もの盗とりじゃないってことよね。

　私は、宏の鼻に期待して聞いた。

「ブレスの臭いの後をつけられる？」

　宏は、ちょっと肩をすくめた。

「ブレスに縄なわでもつけて、床を引きずってったっていうんなら、できないこともないけど」

　がっかり。

　そんなこと、するわけないじゃないのぉ・・・。

「ここに、ブレスがあるというのを知っていた人間は、八人だけだ」

　鈴影さんは、私たちを見まわした。

「ここにいる五人、火狩家の二人、あとはブレスを売った服はつ部とり氏。この中に、盗んだ人間がいるはずだ。警察の手を借りるまでもない」

　玲れい瓏ろうとして美しい鈴影さんの瞳に、強い意思の力があざやかに浮かび上がって、私の目を奪い、心をついた。

　燃え上がるような闘とう争そう心しんと、高い誇ほこりに華はなやかに彩いろどられたその横顔は、多くの人々の中からただ一人総そう帥すいとして選ばれた人間にふさわしく、高こう貴きな光と影かげに満ちていた。

「冷泉寺、状況を説明しろ」

　冷泉寺さんは、いつも冷れい静せいな彼女にはめずらしく、くやしそうに口を開いた。

「皆が出ていって、二時間ぐらいたったころ、彼女が吐はき気がするって言うんで、洗面器を取りに、部屋を出たんだ。二階の洗面所まで行って、戻ってこようとしたら、いきなり後ろから、ガン、さ。相手は見てない」

　うなずいて鈴影さんは、隣りの宏に視線を移した。

「高天、おまえはずっと私たちと一緒だったが、途と中ちゆうで二、三度席をはずしたはずだ。あの間、どこに行ってたのか教えてくれ」

　宏は目を見開き、うなるような声で言った。

「オレが、その時に盗んだっていうのかよ」

「そうじゃない。これから皆に、順番に聞く。もちろん、私自身も自分を証しよう明めいする。おまえと光坂、それに冷泉寺には、ブレスをほしがる理由がある。だから誰よりも身の潔けつ白ぱくをはっきり立りつ証しようしなければならない立場なんだ」

　低く、押しつけるように言った鈴影さんに、宏はかみつくように叫んだ。

「オレたちを疑うのかっ!?　オレたちは仲間じゃないのかよっ！」

　宏がギリッと目をすえると、鈴影さんはふっと笑った。

　その微笑ほほえみは、今まで私が見たこともないほど透とう明めい感かんに満ちて美しく、はかなく、そして孤こ独どくだった。

「おまえは、今まで仲間に裏うら切ぎられたことがないのか。それは、幸運だったというべきだ。教えてやろうか。仲間を裏切ることぐらい、何でもないことだ。自分を裏切ることに比べれば、な。仲間という言葉を、自分の潔白の証明に使うな。それはうぬぼれだ。自分の無実は、自分自身で証明すべきだ。さあ、言え」

　瞬間、宏は、ブッと鈴影さんの頰ほおに唾つばを飛ばした。

「冗じよう談だんじゃねーよ。オレは抜ぬけるぜ。騎き士し団だんなんか、クソくらえだ。疑うんなら、勝手にやんな」

　息を吞む私の前で、宏は足音も荒あらく部屋を出ていって、やがてバタンと玄げん関かんのドアのしまる音がした。

　鈴影さんは手の甲こうで頰をぬぐいながら、さっきの自分の言葉をかみしめるように、空くうの一点を見すえて動かない。

「僕、連れ戻してくる」

　叫んだ光坂君に、冷泉寺さんが首を横に振った。

「よせ。これは、高天の選せん択たくだ。あいつが自分の責せき任にんで選んだんだ。好きにさせるしかない」

　光坂君は、信じられないといったように私を見た。

「僕たち、別れ別れになるの？　高天さんは、もう僕たちの仲間じゃなくなるの!?」

　みずみずしいその瞳の中に、いっぱいの悲しみと、途と方ほうにくれて立ちつくしている彼の心が見えた。

「そんなの、いやだ！　夢ゆめ美み、君は僕たちの貴女ダアムになるんだろ。何とかしてよ」

　私は、手を伸ばして光坂君の肩を抱いた。

　こんなことになるなんて、思ってもみなかった。

　宏が、こんなふうに私たちから離れていってしまうなんて・・・。

　どうしていいのか見当もつかなかったけれど、でも何とか光坂君を力づけたくて、一生懸けん命めい考えて言った。

「早く、ブレスを見つけよ。そうすれば宏だって、きっと戻ってくる。そして、もっと落ち着いた気持ちで鈴影さんの言葉を聞いて、理り解かいしてくれると思う。そうしたら私たちはまた、仲間に戻れるもの」

　早くブレスを見つけたいと思った。

　そして、私たち全員の潔白を証明して、仲間に戻りたい！
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　火か狩がり家から病院までの距離は、車で三分。

　歩いても、七、八分。

　冷れい泉せん寺じさんを除のぞいた私たち全員は、火狩さんの病室の外に待たい機きしていたけれど、そのうちの五分や十分ぐらいは、それぞれにトイレに行ったり、売店に行ったりしていたので、疑おうとすればいくらでも疑えた。

　おまけに私は、宏ひろしが自分の全部をぶつけるようにして、あのブレスさえあればと叫さけんだところを聞いてしまっていたので、どうしても疑い深くならずにいられなかった、ごめんね、宏。

　そりゃあ、光こう坂さか君も冷泉寺さんも、ブレスをほしがってはいたけれど、宏の場合は何しろ徹てつ底ていした単たん純じゆん、単たん細さい胞ぼう。

　思ったことは、まっすぐ実行するタイプだから、まさかとは思うものの、ちょっぴり、恐こわいんだ。

「僕は、僕たちの誰だれでもないと思う」

　光坂君が、めずらしくきっぱりと言った。

「火狩さんは、看かん護ご師しさんに付き添そわれてるし、その病室の前には僕たちがいた。玲れ奈なさんだって病人だったんだから、頑がん丈じような大女の冷泉寺さんを殴なぐって気き絶ぜつさせることなんてできないよ」

　冷泉寺さんが、ムッとしたように光坂君をにらんだ。

「そうだな。ひ弱な小男のおまえを気絶させるぐらいはできたかもしれんがな」

　ううっ、やめてほしいわ、こんな時に内うち輪わもめなんてっ！

　私がにらむと、二人はいやな顔をしながらも何とか平静を取り戻し、そっぽを向き合って物別れ。

　光坂君が、先を続けて言った。

「だから、残るのは服はつ部とりさんしかいないってことになるんだけど・・・」

「服部じゃないね」

　あっさりと冷泉寺さんが否定した。

「まだ金ももらってないブレスを盗ぬすんで、何の得とくがあるんだ。それで容よう疑ぎが自分にかかってきたら、もう目も当てられないぜ。完全に金を取りそこねる。そんなこたぁ、しないね。どうせやるんだったら、金をもらってから盗んだ方が得だ」

　なーるほど。

「トリックかもしれない」

　そう言って冷泉寺さんは、冴さえ冴ざえとしたその瞳ひとみを、チカッときらめかせた。

「ブレスは七しち聖せい宝ほうの一つだから、ほしがっている人間はたくさんいるはずだ。その中の誰かが、何らかのトリックを使って、この部屋に入らずにブレスを盗んだのかもしれない。そうすれば、部屋の中に臭においを残さずにすむ。調べてみよう。協力しろ」

　それで私たちは、冷泉寺さんの指示のもとに、部屋の中をくまなく調査した。

　でも結局何も見つからず、またトリックらしきものの手がかりをつかむこともできなかった。

「だめだ。私がこれだけ調べて出てこないものなら、それは存在しないものなんだ」

　うっ、自信がすごいっ！

「トリックじゃないとなると、犯はん人にんは非常に原げん始し的てき手段を使ったってことになるな。つまりこっそり二階に忍しのびこんできて、私を殴り倒たおしてブレスを盗んだ」

　冷泉寺さんは、両手の指を組み合わせ、それを一本ずつバキンバキンと鳴ならした。

「いっちょ容疑者全員を締しめ上げてみるか。こっちは、いきなり後ろから殴られたんだ。二、三発はお返しさせてもらってもいいだろう」

　ううっ、勝手な理り屈くつが恐いっ！

　その時、窓まど際ぎわにいた鈴すず影かげさんが頰ほおをゆがめて言った。

「火狩が来た！」

　え!?

　びっくりして窓辺に寄ると、停とまったタクシーから、胸を押さえた火狩さんが、ぐらっと姿を現すところだった。

「あいつ、肋ろつ骨こつ折ってんだぜ・・・」

　信じられないといったように冷泉寺さんが首を横に振ふると、鈴影さんはちょっと笑った。

「火狩は、『霊智グノーシスの騎き士し』だ。苦く痛つうに負けることはない」

　それで私は一いつ瞬しゆん、「霊智グノーシスの騎士」になると、痛みを抑おさえる呪じゆ文もんでも教えてもらえるのかと思ってしまったけれど、まさかね。

　たぶん、火狩さんぐらいの高位の騎士になると、体力も精神力もすぐれていて、痛いたみに負けたりはしないって意味よね、きっと。

「医者は、三カ月は入院って言ってたよ。脱だつ走そうしてきたのかな？　何のために？」

　光坂君がそう言い、私が首をかしげているうちに、火狩さんは重い足音をさせながら近づいてきて、ドサッとドアにぶつかり、それからそれを開けて入ってきた。

「よう。心配かけて悪かったな」

　その顔色は、死んだ人みたいにまっ青さおだった。

　二つの瞳は、思いつめたような光をたたえて異い様ようなほど澄すんでいたけれど、その肩は荒あら々あらしく上下し、清せい潔けつな感じのする唇くちびるは震ふるえて、大きな息をくり返している。

　静まり返った瞳と、激はげしい息づかい。

　その不自然さに、私は息を吞のんだ。

　何か、おかしい・・・。

　そう感じた瞬間、私は思い出したのだった。

　この表情って・・・この表情って、夢の中の彼にそっくりっ！

　死んで、私につかみかかってきた時の彼の顔だっ!!

　ぞくっとした。

　静せい寂じやくを浮かべた美しいその瞳が、急にこの世のものではないように思えたんだ。

　でも、そんなこと・・・まさかね。

　だって火狩さんは、光坂君たちの人工呼こ吸きゆうで命を取り留とめたんだもの。

「病院から抜ぬけ出したのか」

　鈴影さんが聞くと、火狩さんは、精せい悍かんなその頰を少しゆがめて笑った。

「退院したんだ」

　え・・・そんなこと、噓うそよ。

　だって、どう見たって具合悪そうだもの。

　こんな体で動いたりしたら、せっかく取り留めた命も、また手放すことになってしまいそう。

　私は心配だったけれど、言えなかった。

　気づかう言葉をかけることができないほど、火狩さんは毅き然ぜんとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせていて、それが私の心を寄せつけなかった。

　どうしたんだろう、急に。

　なんでこんな体で、無理やり病院を抜けてきたんだろう。

　眉まゆ根ねをひそめる私の前で、彼はソファに歩み寄よろうとしてよろけ、とっさに腕を伸ばした鈴影さんに抱きとめられた。

　鈴影さんのきれいな髪が、ぱっと空くうに乱みだれて、ゆっくりと彼と火狩さんの肩をおおった。

「三カ月は入院だって聞いたぞ」

「うるさいな。もう治ったんだ」

　鈴影さんから顔をそむけるようにして、火狩さんは彼を払はらいのけ、胸を押さえながらソファに座った。

　ほとんど、倒れこむといった感じだった。

「聖せい樹じゆ、おまえに」

　そう言いながら火狩さんは、自分の指から騎士の印しるしである銀の指輪を抜くと、それをポーンと鈴影さんの手の中に放った。

「霊智グノーシスの騎士位を返へん上じようする」

　鈴影さんは、目を見開いて彼を見た。

「騎士位を返し、『銀の薔ば薇ら騎士団』から脱だつ退たいする。オレは、もういない人間だと思ってほしい」

　緊張が部屋の中を走り抜け、息を吞む鈴影さんの前で、火狩さんは瞳に悲しげな影を落として、視線を伏ふせた。

「オレは、おまえの敵にまわる。聖樹、ここでお別れだ」

　立ちつくす鈴影さんの隣となりで、光坂君が叫んだ。

「なぜっ!?」

　火狩さんはソファの袖そでに肘ひじを突き、右手で両目をおおった。

「わけは、言えない」

　冷泉寺さんが、うっすらと笑って、口を開いた。

「ははん、そりゃ」

　たぶん彼の心を探さぐるために、カマをかけようとしたのだと思う。

「何か後ろ暗いことがあるからだろ？」

　瞬間、火狩さんははじかれたように顔を上げ、あでやかなその瞳の中に、炎ほのおのように激しい決意を立ち上がらせて、こっちをにらんだ。

「わけは、言えない！」

　うっ、引っかからないところがすごい。

　冷泉寺さんは、肩をすくめて鈴影さんを振り返った。

「なかなか、お利り口こうさんだぜ」

　私は、どうしていいのかわからなくて鈴影さんを見、光坂君も困ったように彼を見た。

　どうするの？

　そんな私たちの視線の中で、鈴影さんはしばらくの間、じっと火狩さんを見つめていたけれど、やがてその眼まな差ざしを、すっと冷泉寺さんに流した。

「押さえろ」

　火狩さんがビクッとし、とっさに身み構がまえるのと、その首すじに冷泉寺さんが足の甲こうをけりこむのが、同時だった。

　にぶい音がして、火狩さんは一瞬立ちすくみ、それから両りよう膝ひざを突くようにして前に倒れた。

　私は、目をむいて叫んでしまった。

「きゃあっ、死んじゃうじゃないのっ！」

　冷泉寺さんは、ほうっと大きな息をつきながら、火狩さんを抱き起こした。

「死なない程度にはかげんしてる。レオン、どうするんだ」

「テーブルに乗せろ、うつぶせに」

　ぐったりした火狩さんの体を、冷泉寺さんは抱き上げて、テーブルの上に置いた。

「レオンさん、何をするの？」

　不安そうに聞いた光坂君に、鈴影さんは、脇わきの下に吊つっていた銀の剣けんを抜きながら答えた。

「さっきの言葉が、本当に火狩の意思かどうかを確かめる。何かの力に動かされているのかもしれないから」

　何かの力!?

　私が意味をつかめないでいると、冷泉寺さんが教えてくれた。

「霊れいか、魔ま力りよくか、それとも人間以上の存在のエネルギーに憑ひよう依い、つまり取とり憑つかれて、それにしゃべらされているのかもしれないってことさ」

　息を吞む私の前で、鈴影さんは、火狩さんのシャツの後ろ襟えり首くびに手をかけ、そこに銀の剣をくぐらせて、いっきに下まで引き裂さき、さらに背をおおっていたコルセットを切り開いた。

　目の前に突然、夏の日焼けを残した男の子らしい背中が現れて、私はちょっと、ドキン。

　とたんに二人は、大変身っ！

「夢ゆめ美みっ！」

「こんな時に、何だっ！　節せつ操そうのないヤツだっ!!」

　わーん、私のせいじゃないっ！

　みぃんな、ピアスが悪いんだからっ!!

「静かにしてくれ」

　そう言って鈴影さんは、銀の剣の刃やいばの上に自分の指を置き、それをすうっとすべらせた。

　うっ、切れる！

　私は顔をしかめてしまったけれど、当の鈴影さんは、眉一つ動かさず、その血で火狩さんの背に聖なる五角星を描いた。

　それは、イエスの誕たん生じようを予告したベツレヘムの星の形を表すもので、神の力をその場に留とどめたい時に使う魔術の図形だった。

「天と地と聖せい霊れいの名において、命じる。現れよ、自みずからの力で語れ、憑依の者よ」

　そして、その五つの星のとんがりの一つ一つに十字を切り、そこに口づけた。

　私は思わず、目がまん丸っ！

　だって、とっても刺し激げき的てきっ!!

　筋きん肉にく質しつのきれいなカーブを描いた火狩さんの背に、鈴影さんの端たん整せいな横顔が重なり、唇が重なって、うっ、ドキンドキンが止まらないっ！

　たちまち二人は、大変身っ!!

「夢美っ！」

　ごめん・・・。
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「悪いけど、気が散るから、出ててくれ」

　鈴すず影かげさんは、私の方を振ふり向きもしないでそう言った。

　その表情は、厳しく、恐こわいほど真しん剣けんだった。

「冷れい泉せん寺じ、夢ゆめ美みを外に出せ。これから、ちょっとハードな作業をしなけりゃならないから、精神を集中したい」

　えっ、これ以上にハードな作業って、何っ!?

　と思ったその時、私は冷泉寺さんにつまみ出された。

　ドアがバタンとしまり、カチャッと鍵かぎがかかって、私は一人、廊ろう下かに置きざり。

　見っ、見たい、知りたいっ！

　それで、鍵穴あなにすがりつくようにしてのぞいてみたんだけれど、何も見えなかった。

　ううっ、好こう奇き心しんがうずく！

　ドアの中からは、火か狩がりさんのうめき声。

　わ、どうしたんだろ、何してんだろっ!?

　と思った直後、

「遼りよう!?」

　耳元で突然言われて、私はびっくり。

　振り向くと、パジャマ姿の玲れ奈なさんが来ていた。

　ドアの向こうからは、あえぐような火狩さんの声が響ひびいてくる。

「遼が、どうかしたの？」

　私は困って、とまどいながら言った。

「よくわからない。鍵がかかってて、入れなくて」

　その時、ひときわ高く火狩さんの苦しげな声が上がって、玲奈さんはビクッと体を震ふるわせた。

「何してるのっ!?　遼はケガ人なのよっ!!」

　彼女はガチャガチャとノブを動かし、大声でドアをたたいて叫さけんだ。

「開けて！　開けてよっ！　ここを開けてっ!!」

　ドアの向こうでは、火狩さんのあえぎがますます大きくなり、やがてうめくような低い吐と息いきが上がって、そして静かになった。

「開けてっ！」

　玲奈さんの声に応こたえるようにガチャッとドアが開き、冷泉寺さんが硬かたい表情で顔を出した。

「入っていいぞ」

　それを突つき飛ばすようにして、玲奈さんは中に入り、テーブルの上の血だらけの火狩さんを見て、絶ぜつ叫きようした。

　私も思わず叫び声を上げてしまったけれど、玲奈さんの、魂たましいをしぼり出すような大声にはダンゼン負けていた。

「遼・・・遼・・・ひどい、こんなっ！」

　ショックのあまり涙ぐんで、彼女は鈴影さんを振り返り、かすれた声で言った。

「遼に、何をしたの」

　鈴影さんは、血にまみれた半はん裸らの胸で大きく息をついて、ドサッとソファに腰こしを下ろした。

「質問に、答えてもらっただけだ」

　ソファの背もたれにぐったりと体を埋うめた鈴影さんの顔は、蠟ろうのようにまっ白で、その表情は、私が今まで見たこともないほどけだるげだった。

　すぐ冷泉寺さんがそばに寄よって、止し血けつを始めながら注意深く鈴影さんの様子を観察する。

「あんまりひどけりゃ、病院に送るぞ」

　鈴影さんは、涼すずしげなその瞳ひとみにふっと笑いを含ふくんで、彼女を見上げた。

「おまえで充じゆう分ぶんだ」

　一瞬、斜ななめにきらめいたその眼まな差ざしの甘あまやかさに、冷泉寺さんは凍こおりついたように手を止め、しばらくの間、身動きもできなかった。

　うっ、怜れい悧り、冷静、冷れい淡たん、冷れい徹てつ、冷れい酷こくと言われる冷たさ美人の冷泉寺さんさえも、凍りつかせてしまう鈴影さんの眼めの力っ！

　これはもう、女性悩のう殺さつ光線といってもいいくらい!!

　あんな近くでまともにあびたら、私だったら、もう頭がスクランブルしたあげくに、ハートが震しん度ど一〇〇。心臓だって飛び出してしまうっ!!

「いいかげんなこと言わないでよっ！」

　玲奈さんが金かな切きり声ごえを上げた。

「何が質問なのっ!?　遼は血だらけじゃないのっ!!」

　鈴影さんにつめ寄る玲奈さんに、光こう坂さか君が悲しそうに言った。

「これは全部、レオンさんの血だよ。火狩さんには、一つの傷もつけてない」

　私は、びっくりして鈴影さんを見た。

　彼は少しつらそうに眉まゆ根ねを寄せ、長いまつ毛を伏ふせていた。

　私は、信じられない気がした。

　こんなにも、自分を傷つけることができるなんて・・・。

　しかも自分で。

　私には、そんなこととてもできない、たとえどんな目的のためでも。

　それが、普通の人間だと思う。

　鈴影さんだって、初めはそうだったはずだ。

　でも彼はきっと、そこから抜け出し、自分の意思の力で自分の体と精神をここまで高めてきたんだ、総そう帥すいとしてふさわしくなるために。

　その裏で、どれほどの苦く痛つうと悲しみと孤こ独どくを味わわなければならなかったのだろうと考えると、痛いた々いたしかった。

　鈴影さんは、これからも、こんなふうにして生きていくのだろうか。

　自分を傷つけることを、少しも恐おそれないで、まっすぐに。

　そうしたら、今に傷だらけになって、そして自分の命をどんどん縮めてしまうんじゃない？

　私は、胸を締しめつけられるような気がした。

　あんまり壮そう絶ぜつすぎて、とても見ていられない。

　もっと他の生き方を教えてあげたかった。
















　鈴影さんを、今の位置から引き出して、普通の所まで戻してあげたい。

　私には、それができるんじゃないかって気がした。

　だって私は、鈴影さんの貴女ダアム候こう補ほ生せいだもの。

　彼自身が選んだ貴女ダアム候補なんだもの。

　彼を救うことができるかもしれない。

　彼を、もっと幸せにすることができるかもしれない！

「もう出てってください！　二度と来ないでっ!!」

　玲奈さんが泣くように叫び、鈴影さんは立ち上がった。

「精神の力をかなり使ったから、気き絶ぜつしているだけだ。心配いらない。すぐ病院に連れていって、コルセットを直してもらえば大丈夫だ。失礼する」

　ドアを開けて、鈴影さんは外に出、私もそれに続いた。

　一番後から出てきた冷泉寺さんが、私の脇わきを通って鈴影さんのそばまで歩み寄り、吐息とともに言った。

「あんたらしくなかったね」

　鈴影さんは足を止め、冷泉寺さんを見た。

　そんな彼に、彼女は皮ひ肉にくげな笑いを見せた。

「足元がフラついてるじゃないか。自分がそんなになるまでやっちまうなんて、みっともない。なぜそこまでやったか、当ててみようか。ないものを見つけようとしたんだ。だから思わず熱くなって、やりすぎた。そういうのは、あんたらしくないよ、総帥のレオンハルトさん」

　鈴影さんは、浅く笑って視線を落とした。

「私だって間ま違ちがえるさ。希望的に物を見たり、熱くなったりもするよ」

　半なかば伏せられたその瞳の中で、悲しみと自じ己こ嫌けん悪おが入り混じり、美しく淡あわい光を作り出すのを、私は見ていた。

「火狩とは、次じ期き当とう主しゆ選せん抜ばつ教きよう練れんで一緒だった。突然、敵にまわると言い出されて、動どう揺ようしないほど私は大人じゃない。・・・憑ひよう依いされていてほしかったよ。あいつの言葉じゃないと思いたかった。何かがあいつにそう言わせているんだと思いたかったんだ。なのに・・・まいったね、本心だ」

　私は、驚いて言った。

「火狩さんは憑依されていなかったの？」

「そうだ」

　うなずいて鈴影さんは、長いまつ毛の影を落としたその目を、強く輝かがやかせた。

「脱だつ退たいは、あいつの意思だ。あいつは私の騎き士し団だんから抜ぬけ、私を敵にまわして、何かをしようとしているんだ」

　光坂君が、びっくりしたように顔を上げた。

「何かって、何を？」

「わからない。だが火狩は、信しん念ねんと行動力を持った頭のいい男だ。身しん体たい能力も高い。それが、あんなに強く思い定めている以上は、必ずやりとげるだろう」

　そう言って鈴影さんは視線を上げ、ぐるっと、私たちを見まわした。

「私の敵にまわるということは、同時に君たちの敵にもなるということだ。気をつけろよ。・・・特に夢美」

　急に名前を呼ばれて、私はビクッ！

「君が一番危なそうだ。いいかい、敵にまわると宣せん言げんしたということは、私たちとの戦いを覚かく悟ごしたということだ。火狩は、もう今までの火狩じゃない。私たちの道は、分かれたんだ」

　言いながら鈴影さんは、美しいその瞳にせつなげな光を浮かべて、私を見た。

「絶対に火狩に近づくな、いいね」

　強く押しつけるように言ったその言葉を、鈴影さんが自分自身にも言い聞かせ、今までの友情に無理やり終しゆう止し符ふを打とうとしているのがよくわかって、そんな彼がかわいそうで、私は胸が痛かった。
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　帰宅するとホットラインのスイッチを入れ、ハンズフリーボタンを押して、聖せい樹じゆはソファに身を投げ出した。

　そのまま寝ね転ころび、手の中に握にぎりしめていた火か狩がりの指輪を、窓辺に置かれたボンボニエールめがけて放り投げる。

　磁じ器きの硬かたい音が響ひびいた。

「リーザ」

　体中が焼かれるように痛いたむ。

　まるで力が入らなかった。

　確かに冷れい泉せん寺じの言った通り、総そう帥すいらしくないことだ。

　胸には、希望に引きずられてここまでやった自分への嫌けん悪お感かんが満ちていた。

「リーザ、いるか？」

　かすれる声を何とか取りつくろって喉のどから放り出す。

　テレビ電話でなくて幸いだった。

　こんなところを見られたくない。

「おお、どした？」

　リーザの声が聞こえるや、急いで用件を告つげようとして舌したをかんだ。

　脳も筋きん肉にくも、どこもかしこもマヒしているらしい。

「火狩遼りようが、騎き士し団だんを脱だつ退たいした」

　鋭するどく、短い口くち笛ぶえが聞こえた。

「そりゃまた、どうしてだ」

　聖樹は、先ほどの火狩の顔を思い出す。

　わかったのは、何かを思いつめ、自分の人生を投げ出さんばかりの覚かく悟ごで突つき進もうとしているということだけだった。

「話さないんだ。ただ気がかりなのは」

　その言葉の先を、リーザが言った。

「アクスクーとの関係か？」

　聖樹はうなずく。

　アクスクーが、何らかの手段を使って自分の配はい下かに火狩を組みこんだということも、ありえないわけではなかった。

　そうだとすれば、火狩が敵にまわると宣せん言げんしたのも理り解かいできる。

「おまえが任にん命めいした新騎士たちに、アクスクーはまだ手を出してないと思ったけどな。調べてみるよ」

　聖樹は大きな息をついた。

「頼たのむ」

　瞬しゆん間かん、体をつらぬいて激げき痛つうが走る。

　うめき声がもれそうになるのをこらえ、何とか息を整えた。

「七しち聖せい宝ほうの新しい情報は？」

　リーザは、まいったといったような声を上げる。

「皆かい無むだ。引き続き、情報収しゆう集しゆうにあたる」

「よろしく」

　そう言って電話を切ろうとしたとたん、かすかな笑い声が聞こえた。

「どうも、お疲つかれのようだな。相当やったのか」

　聖樹は苦く笑しようする。

　隠かくしたつもりでも、つきあいの長いリーザの耳をごまかすことはできないようだった。

「大したことはないよ。一晩寝れば治る」

　リーザは笑い声を上げた。

「応援に駆かけつけたいところだが、こっちを留る守すにできんからな。こんな時は、抱いて眠らせてくれる女が必要なんだが」

　聖樹は、ふと夢ゆめ美みを思う。

　包みこむようなその微笑ほほえみを思い浮かべ、柔やわらかなその体を思い描いて、胸に痛みを感じながらそれを消した。

「女に慰なぐさめてもらえないのは、実に気の毒どくだ。オレも総帥になるのが夢だったが、おまえみたいな四し誓せい願がんを与えられるんじゃ、ならなくてよかったと思うよ。耐たえられん」

　聖樹は苦笑する。

　エネルギッシュなリーザには、確かに耐えられないことかもしれなかった。

「健けん闘とうを祈いのる。だが聖樹、頑がん張ばりすぎるなよ」

「わかった」

　電話を切り、激痛にあえぎながら考える。

　火狩がアクスクーの配下に入っていないとすれば、その目的は、もうただ一つだけしかないと。
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　鈴すず影かげさんに、あんな苦しげな顔を、もう二度とさせたくない。

　彼を守りたい！

　守って幸せにしてあげたい!!

　そう思って、私は考えに考えた。

　その結果、そのためには、火か狩がりさんがなぜ急に銀ぎん薔ば薇らを抜ぬけようとしたのかを知らなきゃならない、という結論に達したのだった。

　原因をつかんで、それを解決すれば、火狩さんはもう一度、鈴影さんのところに戻ってくれるかもしれない。

　友だち同士が敵味方に分かれるなんて、ダメだよ。

　私は、火狩さんの気持ちを探さぐり出そうと考えた。

　ところが、彼の学校はわからないし、携けい帯たい電話の番号も不明。

　わかっているのは家の場所だけで、私はしかたなく、その週の終わりに彼を訪ねることにした。

　ところが、ところがあっ！

　なんと、人じん吾ごが、オタフク風か邪ぜになった・・・。

「やだっ！　オタフクだなんてカッコ悪いっ!!　夢ゆめ美みちゃん、もしこのこと、ひと言でも人に言ったら、オレ、家出するからねっ!!」

　すっかりすねて、ふくれちゃって、ベッドにもぐったまま。

　熱も三十八度から三十九度ぐらいあって、目を離すことができなかった。

　おまけに、オタフクってうつるでしょ。

「ね、夢美ちゃん、人吾どう？　大丈夫!?」

　ひっきりなしに見舞いに来る天てん吾ごを、いちいち追い払はらわなくちゃならなくて、とてもとても、出かけられるような状態じゃなかった。

　しょうがない、来週にしよう。

　そう考えて延のばしていたら、その週の真ん中に、思いもかけないことが起こった。

　何と火狩さんが、うちの学校に転校してきたのだった。

　何でっ!?

　だって十月の転校生って、異い常じよう。

　しかも三年生ともなれば、よけいに！

　火狩さんを見た三年生のおネーサマたちは、もろ手をあげて大だい歓かん迎げいしていたけれど、私からそれを聞いた鈴影さんは、一気に殺さつ気き立った。

「これも、たぶん計画の一つだ。気をつけろ。夢美」

　で、私のそばにはいつも、鈴影さんか、冷れい泉せん寺じさんか、光こう坂さか君がついてくれることになったのだった。

　宏ひろしは、あれ以来、私たちと別行動をし、ロッジにも全然姿を見せなくなっていた。

　そのことも私は気がかりだったし、また、なくなった「星ほし影かげのブレス」の行方ゆくえについても、気にしていた。

　でも、あれこれ考えていても始まらないので、取りあえず自分にできることからやっていこうと決心したのだった。

　それで、うちのクラスで、火狩さんのクラスの人とつきあいのある子を見つけて、その子を通して、火狩さんに伝言をしてもらった。

　放課後、五時に、体育館の裏で待ってるって。

　来てくれるかどうかを心配しながら、私は鈴影さんの護ご衛えいでいったん家に帰り、それから時間をはかって、こっそり学校に戻った。

　体育館の壁かべに沿そって曲がると、その向こうにある非ひ常じよう口ぐちのドアに寄よりかかっている火狩さんの、すらりとした長身が見えた。

　もう遅い夕焼けに照らされたその横顔は、清せい潔けつで美しく、私は急に胸がドキドキした。

　考えてみれば、彼と二人っきりで話すのは、初めて会った日以来だった。

　そう思ったとたんに、胸に甘あまい想おもいがわき上がってきて、私は少しとまどった。

　今日、彼と会おうと思ったのは、銀薔薇脱だつ退たいのことを聞きたかったからで、決して、彼に会うこと自体が目的じゃなかった。

　それなのに、いざこうして目の前にしてみると、私はときめいて、それを止めることができなかった。

　うーん、やっぱり私は、この人を好きになっちゃったんだろうな。

　でも今日は、そんな気持ちで呼び出したんじゃない。

　もっと重大で神しん聖せいな目的のためなんだから、頑がん張ばろう！

　私は、自分の想いを抑おさえながら、火狩さんに近寄り、声をかけた。

「来てくれてありがとう。聞きたいことがあるの」

　瞬しゆん間かん、それまで遠くの方を見つめていた火狩さんが、ふいっとこっちを向いた。

　その、悲ひ愴そうな眼まな差ざし。

　あんなにあでやかだったあの瞳ひとみが、今は苦しみに満ち、何かの重みに耐たえているかのように暗く、それに見つめられて私は、自分が一気に凍こおりついてしまうような気がした。

「君は・・・オレがこの間、聖せい樹じゆに言った言葉を聞かなかったのか。オレは、君と敵対する立場に立ったんだ。近づくのは危険だ。こんなふうに呼び出すのもだ。オレが、何をしようとしているのか、君は知ってるのか」

　ぐいっとにらみすえられて、私は息を吞のみ、首を横に振ふった。

　すると彼は、少し頰ほおをゆがめ、自じ嘲ちよう的てきな笑いを作った。

「じゃ教えてやろう。よく聞いて、覚えておけよ。オレは、君をねらってるんだ」

　え。

「『月げつ光こうのピアス』をつけた君の心臓が、すべてのものに永遠の生命を与えると言われる君の心臓が、喉のどから手が出るほど、ほしい」

　その瞳が一瞬強く、激はげしく輝かがやいて、私をすくませた。

　私は息をつめて立ちつくし、彼は腕を伸ばして私の肩をつかんだ。

　ゾクッとした。

　うっ、夢と同じだっ！
















「オレに近づくな。でないと、オレはたぶん君を襲おそって、そして」

　その時、耳元でドカッとすごい音がして、火狩さんの手が離れた。

　見ると、私のすぐ脇わきの壁にぶつかったサッカーボールが、コロコロと地面を転ころがっていくところだった。

　その終点に、宏がいた。

「ラブシーンにゃ、まだ早いぜ」

　ボールの上にスパイクの足をトンとかけて、宏はその目をギリッとすえ、のめりこむように火狩さんを見た。

「行けよ、バカやろう！　次は、遠えん慮りよなく心臓のドまん中だ」

　火狩さんは、ちょっと笑って私を見た。

　その瞳の中に、悲しみと自じ己こ嫌けん悪おの深い陰かげがあった。

「そうだ、こういうイキのいいヤツに、守ってもらうといい。その方が安全だ。ただ、そいつがオレより強ければの話だけどね」

　そう言って火狩さんは、その顔に一瞬、挑いどむような輝きを浮かび上がらせて宏をにらみ、それから背を向けて、校舎の方に歩いていった。

　私は、一気に緊きん張ちようから解放されて、もうちょっとでしゃがみこんでしまうところだった。

　火狩さんは、変わってしまった。

　たまらなく私の心を惹ひきつけた火狩さんは・・・私に少し休めよって、甘えていいよって言ってくれた彼は、もうどこにもいなくなってしまったんだ。

　そう思うと、体の中を風が通り抜けるような気がした。

　私は、一生懸けん命めいそれをこらえ、自分を支えて、宏を振り返った。

「ありがとう」

　すると宏は、硬かたい表情で火狩さんの背中をにらみすえたままで言った。

「クラスのヤツが噂うわさしてたよ、おまえがあいつを呼び出したって」

　心に火花が当たるような気がして、私はちょっと、うつむいた。

「おまえ・・・ほんとにあいつに本気なの？」

　その声が急に大きくなるのを感じて、目を上げると、宏がすぐそばに来ていた。

「ほんとに!?」

　くい入るようにこっちを見つめる宏の目の中に、真しん剣けんで熱いきらめきが生まれて、私の心に射さしこんだ。

　そんなに真っすぐでひたむきで、突つきつめるようにこっちに向かってくる宏を見るのは、久しぶりのような気がした。

「たとえばオレが・・・オレがもし、おまえを好きだって言っても、もう遅い？」

　ドッキンっ！

　直後、宏は叫さけび声を上げながら、大変身っ！

　うっ、またやっちゃった。

「ごめんね。すぐ戻すから・・・私をドキッとさせて」

　ひざまずいて宏の顔をのぞきこみながら、私がそう言うと、彼は低くうなった。

「オレは・・・何もできないんだな」

　え。

「おまえを好きになっても、何もできないんだ。抱きしめることもできない、キスもできない、もちろん寝ることもだ！　ちっきしょう！　オレが何したっていうんだ!?　何でオレが、こんな目にあわなきゃなんねーんだよっ!!」

　大声で叫んで、宏は荒あらい息をくり返した。

「元に戻せよ。他の、普通の男と同じ体に戻せっ！」

　私は、胸が痛いたかった。

　宏が、変化のたびに苦しんだり、やけになったりするのは、その原因を作った私のせいなんだと思えて、苦しかった。

　そんな私に、宏はさらに重ねて言った。

「おまえに近寄らなければ、オレは人間でいられるけど、おまえのそばに来たらもう、そうじゃない。オレは、おまえの心臓の動きひとつで、どうにでもされちまうロボットなんだ」

　宏の顔に、激しい憎ぞう悪おの色がくっきりと浮かび上がって、私はドキンとした。

　憎にくまれていることがわかって、息が止まりそうだった。

　とたん、宏は再び大変化っ！

　苦しげにもがきながら、人間に戻った。

　私があわててカーディガンをはおらせると、宏はぎゅっと目をつぶり、たまらないといったように首を横に振った。

「オレに近づくなよ。オレは、おまえのいないトコに行きたい！」

　そこまで言われて私も、ついついカッとなってしまったのだった。

「私だって、好きでしてるわけじゃないでしょ。あんたこそ、私に近づかなけりゃいいじゃない」

　走って家に帰りながら、涙が止まらなかった。

　火狩さんとも、宏とも、うまくいかない！

　皆みんな、ピアスのせいだ!!

「夢美！」

　急に肩をつかまれて、びっくりして振り向くと、光こう坂さか君だった。

「夢美が今日、火狩さんと会ってるって噂を冷泉寺さんが耳にはさんで、さっきレオンさんが僕に様子を見てくるようにって・・・夢美、泣いてるの？　どうして!?　何があったの？」

　私は黙って、横を向いた。

　すると光坂君は、すぐ向きを変えて、私の正面に立った。

「話してよ。でなけりゃ僕、火狩さんのとこに行って聞いてくる」

　きっぱりと言って、こっちを見すえたみずみずしい瞳の中に、ノーと言わせない強い光があって、私の胸を打った。

　ああ光坂君は、とても純じゆん粋すいで、そして一いち途ずなんだ。

　でもそんな彼もまた、「月光のピアス」のせいで苦しんでいるのかもしれないと思って、私はつらかった。

「光坂君は、私を憎んだことない？　このピアスのことで」

　そう切り出すと、彼は初め、とまどったような顔をしていたけれど、やがてニッコリと人なつこい微笑ほほえみを浮かべた。

「それって、考え方しだいだと思うんだ。僕はね、人間でいる時は、それで楽しいし、猫ねこになった時はその時で、やっぱり楽しい。それぞれ、それ以外ではできないことができるからさ。それにこのことで、夢美と特別なつながりができたみたいで、うれしい気もする。夢美が飼かってくれるんなら、僕一生、猫のままでもいいぐらいだ。だから、気にしないで。そんなことぐらいで泣いたりしちゃだめだよ」

　その時、私は気づいたのだった。

　光坂君は、見かけは華きや奢しやで繊せん細さいだけれど、心はとっても強いんじゃないかって。

　だって変化するってことは、やっぱり大変なことだと思う。

　それを悩まずに、その状況を楽しむことができるって、強い。

「光坂君は、偉えらいね」

　私がそう言うと、彼はちょっとテレてうつむいた。

　夜の風が、その金の髪をサラッと揺ゆらしてふき過すぎて、あたりが一瞬、明るくなった。

「早く『星影のブレス』を取り戻せるといいね」

　私はうなずいて、そして火狩さんとも宏とも、元に戻りたいと思った。

　そのためなら、どんな努力でもする。

　こんなことで、ダメにしたりしたくない。

　七しち聖せい宝ほうを取り戻して、そうして私たちは元に戻るんだ！

　戻してみせる!!
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「レオンさんが、夢ゆめ美みに伝えてくれって言ってた。後で家に電話するようにって」

　げっ。

　火か狩がりさんと会ったことを怒おこるつもりなんだ。

　やだな。

　でも電話しろと言われてるのにしなかったら、ますます怒いかりを大きくするばっかり。

　それでしかたなく、した、夜。

　夕食の後片づけを終え、天てん吾ごをお風ふ呂ろに入れて、オタフクの治りかけの人じん吾ごと離して寝かしつけ、洗せん濯たく物ものをたたんで、明日の朝食の下準備をし、主しゆ婦ふとしてすべきことを全部やり終えて、いつ落ちこんでもいいように自分の布ふ団とんも敷しいて、パジャマに着替えたその後で。

　どうせ怒られるんなら、もう先に謝あやまっちゃった方がいいと思って、鈴すず影かげさんが出るなり、私は言った。

「すみませんでした」

　ふっと、電話の向こうの空気がゆるんで、彼がやさしく苦く笑しようしたのがわかった。

「火狩は、君に、なんて言った？」

　私は、あの時の火狩さんの激はげしい眼まな差ざしを思い出し、ゾクッとしながら答えた。

「私の、心臓がほしいって」

「ああ、やっぱり・・・」

　やるせなさそうな低い吐と息いきが、そっと私の耳に流れこんだ。

「そうくると思っていた。だからこそ火狩は、その前に騎き士し位いを返へん上じようしたんだ。そうやって、自分の気持ちにケリをつけたんだろう」

　私は、その時の火狩さんの心の中を思って、ちょっとシュンとした。

　友情を断たち切ってまで、永遠の命をほしがるなんて・・・。

　どうして火狩さんは、そんなに思いつめてしまったんだろう。

　いったい、いつの間に、そして何のために!?

「今日、これから火狩のとこに行く。ちょっと確かめたいことがあるんだ。その前に、君の家に寄よるからね。ピアスの力を貸してくれ」
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　それから十五分ほどして、家の前に、ジャッとタイヤをきしませて鈴すず影かげさんの車が着いた。

　華はなやかなエンジのゲンバラ・カー。

　うっ、高そう！

　それにしても、いったい何台の車を持ってるんだろ。

　感心しながら私が玄げん関かんに出ていくと、運転手さんの開けたドアから、鈴影さんがちょうど姿を現すところだった。

　しなやかな体をねじるようにして夜の中に降り立った鈴影さんは、脇わきをしぼって体にぴったり合わせたベストを着ていた。

　明るいグレーのそれが、門もん灯とうの明かりをはね返して銀色の鎧よろいのように見え、私は思わず、ドキン。

　とたん、車の後部座席で声が上がって、よく見ればそこに、銀色の狼おおかみと猫ねこがいた。

　あら、宏ひろしに光こう坂さか君。

「冷れい泉せん寺じさんだけ、いないのね」

　何げなく私が言うと、鈴影さんは笑った。

「鷹たかは、トリ目だから、夜は役に立たなくてね」

　私がぷっとふき出して笑っていると、開けっぱなしだったドアから、光坂君がゆっくりと出てきて、ひょいっと私の腕の中に飛び上がった。

「こんばんは、夢ゆめ美み」

　そう言って、柔やわらかな体をすり寄よせながら、私の頰ほおをなめる。

　うーん、これもキスのうちかな。

　くすぐったく思いながら車へと目をやれば、中で宏がふてくされていた。

　つんと向こうを向いたっきり、こっちを見ようともしない。

　さっきの喧けん嘩かを思い出して、私はちょっと意地を張りたくなり、鈴影さんに言った。

「宏も一緒なんですか。騎き士し団だんを抜ぬけるなんて言って大おお騒さわぎしたくせに・・・」

　宏は、くやしそうに私をにらんだけれど、何も言わなかった。

　鈴影さんがくすくす笑って、私の腕の中から、いやがる光坂君を抱き取った。

「無理やり連れてきたんだ。これから、人間じゃできないことをしに行く。それで、二人を二匹にしてほしかったわけ」

　エメラルド色に輝かがやく光坂君を抱いている鈴影さんは、いつもよりいっそう気品に満ちて美しく、気高く見えた。

「またキスのまねごとでもしなけりゃならないのかと思って、少し頭が痛いたかったんだけれど、助かったよ」

　うっ、もったいなかったような、そんなこと言ってちゃいけないような、複雑な気分。

「じゃあね、行ってくる」

「火か狩がりさんの家に、何しに行くの」

　私が聞くと、鈴影さんは、魅み惑わく的てきな黒い瞳ひとみに、ふっと笑いを含ふくんだ。

「忍しのびこんでブレスの手がかりを探す」

　え・・・。

「『星ほし影かげのブレス』を盗ぬすんだのは、たぶん火狩遼りようだ」

　私は、驚いて言った。

「だって彼は、あの時、心臓が二度も止まってしまって、病院で面会謝しや絶ぜつだったでしょう。とても歩けるような状態じゃなかったと思うけど。それに私たちは、その部屋の前に、ずっとつめてたんだし」

「そのあたりを、はっきりさせるために行くんだよ」

　そう言いながら鈴影さんは、私を見つめる瞳をやさしく揺ゆらめかせた。

「一緒に来る？」

　もちろんっ！

　だって私は、騎士団の貴女ダアム候こう補ほだもの。

　そう言おうとした時、車の中から宏が叫さけんだ。

「だめだ、危ない」

　私はびっくりして宏を見、そこに真しん剣けんな瞳を見つけた。

　心配してくれてるんだ。

　そうわかって、胸がジーンとした。

　ああ宏は、私の何もかもを憎にくんでるわけじゃないんだ。

　ちゃんとやさしい気持ちも持ってくれている。

　そう感じて、うれしかった。

「ありがと」

　車に乗りこみながら私が言うと、宏はあせって、そっぽを向いた。

　前髪というか鬣たてがみが、窓から入りこむ風に乱みだれて、意地を張ってるみたいなその横顔を、やさしく隠かくした。

「で、どうやって調べるの？」

　光坂君が聞くと、鈴影さんは運転席のシートの背に腕をかけながら私たちを見まわした。

「火狩遼が犯はん人にんだとすれば、彼は、病院から抜け出して家に戻り、冷泉寺を殴なぐってブレスを盗んだことになる。が、あの大ケガの直後だ。よろめいて倒たおれたり、壁かべに寄りかかったりしているはずだ。あの家の絨じゆう毯たんか壁に薬の臭においとあいつの臭いがついていれば、もう間ま違ちがいない。ただし、そのすぐ後、退院してきているから、その時歩いた場所と違う所、つまり冷泉寺が倒れていたあたりに、都合よく臭いが残っていてくれるといいんだが・・・。これは、高たか天まの仕事だな」

　宏は、ゆっくりとうなずいた。

「あの病院の理事長にアポを取ってあるから、私は彼に話を聞いてみる。あの日、面会謝しや絶ぜつの火狩に付き添そった看かん護ご師しを調べて、本当にずっと病室にいたかどうかを確かめるためだ。もう一つ、あの時の病室を見せてもらって、私たちがいたドア以外に出入り口がないかどうか、それから退院の状況についても調べるつもりだ」

　ふむ。

　とすると、光坂君の役目は、やっぱりこれだよねっ！

「じゃ光坂君は、病院から火狩家までの間を縄なわ張ばりにしている猫の間をまわって、あの日、火狩さんを見かけた猫がいるかどうかを聞いてみるのよね」

　瞬間、車の中は、われんばかりの大だい爆ばく笑しようっ！

　宏はもちろん光坂君も、鈴影さんまで、さらに、さらにっ、運転手さんまで笑っていたっ!!

「何がおかしいのよ」

　私がふくれると、宏はあきれたといったように、こっちを見た。

「マンガじゃあるまいし、どこの世界に聞きこみやる猫がいるんだよ」

　いるじゃないのよ、ほらここにっ！

「光坂は、人間なみの猫だけれど、普通の猫は、それほど知ち能のうが高くないから、たとえ聞いても答えられやしない。だいたい、ものを聞くってこと自体が、不ふ可か能のうだけどね。猫語があるわけじゃないし」

　鈴影さんにそう言われて、私は思わず叫んでしまった。

「え、猫語って、ないのっ!?　・・・知らなかった！　猫には猫語があるんだとばかり思ってた・・・」

　このひと言で、私は二度目の爆笑をかってしまった、うっうっう……。

「夢美は、ロマンチストなんだよね。ドリトル先生のファンなんだよね」

　光坂君が一生懸けん命めいかばってくれたけれど、それも、くっくと笑いながらなんだもの。

　真剣さを疑うっ！

「光坂の役目は、火狩家に忍びこんで、庭でひと騒ぎして、家の中の連中を外に飛び出させることさ。その間に高天が、中に入りこむ」

　ああ、なるほどね。

　やがて車は、火狩家の前に着き、宏と光坂君が静かに降りた。

「気をつけてね」

　闇やみの中で、光坂君のエメラルド色の瞳がキラッと光った。

「うん」

「まかせとけって」

　宏が元気よく言って、ひらっと身をひるがえし、塀へいの中に消えた。

　続いて光坂君が飛びこんでいき、車は発車して、私と鈴影さんは、病院の理事長の家へと向かったのだった。
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　その家は、病院の裏手にあって、理事長はこの上なくていねいに、私たちを扱あつかってくれた。

　たぶん、ミカエリス家の当とう主しゆで「銀の薔ば薇ら騎き士し団だん」の総そう帥すいという鈴すず影かげさんの立場に、敬けい意いを払はらっていたのだと思う。

　あるいは、ミカエリス家の力と地位をよく知っていて、それにへつらったのかもしれない。

　そんな理事長に対して、鈴影さんは、いつもと変わらない静かさと品格をもって応こたえていた。

　大人で、しかも社会的地位のある人にこれだけ持ち上げられながら、浮うわつきもせず、かといって用心深くなりすぎもせず、いつもと態度が変わらないって、すごい。

　やっぱり鈴影さんは、総帥にふさわしい器うつわなんだ、エリートなんだよね。

　そう思えて、それがうれしかった。
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　その家で私たちが得えた情報は、非ひ常じように重大な意味を持つものだった。

　まずは、火か狩がりさんのいたあの病室には、南側に窓があって、出ようと思えばそこから脱だつ出しゆつすることが可か能のうだったということ。

　そのうえ、付き添そった看かん護ご師しさんが、決定的な証しよう言げんをした。

　つまり火狩さんが、痛いたくてたまらないから鎮ちん痛つう剤ざいを追加してほしいと言い、彼女が病室をあけた隙すきに、彼は姿を消していたのだった。

「私が戻ったら、患かん者じやさんはもうどこにもいなくて、窓が開いていました。私はもうオロオロするばかりで、自分の責せき任にんを問われるのが恐こわくて、報ほう告こくする決心がつきませんでした。でも、そうして迷っているうちに、患者さんが戻ってきたんです。でも、その時はもうひどく状態が悪くて、まもなく三度目の心しん拍ぱく停てい止しを起こしました。でも不思議なほどすぐに回かい復ふくして、ほっとしましたけど・・・私、どうしても言い出せなかったんです、すみませんでした」

　この後、火狩さんは突然、退院すると言い出して、医い師しが止めるのも聞かず、看護師を振ふり払はらうようにして、一人で帰ってしまったのだった。

　これらのことから、鈴すず影かげさんは、こう推すい理りした。

「火狩はたぶん、二度目の心拍停止から回復した時、自分の命が危ないと感じたんだ。それで『星ほし影かげのブレス』で命を保ほ留りゆうするために、家に帰った。そして廊ろう下かにいた冷れい泉せん寺じを気き絶ぜつさせ、ブレスをはめて、病院に戻った。重じゆう傷しようの体で動いたために、また心拍停止を起こしたが、ブレスの力か、あるいは自分の体力かで、何とかもちなおした。そうなったらもう、医師なんか必要ない。むしろ、いろいろ検けん査さされたら、困ることもあるだろう。それで急いで退院した。次には当然、君の心臓の血が必要になる。それがあれば、もう確実にこの世に永えい住じゆうできるからだ。それで君に近づくために、同じ学校に転校した。でも、実際に君を襲おそう段になると、さすがにためらわずにいられない。その気持ちが、私に近づくなと言わせたんだ。これは、あくまで仮定だけどね」

　私は、信じたくなかった。

　でも、実際にこの目で見た火狩さんのあの激はげしい眼まな差ざしと、この耳で聞いた彼の言葉が、胸に強く焼きついていて、鈴影さんの推理を否定するだけの力を出すことができなかった。

　とまどいながら私は、口を開いて言った。

「でも、そうだとすれば、騎き士し団だんの指輪を返しに来た時にはもうブレスをはめていたわけでしょう。憑ひよう依いを確かめた時、鈴影さんはブレスを見た？」

　鈴影さんは、サラッと髪を揺ゆらして、首を横に振った。

「いや。肩にも腕にもなかった。だが、ブレスは体のどこにつけてもいいわけだし、それに私たちの前に出るのなら、目立つところにつけるようなまねはしないだろう。つけていたとすれば、たぶん足首か、ふくらはぎだ。ともかく高たか天またちと合流して新しい情報を入れてから、もっとしっかりとした予よ測そくを立てて、今後の動きを決めよう」

　鈴影さんがそう言ったので、私は少し元気が出た。

　そうだ、宏ひろしたちが火狩さんの家を調べてるんだ。

　そこから、今までの見方と全然違ちがった、思いもかけない犯はん人にん像ぞうが浮かんでくるかもしれない。

　そうなればいいな。

　そう考えながら私は車に乗り、火狩家へと向かった。

　ところが、私たちは二人に会えなかったっ！

　明かりの消えた火狩家は、夜の中に沈んでいて、宏と光こう坂さか君の姿はどこにもなかった。

「もう出てきてもいい時間なんだが」

　時計に視線を落としながら鈴影さんは、用心深くその目を光らせた。

「少し待ってみようか」

　心に不安が広がっていくのを感じながら、私は鈴影さんと一緒にそこで待っていた。

　でも、待てども待てども、いっこうに二人は出てこず、門の中は静まり返ったままだった。

　鈴影さんはドアを開け、車外に降りて、中の様子をうかがいながら家のまわりを一周し、また戻ってきた。

「どうも、おかしい・・・次の手を打たなけりゃいけないかもしれない」

　私は、ビクッとして窓に飛びついた。

「次の手って？」

「たぶん、中で何かがあったんだ」

　身をかがめ、長い脚あしを伸ばして鈴影さんは車に乗りこんでき、運転手さんに私の家にまわるように言った。

「とにかく、君を家に送るよ。もう真夜中過すぎだ。これ以上はつきあわせられない。後は、私にまかせてくれ」

　考え深げに口をつぐんだ鈴影さんの上品な横顔に、しだいに思いつめたものの影が広がり、その表情が鋭するどくあざやかに冴さえていくのを見て、私は胸がドキドキした。

　鈴影さんは、いったい何を考えているんだろう。

　それに宏たちは、どこに行ってしまったんだろう。

　それを思うと、このまま家に送ってもらっても、とってもじゃないけど、安あん穏のんと寝る気分になんてなれなかった。

「十二時過ぎても、平気です。一緒に行動したい」

　私はそう言ったけれど、鈴影さんは、受けつけなかった。

「だめだ。女の子は、夜は眠るんだ」

　うっ、鈴影さんって、変なところで差さ別べつ意識持ってるのね。

「こんな気持ちじゃ、眠れません」

　すると、鈴影さんは、ふっと私を見た。

「じゃ、眠らせてあげようか」

　その瞳ひとみの中に、うっとりするほど艶つややかで甘あまい輝かがやきが浮かび上がり、それがしだいに強く大きくなって、私を包んだ。

「私の胸でよければ」

　ドッキン！

　その瞬しゆん間かん、ギイイッときしむような音を立てて車が急きゆう停てい止しし、反はん動どうで私は、本当に鈴影さんの胸に、まっすぐ飛びこんでしまった。

　きゃあっ、ごめんなさいっ！

　直後、息も止まるほどぎゅっと抱きしめられて、びっくりした。

「夢ゆめ美み」

　耳元で名前を呼ばれたような気がして、あわてて顔を上げると、鈴影さんはもう運転手さんの方を振り向いているところだった。

「どうしたっ!?」

　運転手さんはメガネを飛ばしたままで、こっちを振り向いた。

「道路に、何かが・・・」

　鈴影さんはドアを開けて飛び出していき、私は胸をドキドキさせながら大きく息をついた。

　聞き違いよね、あれって。

　だって、前後が、そーゆームードじゃなかったもの。

　きっと、私の妄もう想そうだ。

　鈴影さんがあんまり素す敵てきに見えたものだから、思わず空くう想そうが発展し、精神的によろめいてしまったのに違いない、反省しなくちゃ。

「ライトをハイにしてくれ」

　鈴影さんの声で、運転手さんがカシャッとレバーを切り換かえると、ひときわ強く照らし出された道路に、何かが横たわっているのが見えた。

　大きな物と、それからその半分弱の小さな物。

　何!?

　目をこらして見つめる私の前で、鈴影さんが両腕を伸ばして、そっとそれらを抱かかえ上げた。

　一瞬、あざやかな銀色とエメラルド色がライトを反はん射しやし、私の目にはっきりと、血にまみれた狼おおかみと猫ねこが映った。

　私は思わず大声を上げそうになり、自分の口を両手でおおった。

　宏と、光坂君だっ！
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「今、元に戻すのは、まずい。ケガがひどいかもしれないから、体力を使わせない方がいい」

　そう言って鈴すず影かげさんは、彼らを車に乗せ、ロッジまで運んでベッドに寝かせた。

　意識もなく、ぐったりと横たわる二人は痛いた々いたしくて、私は胸が裂さけてしまいそうだった。

「お医者さんは？」

「普通の医い師しじゃ、見てくれないだろう。やむをえん、冷れい泉せん寺じを呼ぼう」

　鈴影さんが電話をかけると、冷泉寺さんはすぐ飛んできた。

「見せろ、どこにいる!?」

　叫さけびながら彼女は、大きなストライドでカツカツとロッジに入ってきて、二人のベッドの脇わきに立ち、それぞれをのぞきこんだ。

　私が息を吞のむようにして、そんな彼女の顔色をうかがっていると、彼女はすっと青ざめ、目を見開いて顔を上げた。

「レオン・・・何だ、これ!?」

　その異い様ような反応に、私は驚き、恐おそる恐るそばに寄よって冷泉寺さんの手元を見た。

　それは、光こう坂さか君の首のあたりだったのだけれど、長く柔やわらかな毛に包まれたその肌はだに、くっきりとＸＸＸという焼やき印いんが押されていたのだった。

「光坂の体に四カ所、高たか天まの体に三カ所あるぜ。何だ、この刻印は」

　突きつめるように言った冷泉寺さんに、鈴影さんは、ちょっと息をついて答えた。

「正式名称は、烙痕ステイグマダだ。別名、魔ま女じよの嚙かみ痕あと」

　魔女の嚙み痕っ!?

「ボルシュタットの『悪あく魔まの鍵かぎ』によれば、烙痕ステイグマダというのは、人間以外の存在のエネルギーが作用した場合に、その跡あとに残るものだ。七しち聖せい宝ほうや、その他一般の魔力などが働いた時、その場所には必ずこの印しるしが浮かび出ると言われている」

　その時、宏ひろしが低くうめいて、うっすらと目を開けた。

「アキは？」

　それが最初の言葉だった。

　ああ宏らしいなって思って、私は胸が痛かった。

　責せき任にん感かんが強いから、いつも人のことを先に心配する。

　自分のことは、あまり言わない。

「アキは、どう？」

　そこまで言って宏はぎゅっと顔をしかめ、それからうめくように続けた。

「ちっきしょう、痛いてえ・・・アキは、大丈夫？」

「おまえ程度には大丈夫だ」

　冷泉寺さんが言って、ちらっと光坂君のベッドを見た。

　彼はまだ、意識が戻らない。

「状況を説明しろ。でないと、手当てのしようがない」

　宏は、額ひたいにビッシリと冷や汗を浮かび上がらせながら、あえぐようにうなずいた。

「アキが、庭でみんなの注意を引きつけているうちに、オレは中に入って、あちこち調べてたんだ。そうしたら突然、強い光の筋すじが空を走って」

　光の筋!?

「オレに当たった。すごいショックだった。当たったとこの皮ひ膚ふがブッちぎれて、そこからカアッと熱くなって、体中が黒コゲになっちまうような気分・・・」

「その光を、使った人間を見たか？」

　横から鈴影さんが聞くと、宏は大きな息をついた。

「いや、見てない・・・光だけが突然、来たんだ。三発くらって、もうフラフラさ。アキも、庭でやられたらしい。それでとにかく退たい散さんして、引きあげてきたってわけ。だけど、つかむことはちゃんとつかんできたぜ」

　宏は、苦しげにゆがめたその頰ほおに、わずかに誇ほこらしげな笑みを浮かべて、鈴影さんを仰あおいだ。

「廊ろう下かで、犯はん人にんは一度、『星ほし影かげのブレス』を落としてる」

　鈴影さんは目を見開き、私はコクンと息を吞んだ。

「それでもう一度、拾ってるんだ。絨じゆう毯たんに薬の臭におい、ブレスの臭い、それから火狩の臭いが一緒についていた。ブレスを盗ぬすんだのは火狩だ。間ま違ちがいない」

　私は、ぎゅっと両手を握にぎりしめた。

　やっぱり！

「よし、わかった」

　言って鈴影さんは、指を伸ばして宏の髪をかき上げ、その汗をぬぐった。

「ゆっくり寝てろ。後は私がやる」

　宏は、熱っぽいその目からふうっと力を抜ぬいてうなずき、それから、すがるように鈴影さんを見た。

「レオン、アキをほめてやってよ。あいつに、あんな根性があったなんて、オレ、知らなかった。オレを、かばおうとしたんだぜ。驚きだったよ。あいつにかばわれるなんて、思ってもみなかった・・・」

　言いながら宏は、うっとりと目を閉じ、やさしく笑った。

「あいつ、いい男になるよ、今にきっと」

　血のにじんだ唇くちびるを微笑ほほえみの形に止めたまま、宏は引きこまれるように眠りに入っていった。

「高天・・・おい、高天っ！」

　冷泉寺さんが言って、パンパンと宏の頰をぶったけれど、彼はもう口を開こうとしなかった。

「脈みやくが落ちてる・・・呼吸も危なっかしいな。父をたたき起こして、研究所を開けさせよう。そっちに運んだ方がよさそうだ。レオン、手を貸せ」

　早口で冷泉寺さんが言って、携けい帯たい電話を出し、鈴影さんは車を準備するために飛び出していった。

　そのドアの音で、光坂君が体中をビクッとさせ、おびえたようにパッと大きな目を開けた。

　私はあわててそばに寄って、彼をのぞきこんだ。

「大丈夫？」

　光坂君は、ほっとしたように大きく息をつき、自分を捕とらえている息苦しさから逃のがれようとして、わずかに体をねじった。

「夢ゆめ美み、もっとよく顔を見せて。手を・・・僕の手を握って！」

　その息はかすかで、そして熱かった。

「ねぇ夢美、もうこれでお別れになるかもしれないから、教えてよ。僕は、少しは男らしくなれた？」

　いつもは澄すんで高いその声を、荒あらい息で途と切ぎれさせ、かすれさせながら、光坂君はじいっと私を見上げた。

　透すき通りそうな色白のその頰には、血がこびりつき、砂がくいこんで痛々しい。

「聞かせてよ、聞きたいんだ、ねえ！」

　ひたむきな瞳ひとみに宿ったせつなげな陰かげが、私の胸をつき、心にしみこんで、私は泣きたい気持ちで言った。

「私たちは皆みんな、光坂君をすごいと思ってるよ。あなたはとても男らしくなった。だから頑がん張ばって、ここを乗り切って！　お別れなんて言ったらダメよ」

　すると光坂君は、ちょっと笑って、その瞳をうつろにした。

「ありがと。今まで僕は、大したことない人生を送ってきたけど、今、夢美にそう言ってもらって、なんか自分に価値があるみたいに思えてきたよ。うれしいな」

　そう言って目め尻じりからこめかみへと涙をこぼしながら、光坂君は体中の力を抜き、首を横にたれた。

　死んでしまったように思えて、私は思わず揺ゆさぶろうとし、冷泉寺さんに止められた。

「動かすな」

　私は叫んだ。

「死んじゃったのっ!?」

「気き絶ぜつしただけだが、脈みやく拍はく結けつ滞たいだ。死ぬ可か能のう性せいがないわけじゃない」

　私は強く目をつぶり、唇をかみしめた。

　こんなのって、ひどい！

　これをしたのが火狩さんなら、私は一生、彼を許さない!!
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　宏ひろしと光こう坂さか君が、冷れい泉せん寺じさんのパパの研究所に収しゆう容ようされるのを見届けてから、私は家に帰った。

　鈴すず影かげさんが送ってくれた。

　家の門に着くころには、朝の初めの光が、あたりに降ってきていた。

「鈴影さんは、これからどうするの？」

　私が聞くと、彼は、その瞳ひとみの中に涼すずしげなきらめきを浮かべた。

「とにかく、ブレスを持っているのは火か狩がりだとわかったわけだから、直接、彼と接せつ触しよくする。そして取り返す」

　きっぱりと言った鈴影さんに、私はちょっと息を吞のんだ。

「取り返すって・・・そんな簡単にいかないでしょう？」

　様子を探さぐりに行っただけの宏たちでさえ、あの有あり様さまなのに、そのうえブレスを取り返すなんてことになったら、もう想像しただけで、恐こわいよっ！

「どうするの？」

　私が突つっこむと、鈴影さんは少しつらそうに、顔をそむけた。

「決まっている。初めは言葉で説せつ得とくし、それでだめなら、力でねじ伏ふせる。それでも聞かなければ、最終的には殺すしかない」

　私は、びっくりした。

「そんなこと・・・鈴影さんにはできないよ！　だって火狩さんは、鈴影さんの友だちだったんでしょう。そんな人を殺すなんて、できっこない」

　瞬しゆん間かん、鈴影さんはカッと目を見開いて、私を見た。

「私は総そう帥すいだ。味方を守り、敵を殺し、七しち聖せい宝ほうを取り戻す。それが仕事なんだ。高たか天まと光坂があんな目にあわされたというのに、今ここでそれができなかったら、今までの私の人生は何だ!?　私はそれをするために生きてきたんだぞ。殺すと決めたら、必ず殺してやる」

　自分の誇ほこりと存そん在ざい意い義ぎをかけて、私をねじ伏せようとするその激はげしい眼まな差ざしの前で、私は大声で逆らった。

「それは間ま違ちがいだって！　鈴影さんは、そんなことのために生きてきたんじゃない！　前にも言ったけれど、鈴影さんは、一人の人間として幸せになるために、生まれてきたんだから。そのために生きてるんだから！　絶対にそうよ!!」

　体中で、夢中で叫んだので、私は息が苦しくなって、ハアハアと口で呼こ吸きゆうをくり返した。

「だから、間違わないで！」

　そんな私を、鈴影さんはのめりこむように、じいっと見つめた。

　私は、すっかり言葉を使い果はたして、祈いのるような気持ちで鈴影さんを見つめ返すばかりだった。

　わかってほしかった。

　私が鈴影さんを、守りたいと思っていることを。

　幸せにしてあげたいと思っていることを、わかってほしかった。

　だって、私は鈴影さんの貴女ダアム候こう補ほだもの。

　彼が自分で選んだ、彼の貴女ダアム候補なんだ。

　だから彼のために、できるだけのことを、力いっぱいしてあげたい。

　その気持ちを、鈴影さんに少しでも伝えたくて、私は一いつ心しんに彼を見つめた。

　自分の全部をそそぎこむようにして、見つめた。

　鈴影さんも視線をそらさず、私たちは、しばらくの間そうして見つめ合い、やがて彼が目を伏せた。

「いつも・・・君に、驚かされる」

　そう言って鈴影さんは、どこか遠くを見るようにその目を少し細めながら微笑ほほえんだ。

「私の知らないことばかりを話して、私を不安にし、揺ゆさぶって、私の自信を突きくずす。私をこんなに不安にできるのは、世界中できっと、君だけだ」

　それは美しく、でも胸が痛いたくなるほど悲ひ痛つうな感じのする微笑みだった。

「もし、もう少し早く出会えていたら、君の言う通りにできたのかもしれない。だが、もう遅すぎる。私は総帥だ。与えられた責せき務むは、果たさなければならない」

　私は、息がつまるような気がした。

　彼が、やさしいけれどもはっきりとした口調で、私を拒きよ否ひするのを聞いて、もうどうしていいのかわからなかった。

「今度の件では、私は確かにモタモタしすぎている。相手が、火狩だからだ。だが、それももういいかげんに振ふっ切らなけりゃならないだろう。明日の夜までには、すべてのカタをつけるつもりだ。そしてブレスをこの手に取り戻す」

　毅き然ぜんとした光を、その瞳に立ち上がらせて鈴影さんは言い、身をひるがえすようにして車に乗りこむと、静かに走り去った。

　それを見つめて私は、しばらく途と方ほうにくれてしまった。

　さあ、どうしよう！

　でも、すぐ、はっと思いついたんだ。

　鈴影さんがそれをやる前に、私がしちゃえばいいんじゃない？

　私が火狩さんのとこに行って、彼を問とい質ただして、説得して、まず「銀の薔ば薇ら騎き士し団だん」の騎士に戻す。

　そうしたら、彼がその身にブレスをつけていたとしても、何も問題ないはず。

　だって私だって、ピアスをつけてるんだもの。

　鈴影VS火狩だと、男同士だから、ちょっと話がもつれると、殺すの殺さないのというぶっそうな成りゆきになってしまうけれど、その点、私は女だから、なんとかうまく・・・。

　そこまで考えて、私はゾクッ。

　いっけない、火狩さんは私の心臓をねらってたんだっ！

　獲え物ものVS狩かりゆ人うどだった。

　うまくいくどころか、すぐ殺す、心臓を取るって話になってしまうはず、まずいな。
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　どうかしている・・・。

　聖せい樹じゆはため息をつき、いらだって部屋の中を歩きまわった。

　いったんソファに腰を落ちつけるものの、気分が落ち着かない。

　すぐまた立ち上がって、歩く。

　両りよう腕うでを開き、見知らぬものでも見るように見まわした。

　自分のしたことが信じられない。

　車が急きゆう停てい止しし、夢ゆめ美みの体が胸の中に転ころがりこんできた時、思わず抱きしめた。

　それだけでなく、その名前を呼んだのだった。

　心からいとおしさがほとばしり出て、我が慢まんできずに夢中で呼んだ、愛をこめて。

　聖樹は大きく首を横に振ふり、両腕を空中に投げ出す。

　まったく何てことだ。

　四し誓せい願がんを破やぶる気か。

　破って、総そう帥すい位いを返へん上じようするのか。

　冗じよう談だんじゃない。

　非ひ常じよう事じ態たい宣せん言げんが出され、騎き士し団だんが戦せん闘とう態たい勢せいに入っているという今、自分個人のことにかかずらっている場合か。

　そんなつもりじゃなかった。

　じゃ、どんなつもりだったんだ。

　どんなつもりで抱きしめた？

　答えが見えない。

　聖樹は歩きまわり、天てん井じようを見上げる。

　まいった・・・。

「聖樹、いるか？」

　ホットラインのスイッチが入り、リーザの声がした。

「やはり、アクスクーが火か狩がりに接せつ触しよくした形けい跡せきはないぜ」

　聖樹はうなずく。

「わかった。引きつづき情報収しゆう集しゆうを頼たのむ」

　電話を切りかけて、ふと口にした。

「リーザ、おまえ、誰だれかに恋したことって、ある？」

　電話の向こうが突然、静まり返る。

　沈ちん黙もくが続き、聖樹は息を吞のんだ。

　緊きん張ちようして返事を待っていると、やがてリーザの声がした。

「オレなら、始し終じゆう、恋してる。世の中にゃ、かわいい娘こも、いい女もたくさんいるからな。だけど、おまえはまずいだろ」

　わかっている。

「おい、深入りするなよ。本気になるな。それこそアクスクーの思うつぼだ。利用されるぜ」

　わかっている。

「聖樹、何とか言えよ。黙りこまれると、心配になる」

　渇かわいた喉のどを開いて、ようやく言った。

「心配いらない。わかってるから。じゃあな」

　電話を切って、強く奥歯をかみしめる。

　ヨハンナの、にらむような笑顔が思い出された。

　聖樹は両手で髪をかき上げ、指先を髪の中に埋うずめたまま握にぎりしめる。

　ち、きしょうっ！
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　私は夢中で考えた。

　でも、ちっともいい方法を思いつくことができなかった。

　それでとにかく家に入って、朝ご飯の仕し度たくを始めることにしたんだ。

　台所は、私の世界。

　ここでお料理をしている時が、私は一番落ち着ける。

　トントントンとか、シャキシャキシャキとか、バシャバシャバシャとか、グツグツグツとかやってると、頭がすっきり冴さえてくる。

　きっと、いい考えも浮かぶはず。

　えっと、今日の朝ご飯は、和風にしよう。

　塩ザケ、卵焼き、ほうれん草のおひたし、大根おろし、しじみのみそ汁、うめぼしに海の苔り。

　あとはタラコに明めん太たい子こっ！

　タラコと明太子なんて、どうもぱっとしない取り合わせだけれど、人じん吾ごは、明太子でなくっちゃおいしくないって言うし、天てん吾ごは、タラコでなくちゃ食べられないのよ、へんな双ふた子ご。

「おはよう夢ゆめ美みちゃん、町内マラソン行ってくるからねっ！」

　人吾は、オタフク風か邪ぜも治なおって、いつもの元気を取り戻した。

「おはよう夢美ちゃん、僕、夢美ちゃんが夜中に家を出ていく夢見ちゃった」

　うっ、ギックリ。

　天吾は、意外と鋭するどいのよ。

「家出しちゃ、いやだよ」

「バカね、あんたたちを置いてなんていきません。さ、パパを起こしてきて」

「うん！」

　大きくうなずいて、天吾は台所から出ていった。

　私は、まな板に向きなおり、ほうれん草をストンと切りかけて、手を止めた。

　いいことを思いついたの。

　玲れ奈なさんのこと。

　火か狩がりさんと同居してるあの人に、ひと役買ってもらったらどうかな。

　よく事情を話して、わかってもらって、そうしてあの人から火狩さんを説得してもらう。

　そうすれば、私は直接、彼と接せつ触しよくせずにすむ。

　玲奈さんが話にのってくれるかどうか、イマイチ心配だったけれど、とにかくやってみなけりゃ始まらないもんね。

　それで、手早く食事の仕度を終え、さっさと食卓に配はい膳ぜんして、大声で皆みんなを呼び集め、食事を始めるお祈いのりをパッパとすませてから、

「先に食べてて」

　と言っておいて、電話口にすっ飛んでいった。

　この前、火狩さんを呼び出してくれた人に電話して、彼の家の電話番号を聞いたの。

　そこにかけると、執しつ事じさんらしい男の人が出て私の名前を聞いた。

　火狩さんに、わかったらまずいな。

　そう思って私は、クラス委員を名乗った。

「お待ちくださいませ」

　しばらくして出た玲奈さんに、私は本名を告つげて謝あやまって、彼女の協力を頼たのんだんだ。

　彼女は、しばらく迷っていたようだったけれど、やがて言った。

「もっとよく話を聞きたいわ。八時十分になると、遼りようは学校に出かけるから、その後で、家に来てくれない？　家が一番いいと思うの、人ひと目めにつかなくて。誰だれにも内ない緒しよで来てちょうだい。いい？」

　私はオーケイして、電話を切り、ほっと息をついた。

　よし、後は彼女を味方に引きこむだけだ、頑がん張ばろう！

　台所の後片づけをしながら洗せん濯たくを終え、天吾と人吾に仕度をさせて家を出て、二人を幼よう稚ち園えんバスに送りこむと、猛もう然ぜんと家に帰って、学校に遅ち刻こくの電話を入れ、それから私は火狩家へと向かった。

　これまで鈴すず影かげさんの車で往おう復ふくしていたから気づかなかったけれど、実際歩いてみると、結けつ構こう遠かった。

　この道を、宏ひろしと光こう坂さか君は、あんなに傷ついた体で、歩いてきたんだ。

　どんなに苦しかっただろう。

　そう思うと、胸が痛いたかった。

　彼らのためにも、鈴影さんのためにも、そして私自身の心臓のためにも、これを成功させなきゃならない！

　身が締しまるような気分で、私は火狩家のチャイムを押し、出てきたお手伝いさんに、玲奈さんの部屋に案内してもらった。

　彼女は、紺こんの制服を着て、部屋のまん中のソファに座っていた。

「お久しぶり」

　立ち上がってそう言うと、自分の前の椅い子すに座るように手で示しめした。

「もう一度、くわしく、初めから話してほしいの」

　私はうなずいて、その椅子に座ろうとし、絨じゆう毯たんの上の小さなシミに気づいた。

　あら、目立つ。

　こういうののシミヌキって、私、得意なんだけどな。

　そう思いながらよく見れば、それはシミではなくて、私が今座ろうとしている椅子の脚あしの跡あとだった。

　ずいぶん長くその位置に置いてあったらしく、絨毯の毛がすっかり寝てしまい、色も新しくて、日に焼けたまわりからはっきり浮いている。

「家具、移動したんですね」

　私がそう言うと、彼女はすっと青ざめた。

「え、ええ・・・」

　その唇くちびるが、ぶるぶる震ふるえている。

　ん、何だろう・・・。

　と思ったその時、玲奈さんが言った。

「あ、後ろに・・・」

　私がふいっと振ふり向くのと、私の襟えり首くびに何かがポロッと飛びこむのが、同時だった。

　手を伸ばして取ってみると、それは白い、漆しつ喰くいだった。

　あら、何かしら、これって・・・。

　不思議に思いながら、何気なく天てん井じようを仰あおいだとたん、目に入ってきたのは、そこから抜ぬけ落ちそうになっているシャンデリア！

　ひえっ、落ちるっ!!

　と思ったとたんに体がこわばって、私は、そこから一歩も動けなくなってしまった。

　うっ、情けないっ！

　悲ひ鳴めいだけ上げて動けないなんて、体がおばさんよぉっ!!

　直後、メリメリッという音とともに、一気に天井がくずれて、シャンデリアはまっすぐ私の上にっ！

　私は夢中で頭をかかえこみ、瞬しゆん間かん、脇わきからドッと玲奈さんに突つき飛ばされた。

　私はすっ飛んで、観かん葉よう植物の鉢はちと正面衝しよう突とつ。

　その背はい後ごで、大きな破は裂れつ音おんを立ててシャンデリアが墜つい落らくし、玲奈さんの悲鳴が上がった。

　振り向けば、飛び散った白はく熱ねつ球きゆうのガラスで切ったらしく、彼女の腕うでから血が流れていた。

　私をかばってくれたからだった。

「大丈夫っ!?」

　そばに走り寄よって聞くと、彼女は、見るまに目に涙を浮かべた。

「ごめんなさい・・・」

　え!?

　そこに、物音を聞きつけた執事さんとお手伝いさんが走りこんできた。

「まあ、何てことっ！　玲奈様、大丈夫ですか!?」

「ええ、少し切っただけだから」

「今、手当てします・・・古くなってたからかしら。でもこれじゃシャンデリアの下には、椅子を置けませんねえ、危なくて」

　すると、私の脇にいた執事さんが、私に頭を下げた。

「申し訳ありません。昨日までは、置いてなかったんですが、今け朝さ、急に、遼様が」

　火狩さんが？

「椅子とテーブルを今の位置になおすと言い出されて・・・」

　私は、コクンと息を吞のんだ。

「何時ごろでしたか？」

　執事さんは、少し首をひねった。

「連続ドラマが始まったばかりだったから、八時ごろかな」

　じゃあ、私の電話より後だ。

　私は、電話をかけてから天吾と人吾を幼稚園バスまで送っていったんだけど、その時間が七時三十五分だもの。

　そう考えながら私は、ちらっと玲奈さんを見た。

　もし火狩さんが、彼女から私が来ることを聞いていたとしたら、シャンデリアが落ちるように細さい工くして、事故に見せかけて私を殺すことは、できる。

「玲奈さん、私のこと、火狩さんに話した？」

　手当てを受けていた玲奈さんは、たまらないといったように眉まゆ根ねを寄せ、うつむいた。

「聞かれたのよ。私、食堂で電話を受けていて、はっと気がついたら、遼がすぐそばで聞いていたの。そして私をおどしたの」

　おどした!?

　私は、もっとくわしく話を聞きたかった。

　でも、執事さんたちの耳が気になったんだ。

　それであわてて、彼女に小声で言った。

「二人っきりで話したいんだけど」

　彼女は弱々しくうなずいて、手当てをすませたお手伝いさんに、その場の後片づけを頼んで立ち上がった。

「応接間に行きましょう」

　私は、彼女に続いてその部屋を出ようとし、落ちたシャンデリアの脇を通りかかった。

　その時、烙痕ステイグマダを見つけたのだった。

　シャンデリアと一緒に床に転ころがっていた大きな漆喰の断だん面めんに。

　目がまん丸になってしまった。

　宏たちの体についていたのと同じ、人間以外の力が働いた時に浮かび上がる印しるし。

　ああ宏たちにあんな傷をおわせた人間と、これを仕し掛かけた人間とは、同じなんだ！

　許さない、必ずはっきりさせてやる!!
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　私はきゅっと唇くちびるをかんで、玲れ奈なさんと一緒に応接間に入った。

「火か狩がりさんが、あなたをおどしたって、どういうこと？」

　彼女は、倒たおれるようにソファに座り、両手で顔をおおった。

「私・・・遼りようが好きだったの、ずっと。遼はそれを知っていて、私をおどしたのよ。あなたを、うまくあの椅い子すに座らせろって。でなければ、私のことなんてかまってやらないって。私は嫌きらわれたくなくて、遼の言う通りにしようとしたの・・・でも、できなかった」

　そこまで言って、彼女は苦しげな顔を上げ、私を見た。

　その目の中に、おびえた影があり、その瞳ひとみは戦おののくように揺ゆれていた。

「信じてもらえないかもしれないけれど、遼は、もう死んだ人間なのよ。自分でそう言ったわ。肩かたにしているブレスレットが、彼の魂たましいをこの世に留とどめているんですって。それは彼の意思で光を放って、いろいろな物を焼きこがすの。この間、庭に犬と猫ねこが迷まよいこんできた時も、彼はその光で、めちゃくちゃにしてしまった。前は、あんな人じゃなかったのに、このごろ日増しに変わっていってしまう。まるであのブレスレットに操あやつられているみたいに」

　その言葉で、私は、体育館の裏で会った時の火狩さんの、壮そう絶ぜつな瞳を思い出した。

　じっと、何かの重みに耐たえているかのようだったその二つの目。

「星ほし影かげのブレス」は、人の魂をこの世に留める代わりに、それを支し配はいしてしまうのかもしれない、そう思えた。

　だって、火狩さんが変わり始めたのは、あのブレスを盗ぬすんでからだ。

　騎き士し団だんを抜ぬけると言い出したのも、鈴すず影かげさんに敵対し、そして私の心臓をねらい出したのも、皆みんな、ブレスを盗んだ後のことだった。

　それがすべてブレスの力なら、ブレスをはずしてしまえばいい。

　彼の魂を自由にしてあげればいいんだ。

　そうしたら火狩さんは、また元の火狩さんに戻ってくれるかもしれない。

　いったんそう考えて、私はすぐ、はっとした。

　でもブレスをはずしたら、火狩さんは死んでしまうんだ。

　ブレスが、彼の魂をこの世に結びつけているんだもの。

　取ったらきっと、死んでしまう。

　だけどブレスをしたままじゃ・・・宏ひろしたちにあんなことをし、今また私にこんなことをするような火狩さんじゃ、騎士団になんて戻ってきてくれるはずがない。

　私は、どうしていいのかわからなかった。

　昔の火狩さんを、取り戻したい。

　だって火狩さんは、私の言ってほしかった言葉を、私に言ってくれたただ一人の人だもの。

　でも、それはできないことなのかもしれない。

　そう考えると、たまらない気がした。

　その時、玲奈さんが、ビクッと背中を震ふるわせた。

「今、門の音がしたわ。遼が戻ってきたのかもしれない」

　ドキンとする私の前で、彼女は立ち上がって窓辺に寄より、両手で口をおおって叫さけんだ。

「遼よ！」

　私はあせって彼女に歩み寄り、門を開けて入ってくる火狩さんの姿を見た。

「きっと様子を見に来たんだわ。どうしよう！　あなたをかばったことがわかったら、私、何されるかわからない」

　私は、玲奈さんの腕をつかんだ。

「取りあえず、どこかに隠かくれよう！」

　すると玲奈さんが、はっと思いついたように言った。

「私の住んでいる別べつ棟とうに、地下室があるの。父ふ母ぼが仕事をする時に使う書しよ斎さいなんだけれど、鍵かぎがかかるから。行きましょう！　あ、その前に、執事に学校に出かけると言っておく。そうしたら遼にも、それが伝わると思うから」

　玲奈さんは手早く内線電話をかけ、それから私たちは、夢中で応接間を出、裏口から飛び出して、庭の立たち木きの間を走り抜けた。

　そうして別棟の地下室の階段を駆かけ下りると、その鉄の扉とびらをバタンとしめたんだ。

　中は、二ふた間ま続きの書斎だった。

　玲奈さんが机に飛びつくようにして、一番上の引き出しから鍵を取り出し、ドアにかけた。

　私は、ほっと息をついた。

　見まわせば、書斎の端はしにはベッドもあり、その脇わきには炊すい事じ場ばもあって、カップボードの隣となりには冷蔵庫も置いてある。

　開けてみると、冷れい凍とう食品がどっさり入っていた。

　パンもある。

　うっ、よかったっ！

　冷蔵庫の中がいっぱいだと、私は妙みように安心するのよ。

　やっぱり、どこまでいっても主しゆ婦ふなのかも。

　ま、このくらいあれば、三日は大丈夫。

　その間に、すきを見て逃げ出せばいい。

　そう思いながら私は、その中に紅茶のカンがあったのを見つけて言った。

「お茶、いれましょうか？」

「ええ・・・」

　くもった声で玲奈さんは答えた。

　お茶どころじゃないと思っていたのかもしれない。

　でも、そういうもんでもないのよねぇ、これが。

　非常時の中に、お茶という日常感覚を持ちこむことで、人間は落ち着きを取り戻すことができるんだから、ふっふっふ。

　これぞ、長い主婦生活の知ち恵えっ！

　今、落ち着かせてあげるからね。

　そう思いながら私は、お湯をわかしてお茶をいれた。

　カップをあたためる時間を少し長く取りすぎて、それがチンチンになり、その結果かなり熱めのお茶になってしまったけれど、まあまあおいしいプリンスオブウェールズをいれることができて、私は満足しながら彼女に出した。

「どうぞ」

　そう言って私は、彼女の前にお茶を置いた。

　カップが火傷やけどしそうに熱かったので、あわてて耳を押さえながら、熱いから気をつけてねと言おうとした時、彼女がひと言。

「ありがとう」

　そう言うなりカップの取っ手に指をからめ、すっと持ち上げて、ぐいっと飲んだ。

　なんの抵てい抗こうもなく、ごく自然に。

　目を見開いている私を見て、小首をかしげてニコッと笑った、熱すぎるカップをしっかり持ったままで。

「おいしいわ」

　玲奈さんのかわいい唇は、熱いカップのせいで焼けて、白くふくらみ始めていた。

「あっ、あっ、あっ」

　熱くないの？

　と聞こうとしたのよ。

　でも熱かったら、できるはずがない。
















　熱くないんだ！

　そうわかって、ゾクッとした。

　だって熱さを感じない人間なんて、いる!?

　私は思わず後ずさりし、ドンと鉄のドアに体をぶつけた。

　玲奈さんはゆっくりと立ち上がり、私に向きなおりながら、自分の制服のブラウスのボタンを二つはずし、襟えりに手をかけて、それをぐいっと外側に引き下ろした。

　露あらわになった裸はだかの肩で、星影のブレスがさんぜんときらめき、私はコクンと息を吞のんだ。
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「あなただったの・・・」

　声がかすれて喉のどにはりついてしまって、私はそれ以上、言うことができなかった。

　玲れ奈なさんは、小さく笑った。

「そうよ。あなたたちが病院で遼りように付き添そっている間に、私は具合が悪くなったの。始めは吐はき気だけだったけれど、冷れい泉せん寺じ貴たか緒おが、洗面器を取りに行ってる間に、どんどんひどくなっていって、ついには息が止まってしまって、もうだめだと思った。そこに遼が来てくれたのよ。私の容よう体だいが急変するかもしれないって、医者から言われてたらしくて、病院で意識を回かい復ふくするとすぐ、飛んできてくれたの。そして、もう死のうとしている私を見て、冷泉寺貴緒を気き絶ぜつさせておいて、ブレスレットを取ってきてくれた。うれしかった！　その時、遼はね、私を必ず元に戻すと約束してくれたの。オレのせいだから、オレが必ず元に戻してやるって。そのためには、『月げつ光こうのピアス』をした人間の心臓の血が必要なの。でも遼は、なかなかあなたを手にかけることができないみたいだった。好きだったからよ。それでよけいに私は、あなたの心臓がほしくなったわけ。あなたから心臓を取れば、あなたは死んで私の恋のじゃま者はいなくなり、私は元の体に戻れて、きっと遼とうまくいくから。それで今け朝さ、あなたから電話があった時、私はすぐ遼に言ったの。私の部屋の家具を、移動してくれない？　気分を変えたいのって。後は、このブレスを使ってシャンデリアを落とすだけでよかった。そして一度かばって、あなたを信用させ、ここまで連れてきたのよ。あのまま殺したら、執しつ事じたちがそのことを、遼に話すでしょ。遼はきっと、私を疑う。事じ故こだなんて思うはずないもの。でもここなら、あなたが死んでいることは、誰だれにもわからない。だって私たちはもう、学校に行ったことになっているんだし、それにあなたも、内ない緒しよでここに来たわけでしょう？」

　ああ、誰かに言ってくればよかった！

　私は、胸が痛いたくなるほど後こう悔かいした。

　けれど、もう何てったって、遅い、遅すぎるっ！

　私は必死で、背中の後ろで手さぐりし、ドアのノブを引っつかんでガチャガチャッとまわした。

　でも鍵かぎがかかっていて、ドアは開かないっ！

「ムダよ」

　その時、上の方で大声がした。

「誰か、いるのかっ!?」

　火か狩がりさんの声だった。

「玲奈かっ!?」

　私は両りよう腕うでを上げて、ガンガンと扉とびらをたたいた。

「ここよ、来て、早くっ！」

　直後、カッとまぶしい光が走って、私の頭上を通り抜ぬけ、ドアに当たった。

　ジリッと熱い音がして、鉄の扉の一部がまっ赤かに焼け、そこに見るまに烙痕ステイグマダが浮かび上がって、私は目をむいた。

　わっ！

　恐おそる恐る振ふり返ると、彼女は、ブラウスの前をはだけて片かた肌はだを脱ぬぎ、ブレスをした方の肩かたをピッタリと私に向けていた。

「心臓に当たると、血がこげついてしまって飲めないから、静かにしてちょうだいね」

　わーん、勝手なこと言わないでっ！

　瞬しゆん間かん、扉の向こうで足音がし、続いてドアが外から強くたたかれた。

「玲奈、いるのかっ!?」

　私は、大声で言った。

「私もいるの、助けてっ!!」

　とたん、私に向かってブレスの光っ！

　ひえっ!!

　私は、とっさに目をつぶり、体を硬かたくした。

　こっ、こんなところで死にたくないっ！

　神様、お願い、助けてっ!!

　その声を、神様が聞いてくれたのかどうかは、不ふ明めい。

　でも光は私の脇わき腹ばらをかすめ、服をこがしながら扉のノブを直ちよく撃げきし、それをすっ飛ばしたのだった。

　直後、ドアをけ破やぶるようにして、火狩さんが姿を見せた。

「夢ゆめ美み・・・」

　乱みだれた前髪の下、見開かれたあざやかな瞳ひとみと、大きな息をくり返す唇くちびるが、私の視界に飛びこんできた。

「大丈夫かっ!?」

　私は腕を伸ばし、彼に抱きつかずにいられなかった。

　うわーん、恐こわかったよ！

　彼は一瞬、私を抱きしめ、それからすぐ体を引きはがすようにして、自分の背中の後ろに入れ、彼女に向きなおった。

「玲奈、やめろ。夢美に手を出すなっ！　おまえは、オレが必ず生き返らせてやるから」

　すると彼女は、いらだたしげに叫さけんだ。

「どっちみち心臓を取るしかないのよ。あなたがやっても、私がやっても同じことだわ、どいて！」

「おまえを、そんなにしたのはオレだ。だからオレに責せき任にんを取らせろ！　オレが、必ずおまえを元に戻してやるから」

「どうやって!?」

　きつく聞かれて、火狩さんは、ちらっと私に視線を流した。

「『月光のピアス』を夢美から取って、オレにつける」

　私は、ゴクンと息を吞のんだ。

「おまえは、オレから心臓を取れ。そうすれば元に戻れる」

　だめよ、そんなのっ！

　私は火狩さんの大きな肩に手をかけて、自分の方に向けた。

「だめ、だめ、だめ！」

　他に言葉を見つけることができないで、私が夢中でそう言うと、彼はくすっと笑った。

「君を、傷つけたくなかった。ほんの少しでも、したくなかった。だから他に方法はないかと、調べてみた。でも何も見つけられなかったよ・・・ごめん」

　心にしみこむようなきれいなその瞳の中で、深い悲しみが揺ゆらめいて、私の心を打ち、私は胸が裂さけてしまいそうだった。

　ああ彼は、自分の招いた事じ故この重みに、一人でじっと耐たえていたんだって、わかった。

　その責任を取るために、今まで自分が大切にしてきた何もかもを、犠ぎ牲せいにしようとしたんだ。

　鈴すず影かげさんとの友情も、霊智グノーシスの騎き士しの位も、そして今、自分の命も。

　なんてまっすぐで、潔けつ癖ぺきで、そして高こう潔けつなんだろう。

　私はたまらなくなって言った。

「あれは事故だったのよ！　火狩さんのせいじゃない。責任なんてないよ、そんなふうに考えちゃダメっ！」

　瞬間、ザッと光が走って彼の頭を包み、彼は一瞬、目を見開いて、それからくずれるように床に膝ひざをつき、前に倒たおれた。

　私は、悲ひ鳴めいを上げて火狩さんに飛びつき、揺さぶったけれど、彼はもうぐったりとして、意識がなかった。

「殺したのっ!?」

　私が叫ぶと、彼女は首を横に振った。

「遼を殺すことなんてしない。眠ってもらっただけ。殺すなら、やっぱりあなたよ」

　私は、息を吞んで立ち上がった。

　開けっぱなしのドアが、すぐ後ろでギイッと音を立てている。

　あそこから、逃げられる！

　でも、後ろを向いた瞬間に、やられるかもしれない。

　何か、彼女の注意をそらせるようなものがあれば・・・。

　私は視線だけをそおっと動かしてあたりを見た。

　そして、自分の足のすぐ脇に、ゴミ箱があるのを見つけたのだった。

　あ、これで何とかなるかも。

「さあ、心臓をもらうから」

　彼女がそう言うのと、私がそのゴミ箱をけっとばすのが、同時だった。

　ゴミ箱は、大きな音を立てて彼女の肩に当たり、彼女はふらついて、ブレスの光は壁かべの柱と天てん井じようを直撃した。

　ジジッとにぶい音がし、次の瞬間、柱は飛び散ちるように裂け、その破は片へんが彼女をなぎ倒した。

　わっ！

　私の耳にビシビシッと奇き妙みような音が飛びこみ、振り仰あおぐと、天井に大きな亀き裂れつが走るところだった。

　ひえっ!!

　そこから漆しつ喰くいがばらばらとなだれ落ち始めて、私はあせった。

　ここから出なくっちゃっ！

　それで、すぐそばにいた火狩さんの腕を取り、彼を持ち上げて連れ出そうとしたんだ。

　彼はうめいて、ふっと目を開けた。

　とたん、大だい音おん響きようとともに、天井がくずれ落ちてきて、私は、その太い梁はりをまともに後こう頭とう部ぶにくらい、目の前がまっ暗になってしまったのだった。
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　気がつくと、もう夜だった。

　顔を上げると、折り重なった材木の間から、わずかに空と満月とが見えた。

　体が、ぎゅっと締しめつけられていて苦しく、動かせない。

「おーい、そろそろ終わりにしようぜ。後はまた明日だ」

　はるか上の方から、人の声がする。

「そうだな。しかし、突然地下室がくずれるなんて、手て抜ぬき工事もいいとこだよなあ」

「ま、人が巻きこまれなかっただけでも、めっけもんさ」

　まっ、巻きこまれてるよ、ここにっ！

　そう言おうとしたけれど、息が苦しくて声が出なかった。

「でも、ここの子供たちって、行方ゆくえ不ふ明めいなんだろ。まさか、下に埋うまってるようなこと、ねーだろうなあ」

　そのまさかよ、早く出してっ！

「ねーだろ。学校に出かけたって話だから、警けい察さつが関係者をあたってるらしいよ。ほら、スコップ片づけて。いいか、ライト消すぞ」

「明日は、クレーンであの梁はりを起こさなきゃなんねーな。運転手を一人、借りてこなくっちゃ」

　話し声はしだいに遠くなっていき、そして消えてしまった。

　私はがっかりしながら、ふっと自分の肩かたに人の手が載のっているのに気づいた。

　なんとか首をひねって見ると、そこに火か狩がりさんがいた。

　両りよう腕うでを伸ばして、私を胸の中に囲うようにして、うつぶせに倒たおれている。

　ああ、かばってくれたんだ。

　そうわかって、私は胸が熱くなった。

　自分だって、ケガしてるのに。

　やさしいんだな。

　私は彼の方に向きを変えようとして、体をねじり、瞬しゆん間かん、彼の背に大きな材木の破は片へんが突つき刺ささっているのを見た。

　あふれ出る血で、まっ赤かに染まったＴシャツが、ドクドクと脈みやく打っている。

　わっ、大変だっ！

　こんなにいっぱい出血してたら、早く病院に連れていかないと、死んじゃうっ!!

　私は必死で体を動かし、目いっぱい力を入れて自分の上に重なっている漆しつ喰くいの壁かべや天てん井じようや材木をどけようとしてもがいた。

　でも、たったの一センチも、動かすことができなかった。

　体は、しっかりはさまったままっ！

　わーんっ、どーしようっ!!

　息はどんどん苦しくなり、私は顔を上げていることができなくなって、ぐったりと床の上に頰ほおをついた。

　あ、だめだ！

　ぼんやり視界がかすんできて、頭もポワッとしてくる。

　私、死ぬのかな。

　こんなところで、死んでしまうの。

　そう考えると、天てん吾ごと人じん吾ごの顔が、しきりに思い出された。

　私がいなくなったら、天吾と人吾の面めん倒どうは誰だれがみてくれるの？

　誰が毎朝ご飯を作って、誰がお風ふ呂ろに入れて、誰が寝かしつけてくれるの？

　二人の性格の違ちがいは、誰がわかってくれるの？

　体たい質しつの違いは？

　ああ、せめて、メモでも残しておきたい、二人について。

　そう思った時、私ははっと、思い出したのだった、ママの伝言。

「夢ゆめ美みちゃん、天吾と人吾をお願いね。あなたはもう大きいから、一人でもちゃんとやっていってくれると思うけれど、ママはあの二人のことが気がかりなの。お願いね、夢美ちゃん。二人についてはくわしい日記を書いてあるから、何かわからないことがあったら、それを見て。二人をお願いね、夢美ちゃん、お願いね」

　あの時、私は約束した。

　死んでいくママに、天吾と人吾をきちんと育てるって約束したんだ。

　そうだ、死ねない！

　私には、死んでる暇ひまなんてないんだ。

　頑がん張ばってここを切り抜けて、天吾と人吾のところに帰らなくちゃ！

　私はしっかりと目を見み張はり、体中から力を振ふりしぼるようにして、自分の両腕にそれをこめ、ぐいっと床を押した。

　背の上から、ばらばらと漆喰のかけらがこぼれ落ち、太い梁がミシッと音を立てた。

　揺ゆれたっ！

　もしかして、このまま続ければ動くかもしれないっ！

　私は、希望を持ってそれをくり返した。

　そうして何度目かにようやく、自分の肩の上に斜ななめにのしかかっていた梁の一本を、ぐらっと向こう側にすべり落とすことができたのだった。

　やったねっ！

　それで体にかかる重みが少し減へって、私は力を得え、もう一本の梁も同じ要よう領りようでどけようとした。

　ところが、ところがあっ！

　こっちはビクともしなかった。

　えーい、負けるもんかっ。

　私は何度も挑ちよう戦せんし、息を切らせながら一いつ心しんに体を持ち上げ、その梁を動かそうと懸けん命めいに頑張った。

　でも、そいつはガンコで、私は力を使い果はたし、その場にべったりと横になった。

　もう目を開けることもできないくらい体が重くて、自分が地面の中に沈んでいってしまいそうだった。

　ごめんね、天吾、人吾。

　もっといろんなことをいっぱい教えてあげたかったけれど、ダメみたい。

　誰か、いい人にめぐり会って、かわいがってもらってね。

　ごめんねママ、力が足りなくて。

　ごめんね、鈴すず影かげさん、何もしてあげられなくて。

　ごめんね、宏ひろしたち、元に戻してあげられなくて。

　私は、皆みんなが大好きだったよ。

　そう思った瞬しゆん間かん、遠くでぼんやりと音がして、声が聞こえた。

「夢美っ！」

　私は、うっすらと目を開けた。

　でも自分の上におおいかぶさっている材木の間からは、空が見えるだけ。

　私は声を出そうとしたけれど、あごを動かすこともできなかった。

　もう力がなかったんだ。

「夢美っ!!」

　ああ誰か、私を知ってる人が来てる・・・。

　でも、こんなに暗く、狭せまいすき間から、私を見分けることなんてできやしない。

　きっと、さっきの人たちみたいに、すぐ行ってしまうに決まってる。

　そう思いながら私は、目を閉じた。

　苦しくて、だるくて、もうとても開けていられなかったんだ。

　きっと、これで終わりだ。

　私は、もう死ぬんだ。

　その時、ガクンガクンガタンと材木が揺れて、私の頰に、あたたかい羽根のようなものがすっと触ふれた。

「夢美、しっかりしろっ！」

　ビクッとして目を開けると、そこに、宏がいた。

　信じられなかった。

　だって宏は大ケガをして、冷れい泉せん寺じ研究所に運びこまれてたはずだもの。

　でも何度見ても、それは確かに宏だった。

　満月の力で、銀の狼おおかみになった宏が、折れ重なった材木の間から顔を出し、精せい悍かんで野性的なその瞳ひとみを輝かがやかせて、私をのぞきこんでいた。

「大丈夫かっ!?」

　ああ宏だ、ほんとに宏だ！

　来てくれたんだ!!

　私は急に喉のどの奥が熱くなって、泣き出したいような思いで、うなずいた。

　かすかに首が動いて、宏は顔を輝かせ、私をペロッとなめた。

「よし！　レオンたちも上に来てるんだ。すぐ呼んでくる。待ってろ。すぐ来るから、いいな」

　私は、うなずいた。

　ああよかった、助かって。

　そう思ったら、一気に体中から力が抜けた。

　宏は、そんな私を振り返りながら、ちょっと足を止め、そして言った。

「オレ、狼でよかった。狼だったから、こうしておまえを見つけられた。そしてこうしておまえを助けられる。これは、オレ以外の誰にも、絶対できないことだぜ。オレにしかできない。オレが狼になれるからできるんだ。・・・オレ、狼でいい。ずっと狼でいて、おまえを守ってやる、オレだけのやり方で。今までヤツ当たりして、ごめんな」

　やさしくきらめくその瞳の前で、私は我が慢まんできなくなって泣いてしまった。

　ポロポロと、いっぱい涙をこぼして。

　ありがと、宏、ありがと。

　すると宏は、いったん戻ってきて、私に頰を寄せ、そっと涙をぬぐってくれた。

「オレさ、ほんとは・・・」
















　その声を、夢のように聞きながら、でも最後まで聞くことができずに、私はついに、二度目の気き絶ぜつをしてしまったのだった。
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　目を開けると、そこは病院で、枕まくら元もとには皆みんながそろっていた。

　満月はもう終わってしまったらしくて、宏ひろしも光こう坂さか君も冷れい泉せん寺じさんも、人間の姿をしていた。

「気分、どう？」

　鈴すず影かげさんに聞かれて、私は、恐おそる恐る喉のどに力を入れてみた。

「悪くない感じ」

　ちょっとかすれたけれど、ちゃんと声が出て、ひと安心。

　光坂君が、ほっとしたように、微笑ほほえんだ。

「よかった。ケガは打ち身と捻ねん挫ざだけだから、気がついたら帰ってもいいって、お医者さんが言ってたよ」

　私は、自分の体以外にも心配なことがいっぱいあったので、たて続けに聞かずにいられなかった。

「あなたたちのケガの具合は？　火か狩がりさんは？　玲れ奈なさんは？　それに天てん吾ごと人じん吾ごはどうしてる？」

　冷泉寺さんが、あきれたといったようにため息をついた。

「起きれば起きたで、うるさいヤツだ」

　いーじゃないのよ、心配なんだからっ！

　そう言おうとして、私はふっと思った。

　起きれば起きたで、ってことはよ、寝てても、うるさかったってこと？

「私、何か騒さわいだ？」

　聞くと、みんなが次々に答えた。

「寝ね言ごと」

「歯ぎしり」

「おまけに、イビキ」

　わーんっ！

「噓うそだよ」

　ただ一人、やさしかったのは鈴影さん。

「天吾君と人吾君は、今、私のロッジであずかっている。うちの騎き士したちが面めん倒どうをみているし、お父さんにも説明してあるから、安心していいよ」

　ほっ。

「高たか天まと光坂のケガについては」

　そう言って鈴影さんは、そばにいた宏のシャツを、ちょっとめくり上げた。

「このくらい」

　厚く包ほう帯たいを巻かれた胸が露あらわになって、私はびっくり。

　私より重じゆう傷しようじゃんっ！

「本当は寝てなくちゃいけないんだけど、二人とも言うことを聞かないのさ。じっとしていない」

　宏と光坂君は一いつ瞬しゆん、顔を見合わせ、くすっと笑った。

「だって、寝てるのって退たい屈くつだぜ、なーアキ」

「うん。それに高天さんが出ていかなかったら、とても夢ゆめ美みを助けることはできなかったと思うよ。夢美が行方ゆくえ不ふ明めいだって話が、夕方、伝わってきて、僕たちはすぐ冷泉寺さんちの研究所から飛び出したんだけれど、いったいどこにいるのか、どこを調べればいいのか、皆かい目もくわからなかったもの。高天さんが、夢美の家まで戻って、そこからニオイをつけてみようって言い出すまではね。それをたどって、火狩さんちの近くまで来ると、夢美のニオイと血の臭においがプンプンするってことになって、飛びこんだわけ・・・これは絶対、高天さんでなきゃできないことだったよ。くずれた地下室の中を鼻を頼たよりに進んで、夢美のいる場所までもぐっていって、確認してこなきゃならなかったんだからね」

　光坂君が、尊そん敬けいのこもった眼まな差ざしを宏に向けると、宏はテレて横を向いた。

「どーせ、オレは、狼おおかみだよ」

　乱らん暴ぼうな言い方だったけれど、日に焼けたその横顔には、誇ほこらしげな微笑ほほえみが浮かんでいた。

「火狩は、背に刺ささった材木を抜ぬいて縫ぬい合わせた。さっき麻ま酔すいから覚めたところだ。経けい過かは順調だそうだ」

　よかった。

「火狩玲奈は・・・」

　そう言いながら、鈴影さんは、少し眉まゆ根ねを寄よせた。

「私たちが彼女を救出した時、ありがとうと言ったよ。あんなにたくさんの壁かべや柱の下した敷じきになりながら、目を見開いたままだった。ブレスの力だ」

　私は背すじがゾクッとした。

　人間でないものが、彼女の中に確かに宿っているのを感じて。

「あれじゃ、とても普通の病院には連れていけない。肉体がどんな状態になっても、ブレスをしている限り、彼女は生きているわけだからね。取りあえず冷泉寺の研究所に運んで、傷の手当てをしてもらっているところだ」

　私は、息を吞のんで聞いた。

「これから、彼女を、どうするの？」

　鈴影さんは、ふうっとその表情を止め、しばらく黙っていたけれど、やがて静かに言った。

「いつまでも、このままにはしておけない。戻るところに戻ってもらうよりないだろう」

　私は、ちょっとうつむいた。

　それは、ブレスをはずして、彼女を死なせるってことよね。

「人の心臓をねらって自分だけ生きのびようとするヤツに、生きる資し格かくなんかねーよ」

　そう言ったのは、宏だった。

「放っておいたら、また夢美をねらうに決まってる」

　光坂君もうなずき、同意の気持ちを示しめした。

　でも二人の表情はそれぞれに重く、苦しそうだった。

　できれば、そんなことはしたくないと、思っているのがわかった。

　だけどこれは、他にどうしようもないことだ。

　そう考えて、私たちが自分の感情を切り捨てようとしていたその時、一人離れたところにいた冷泉寺さんが体を起こして、ぐるっと私たちを見まわした。

「そんなに深しん刻こくになる必要はないってことを、教えてやろうか」

　え？

　私たちがキョトンとしていると、彼女はニヤッと笑って立ち上がった。

　そして椅い子すの脇わきに置いてあったボールケースを取り上げると、そのファスナーをジャッと開けて、中からサッカーボールを出したんだ。

「さっき、皆が夢美を救きゆう出しゆつしている間に、火狩家の中を調べた。ちょっと確かめたいことがあってさ。これは、その時、火狩玲奈の部屋で見つけたボールの中の一つだ」

　そう言いながら冷泉寺さんは、その亀きつ甲こう型がたのダンダラ模も様ようの正五角形を一枚、ベリッとめくり上げた。

　すると、その下には、小さな穴あながあいていたのだった。

　え・・・。

「この穴の中に、鉛なまりの玉が入っていた」

　もう一方の手で、彼女はそれをポケットから出した。

「重さ五十グラム。球の中心から、ほぼ三分の一の位置だ。ボールの中に、これだけの物が入っているとなると」

　冷泉寺さんはそれをポイッとボールの中に放りこみ、元通りに蓋ふたをして、ポケットから出したセロハンテープで上をとめた。

　それから、ポトンと床に落としたのだった。

「ボールはどうしても、この鉛の入った場所を下にして止まる。これをければ、いつものボールとは重心が違ちがうから、当然、妙みような方向に飛んでいくことになる。特にサッカーのシュートの場合、ゴールポストギリギリをねらうから、ちょっと重心が狂くるっているだけで、大きく外に飛び出す可か能のう性せいがある。火狩の足のくせを考えに入れれば、この可能性はさらに高くなるはずだ。あの日、火狩が言った言葉を覚えているか。おかしいな、さっきからどうしてあっちばっかに飛ぶんだろう、と言ったんだ」

　冷泉寺さんは、つかつかとボールに歩み寄り、それを拾い上げて、バンとテーブルの上に置いた。

「この細さい工くをしたのは、火狩玲奈だ。彼女は、火狩の足のくせを考えに入れて、ボールが道路に飛び出すように、その重心を調ちよう節せつしたんだ」

　澄すんだ瞳の中で、冷ややかな光が、よく研といだ刃は物もののようにギラッと光った。

「そして自分で取りに行き、通りかかった車に自分で飛びこんだ」

　飛びこんだっ!?

「その運転手に確認した。警けい察さつでは、どうしても信じてもらえなかったそうだが、火狩玲奈はボールをかかえて、車の前に飛び出してきたんだそうだ。つまりあの事故のすべては、彼女が仕組んだことだったんだ」

　息をつめる私の脇で、宏がかすれた声で聞いた。

「何のために!?」

　冷泉寺さんは、小さく笑って横を向いた。

「さあね。私にゃ、わからん」

　その声に重ねるように、光坂君が言った。

「僕、わかるよ・・・火狩玲奈は、たぶん火狩さんが好きだったんだ。でも、彼が彼女の方を見てやらなかったか、あるいは彼に好きな人ができたか、どちらかで苦しい立場に立ったんだ。それで彼のせいでケガしたように見せかけて、同情を引いて、かまってもらおうとしたんじゃないかな。火狩さんが責せき任にん感かん強いのを知ってて、そうすれば自分の方を向いてくれると思ったんだよ、きっと」

　私は、胸が痛いたかった。

　それは、もしかして私のせい？

　宏が、ほっとため息をついた。

「それで、適てき度どのケガをするつもりが、相手が車だからうまくいかなくて、大ケガのあげくにこんなことになったってわけか」

「くだらない」

　吐はき捨てるように言った冷泉寺さんに、光坂君は向きなおり、目をすえてにらんだ。

「くだらなくなんかないよ！　そういう気持ちって、誰だれにだってあると思う。すごく好きなのに、ちっともこっちを見てくれなかったりしたら、せつなくて、苦しくて、何でもいいから、とにかくちょっとでもかかわりたいと思って、その気持ちがあふれて抑おさえきれずに、めちゃくちゃしたくなることって・・・あるよ。ただ我が慢まんして、しないだけだ。それを、火狩玲奈は我慢できなかったんだ。弱かったんだよ」

　私は、うつむいた。

　あの日、火狩さんの家で抱きしめられていた私を、玲奈さんはどこからか見ていたのかもしれない。

　その時の彼女の心の中を思って、私はつらい気持ちだった。

「高天、光坂、夢美を家まで送ってやってくれ」

　鈴影さんが、長い髪を揺ゆらせて立ち上がる。

「私は、冷泉寺と研究所に行く。後あと始し末まつをつけにね。そしてブレスを持って帰ってくる」

　私は息をつめて、鈴影さんを振ふり仰あおいだ。

　やっぱり、玲奈さんは死ななくちゃならないの？

　こんなに苦しい片かた想おもいをかかえたままで、死んでいかなきゃならないの!?

　その時だった。

「その必要はないわよ」

　バタンとドアが開き、玲奈さんの声が響ひびいた。

「来てあげたわ」

　ゆっくりと姿を現した彼女は、どう見てもこの世の人間とは思えないくらい、まっ青さおだった。

「私は、ずっと前から準備していたのよ、そのボールをね。遼に、好きな人ができる日が、いつか必ず来る。そう考えて、その日のために、その時に遼を私の方に引き戻すために、準備をしてきたの」

　そう言いながら彼女は、部屋の中に入って、背中でドアをしめた。

　宏たちは、いっせいに腰こしを上げ、ざっと鈴影さんに視線を走らせて、指示を求めた。

　鈴影さんは、静かに私の前に立ちふさがりながら、その目で、宏たちに立つ位置を示した。

　宏は窓のそば、光坂君は鈴影さんの隣となり、そして冷泉寺さんはドアの近くだった。
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「遼りようが、好きだったの。父も母も仕事で留る守すをすることが多くて、小さな頃から遼だけが、私をかわいがってくれたから。遼を失いたくなかった。遼が、私以上に誰だれかを大切にするなんて、考えただけで気が狂くるいそうな気がした。どうしたら遼を独ひとり占じめできるか、私はずうっと考えてきたの。彼の気持ちをこっちに向けておきたかった。それを、佐さ藤とう夢ゆめ美み、あなたが盗ぬすんだのよ。だから私は、そのボールを持ち出さなければならなかった。重心を変えて、外に飛び出すようにしたボールをね」

　私は思わず、自分の前に立ちふさがっている鈴すず影かげさんと光こう坂さか君の間をかき分けて、顔を出し、大声で言った。

「それって、彼の意思を無む視ししてるよね。自分の気持ちさえ満足できれば、彼の心はどうでもいいわけ!?　彼はね、自分のせいであなたが轢ひかれたって思って、すごく苦しんだのよ。かわいそうじゃないの？」

「言いたいのは、それだけ？」

　ほっそりした頰ほおをゆがめて言って、彼女は自分のブラウスのボタンをはずし、ブレスをはめた肩かたを出した。

　鈴影さんがビクッと緊きん張ちようし、私を自分の後ろに押し下げながら、身み構がまえた。

　部屋の空気はピーンと張はりつめ、彼女はちょっと笑った。

「守ろうとしても無む駄だよ。『星ほし影かげのブレス』の光は、強くも弱くもなる。最大に強くすれば、人の体を突つき通して、その後ろにある物を破は壊かいすることもできるわ」

　光坂君がコクンと息を吞のみ、私は夢中で、大声で叫さけんだ。

「火狩さんが誰かを好きになるたびに、あなたはそうやって相手を殺していくつもりなの？　そんなの愛情じゃないわよっ！」

　彼女は、目を見開いて私を見た。

「私は、遼がほしいの。どうしても、どんなことをしても遼がほしいの！　遼と一緒にいられるなら、どんなことだってする、死んだっていいもの！」

「そうか」

　後ろで低い声がし、私たちは、ギクッとした。

　見れば、開いたドアの向こうに、火狩さんが来ていた。

　片かた腕うでを壁かべに突いて体を支え、カーディガンをはおった半はん裸らの胸で大きくあえぎながら、彼はそのあざやかな眼まな差ざしを静かに光らせ、じいっとこっちを見すえて、そこに立っていた。

「遼・・・」

　玲奈さんが、悲ひ鳴めいのような声で言った。

「今の聞いたの？　全部？」

　彼はうなずいた。

「全部、聞いた」

　玲奈さんは、両手で自分の口を押さえた。

「私がボールに細さい工くしたことも？　私がわざと怪け我がをしたことも!?」

「ああ、聞いた」

　玲奈さんは大きく肩を震ふるわせ、両手で顔をおおった。

「そうよ・・・私はあなたが、ほしかったのよ」

　玲奈さんはうなだれ、体を硬かたくして黙りこんだ。

　その姿は、火狩さんの裁さばきを待っているかのように見えた。

　そうよね、今度のことで、いちばん苦しんだのは、火狩さんだったんだもの。

　きっといっぱい、言いたいことがあるに違ちがいない。

　そう思えて、私は、固かた唾ずを吞んで火狩さんの言葉を待った。

　皆みんなも、同様だった。

　そんな私たちの前で、火狩さんは壁からぐらっと体を起こし、彼女の前へと歩み寄よりながら、その目にきれいな光を浮かべて言った。

「今まで、気づいてやれなくて、ごめん」

　玲奈さんは、信じられないといったように彼を見た。

　私も同じだった。

　だって、このことで火狩さんがどんなにつらい思いをし、どんなにたくさんの犠ぎ牲せいを払はらってきたか、私は知っているもの。

　それなのに、それについて火狩さんは、玲奈さんを責せめないの？

「オレは、おまえが好きだよ。同じ血を引く者として、一族の一人として好きだ。たとえオレが、誰かと恋をしても、自分の父ふ母ぼや兄きよう弟だいを忘れることがないように、おまえを忘れない。おまえが大きくなってきちんと幸せをつかむまで、オレはずっとおまえを気にしているし、見守っている。もしそれだけで足りずに、どうしても夢美を殺さずにおかないというのなら、さっきおまえが言った通りにしよう。オレは、おまえと一緒に死んでやるよ」

　玲奈さんは目を見開いて彼を見、彼はやさしく微笑ほほえんだ。

「それでおまえの気がすむのなら、今までおまえの気持ちに気づかなかったオレの詫わびとして、一緒に死んでやる。・・・さ、おいで。玲奈、オレと行こう」

　伸ばした火狩さんの指の先で、玲奈さんは涙をあふれさせて泣き出して、長い間、肩を震わせていた。

　私も胸がつまって、何も言えなかった。

　ああ火狩さんは、なんてやさしいんだろう。

　そう思えた。

「遼・・・」

　やがて玲奈さんがそう言って、顔を上げた。

「そんなにやさしくしないで。そんなふうにされたら、これ以上何も望めない・・・私、あなたを殺すことなんてできない。今までごめんなさい。一人で行くから。遼、幸せになってね。私の分も長く生きてね。そしてもし・・・もし生まれ変わることができたら、私、もっともっとやさしくなって、もっともっといい人間になって、あなたに会いにくるから。その時は会ってね、きっと会ってね」

　うなずいた火狩さんの前で、玲奈さんは少し笑い、それから私の方を向いた。

「ごめんなさい」

　その疲つかれたような顔を見た時、私は、自分の考えていた以上に彼女が苦しんでいたことを知った。

　何も言えなかった。

「私を許して」

　そう言って玲奈さんは、自分の肩からブレスをはずし、それを指先から抜ぬいて、火狩さんに差し出した。

　瞬しゆん間かん、その体は霧きりのように空中に溶とけこみ、見るまにあたりに広がって、ただ服だけがサラッと床に落ちた。

　火狩さんは、そのブレスを鈴影さんに渡すと、窓辺に寄り、ギイッと窓を開けた。

　霧はゆっくりと外に流れ出し、私は、玲奈さんの声を聞いたような気がした。

「さようなら」

　私はうなずいて、そして心で言った。

　さようなら。

　あなたが生まれ変わってくるのを待ってるから。

　そうしたら、今度こそきっと友だちになろうね！
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「星ほし影かげのブレス」は、鈴すず影かげさんの手に戻った。

　これで私たちは、七つの聖せい宝ほうのうち、二つまでを手にしたのだった。

　鈴影さんは、それらを時々、宏ひろしたちに貸し出す約束をした。

　どうしても変身したくない時には、それを借りればいいというわけだった。

　それで私は、少しほっとした気分になった。

　自分の責せき任にんが、ちょっぴり軽くなったような気がしたから。

「七しち聖せい宝ほうが集まったら、皆みんなが幸せになるように願いをかけたいな」

　そう言った私の目の前に、宏が、さっとメモ帳を突つき出した。

　そこには何と、七聖宝にかける予定の宏の願いの数々が、丹たん念ねんに書きとめられていた。

　プロのサッカー選手になれるようにとか、バッチリ年ねん俸ぽうを稼かせげるようにとか、エトセトラ。

「自分のことばっかりじゃないのよ」

　私が怒おこると、宏は鈴影さんの後ろに逃げこんだ。

「オレって、正直だもん」

　そのそばで光こう坂さか君が、洗いっぱなしの金の髪をかき上げながら、かわいく笑った。

「僕はまず、夢ゆめ美みのピアスが取れるようにって願いたいな。冷れい泉せん寺じさんは？」

　急に話を向けられた冷泉寺さんは、ぶ厚い本から視線も上げずに答えた。

「これらすべての事件について、科学的証しよう明めいができるように頼たのみたいもんだ。父の研究所は、あまりにもトロすぎる」

　相変わらず団だん結けつ力りよくにかける私たちだったけれど、でも七聖宝のうちの二つが集まり、しかも一時的にではあるけれどもとにかく、変身を防ふせぐ方法も見つけることができたので、皆みんなの顔は明るかった。
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　その夜、火か狩がりさんが私の家を訪ねてきた。

「アメリカに行くんだ」

　ぼんやりとした門柱の明かりの中で、彼はやさしい笑みを浮かべた。

「父ふ母ぼが、バークレーの大学で研究に専せん念ねんすることになって、オレも一緒に住むことに決めた」

「そう・・・」

　私は、うつむいた。

「また、会える？」

　視界の中で、彼のはいているバスケットシューズがかすかに動いた。

「もう、会わない」

　はっきりとしたその答えに、びっくりして顔を上げると、目の前にあでやかな瞳ひとみがあった。

「オレは、一度は君の耳を切ろうと思った。そんな自分が許せないし、また許したくもない。この気持ちに決着がつくまで、君にはもう会わない。たぶん、一生かかると思う」

　私は、胸が締しめつけられて、涙が出そうだった。

　火狩さんは、なんて自分に厳しい人なんだろう。

　でも、そういう人だからこそ、私は、惹ひかれたのかもしれない。

　こんなふうに突然に、お別れがやってくるなんて、考えもしないで・・・。

　私は、まだ好きって言ってない。

　自分の気持ちが、はっきりつかめなかったから。

　このまま別れてしまったら、こんな淡あわい気持ちは、知らず知らずのうちに消えていって、私は彼を、彼は私を、いつの間にか忘れてしまうんだ、きっと。

「私に、好きだってことをわからせてくれるんじゃなかったの？」

　冗じよう談だんめかして言うと、火狩さんは少し苦しげに笑った。

「事情が、変わったからね」

　それが、火狩さんの結論なんだって、わかった。

　私は、口をはさむことはできない。

　だって彼の人生は、彼だけのものだもの。

「思い出が、ほしいな」

　火狩さんを忘れたくなくて、私は言った。

　私に初めて、休めって言ってくれた火狩さんを、初めて甘あまえてもいいよって言ってくれた火狩さんを、忘れたくなかった。

　それが恋かどうかはっきりしないけれど、でも思い出がほしかったんだ。

「私に、思い出をちょうだい」

　そう言ったとたん、私は抱きしめられて、火狩さんの胸の中。

　たくましいその体を、自分の全身で感じて、息が止まりそうだった。

「こんな思い出で、いいかな」

　ささやくように言って、彼は潔けつ癖ぺきな感じのその頰ほおを傾かたむけ、押しかぶせるように強引に、私にキスした。

　きれいなその唇くちびるを、私の唇に無理やりわりこませるようにして、息もできないくらい激はげしく、強く、長く、彼は私にキスした。

　そして私の肩かたをつかむと、自分の体から引きはがすように遠ざけて、顔をそむけて言った。

「さよなら」

　乱みだれた髪が、端たん正せいなその横顔を隠かくして、表情は少しも見えなかった。

　私は、痛いほど彼の感かん触しよくの残る自分の口を押さえ、片手で自分を抱きしめて、彼の後ろ姿を見送った。

　すごい、強きよう烈れつな思い出。

　忘れないわ、きっと、一生。

　たとえば、もう生しよう涯がい会えないとしても、たとえば私が誰だれかに恋したとしても、私は火狩さんのことを忘れないと思う、絶対にいつまでも！

　その時、突然、

「ファーストキスって、どんな味？」

　上から声が降ってきた。

　びっくりして振ふり仰あおぐと、お隣となりの家のベランダに、宏ひろしが立っていた。

　きゃっ、見られたっ！

　私はカアッと赤くなって、宏をにらんだ。

「とっても素す敵てきよ」

　すると宏は、肩をすくめて家の中に入り、少しして玄げん関かんから出てきてフェンスの向こうに立ち止まった。

「おまえ・・・あいつのこと、ほんとに好きだったの？」

　その表情は、いつになくあたたかく、穏おだやかで、私はなんだか急に、素す直なおな気持ちになった。

「うん、たぶん・・・」

　言いながらそばに寄よると、宏は、組んだ腕うでをフェンスの上に突き、身をかがめて私をのぞきこんだ。

「よかったな」

　夜の風にサラサラと揺ゆれるブルーブラックの前髪の奥から、まっすぐにこっちを見つめるその瞳は、とてもきれいで、そしてやさしかった。

　私は、少し驚いて言った。

「今日は、なんでやさしいの？」

　宏は、くすっと笑った。

「オレ・・・満足してるから。あいつでなくてオレが、おまえを助けたんだってことに。オレでなかったらできないことを、これからいっぱいおまえにしてやれるんだってわかって、すげぇ気分いいから」

　そう言って宏は、両手を空に上げ、ぐいっと伸びをしてから、ふっと私を見た。

「ファーストキスでなくてもいいや。いつか、寄こせよ」

　その瞳が、一いつ瞬しゆん熱く、甘やかにきらめいて、私は思わずドキッ！

　即そく座ざに、宏は狼おおかみにっ!!

「夢ゆめ美みっ！」

　わーん、私が悪いんじゃないっ！

　皆みんな、ピアスのせいなんだぁ!!
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